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Ｙ
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マ
ー
シ
ャ
の
あ
り
が
と
う

杉原ビザで生き延びた母
NY の３姉妹が感謝の CD

神
戸
市
内
の
公
園
で
撮
影
さ
れ
た
マ
ー
シ
ャ
さ
ん
︵
中
央
︶

と
母
ゼ
ル
ダ
さ
ん
︵
前
列
左
か
ら
２
人
目
︶
の
写
真
。
当

時
は
戦
時
下
で
海
外
か
ら
の
難
民
が
カ
メ
ラ
を
所
持
す
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
日
本
滞
在
半
年
中
唯
一
の
写
真
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第
二
次
世
界
大
戦
中
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
逃
げ
る
た
め
に

陸
路
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
を
使
っ
て
日
本
経
由
で
ア
メ
リ
カ
に
渡

っ
た
多
く
の
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
が
い
た
。手
に
し
て
い
た
の
は
、

戦
時
下
に
海
外
渡
航
す
る
た
め
の
唯
一
の
手
段
で
あ
る
第
３

国
を
通
過
す
る
﹁
命
の
ビ
ザ
﹂
だ
っ
た
。

　

そ
の
２
０
０
０
余
り
の
手
書
き
の
ビ
ザ
を
書
い
た
外
交

官
、
杉
原
千
畝
と
日
本
に
感
謝
す
る
家
族
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
い
る
。
当
時
10
歳
だ
っ
た
少
女
、
マ
ー
シ
ャ
・
ベ
ル
ン
ス

タ
イ
ン
︵
後
に
結
婚
し
て
姓
は
レ
オ
ン
︶
さ
ん
。
５
年
前
に

86
歳
で
他
界
し
た
が
、
３
人
の
娘
た
ち
は
、
母
親
か
ら
日
本

人
に
親
切
に
さ
れ
た
時
の
思
い
出
を
聞
い
て
育
っ
た
。

　

黒
澤
明
の
映
画
を
見
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
り
、
歌
舞

伎
や
浄
瑠
璃
公
演
も
一
緒
に
行
っ
た
。
３
人
は
そ
れ
ぞ
れ
、

作
曲
家
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
写
真
家
と
し
て
立
派
に
社
会
で
生

き
て
い
る
。
そ
ん
な
３
人
が
協
力
し
て
日
本
に
感
謝
す
る
１

枚
の
Ｃ
Ｄ
を
作
っ
た
。
創
作
曲
と
﹁
さ
く
ら
﹂
が
収
録
さ
れ

て
い
る
。
タ
イ
ト
ル
は
﹁
マ
ー
シ
ャ
の
あ
り
が
と
う
﹂
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　︵
関
連
特
集
４
面
か
ら
11
面
に
︶
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赤坂御所にて【写真提供：宮内庁】

謹
賀
新
年

新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

心
よ
り
新
春
の
お
喜
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
４
年
元
旦

 日本クラブからのお知らせ
■日本クラブWEBギャラリー企画展「富士山と羽衣伝説」

 バーチャル・オープニング・レセプション＆

 バーチャル・新年シニア会
 

日時： 2022 年 1 月 20 日（木）　7-8 PM
 参加費： 無料
 （任意で医療従事者へのお弁当プロジェクトへ寄付）
 お申し込み： www.nipponclub.org （EVENTS のページ）
 （先着 500 名様まで）
 お問い合わせ： gallery@nipponclub.org
 羽衣伝説の伝わる舞台となる三保松原は、海岸の松林越しに

富士山を望む名勝地として知られています。本展監修の森田
ゆい氏（東京立正短期大学准教授）（写真左）に、三保松原
に伝わる羽衣伝説についてご紹介頂きます。また、人間国宝
の大倉源次郎氏（写真右）に、能の代表的な演目「羽衣」の
構成、演奏についてのお話を頂いた後で、小鼓の実演を頂き
ます。

■年末年始休業のお知らせ
 

誠に勝手ながら、日本クラブ、インドアダイニング・ピック
アップサービスは 2021 年 12 月 20 日 ( 月 ) 〜 2022 年 1 月
5 日 ( 水 ) までお休みとなり、新年は 1 月 6 日 ( 木 ) のラン
チより営業を開始いたします。 

 カ ル チ ャ ー 講 座 2022 年 冬 期 は 1 月 15 日（ 土 ） か ら
ス タ ー ト い た し ま す。 ク ラ ス の 詳 細・ お 申 し 込 み は
www.nipponclub.org/culture をご覧ください。

　新年にまたお目にかかれますことを心待ちにしております。
どうぞ良いお年をお迎えください。

The Nippon Club, Inc.
145 W. 57th St., New York, NY 10019　

Tel: 212-581-2223　
  info@nipponclub.org 
www.nipponclub.org 

http://www.nipponclub.org
mailto:gallery@nipponclub.org
http://www.nipponclub.org/culture
mailto:info@nipponclub.org
http://www.nipponclub.org
http://www.mtfujirestaurants.com/
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の
分
断
な
ど
多
く
の
弊
害
を
も

た
ら
し
て
き
ま
し
た
。

　

岸
田
内
閣
で
は
、
デ
ジ
タ
ル

と
グ
リ
ー
ン
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と

す
る
経
済
社
会
の
歴
史
的
変
革

の
中
で
、
成
長
も
分
配
も
実
現

す
る
、﹁
新
し
い
資
本
主
義
﹂

の
実
現
に
取
り
組
み
、
健
全
な

民
主
主
義
の
中
核
で
あ
る
中
間

層
を
守
る
と
と
も
に
、﹁
人
﹂

を
大
切
に
し
た
未
来
に
向
け
た

投
資
を
力
強
く
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い

時
代
。
大
切
な
こ
と
は
、
先
が

見
え
な
い
中
に
あ
っ
て
も
、
未

来
を
信
じ
て
、
果
断
に
挑
戦
を

行
う
こ
と
で
す
。
挑
戦
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
の
み
、
未
来
を
切

り
拓
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
を
克
服
し
、

新
し
い
時
代
を
切
り
拓
く
と
い

う
歴
史
的
挑
戦
に
、
皆
様
と
共

に
挑
ん
で
い
く
覚
悟
で
す
。

　

世
界
各
地
で
は
、
１
３
５
万

人
以
上
の
在
留
邦
人
の
方
々
、

３
８
０
万
人
以
上
の
日
系
人
の

方
々
が
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま

す
。
私
自
身
、
外
務
大
臣
時
代

に
、
日
本
人
、
日
系
人
の
皆
様

の
世
界
各
地
で
の
活
躍
が
、
地

域
の
社
会
や
経
済
に
大
き
く
貢

献
し
、
世
界
各
地
で
高
く
評
価

さ
れ
、
日
本
外
交
を
支
え
る
貴

重
な
財
産
と
な
っ
て
い
る
こ
と

を
実
感
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
未

知
の
リ
ス
ク
へ
の
緊
急
避
難
的

対
応
の
た
め
、
人
の
往
来
に
制

約
を
設
け
て
お
り
、
日
本
国
外

に
お
住
ま
い
の
皆
様
に
は
多
大

な
る
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
お

り
ま
す
が
、
国
境
を
超
え
た
絆

を
大
切
に
す
る
私
の
強
い
思
い

に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

皆
様
に
は
、
引
き
続
き
日
本

と
米
国
を
結
び
つ
け
る
架
け
橋

と
し
て
、
日
米
関
係
の
更
な
る

発
展
、
世
界
に
お
け
る
日
本
の

魅
力
の
一
層
の
発
信
に
向
け
、

引
き
続
き
お
力
添
え
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
、
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
の
御
健
勝
と
御
多
幸
、

そ
し
て
一
層
の
御
活
躍
を
心
か

ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年

の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

令
和
４
︵
２
０
２
２
︶
年
元
旦

内
閣
総
理
大
臣　

岸
田　

文
雄

　

米
国
に
お
住
ま
い
の
日
本

人
、
日
系
人
の
皆
様
、
令
和
４

︵
２
０
２
２
︶
年
の
年
頭
に
当

た
り
、
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
も
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
は
世
界
中
で
猛
威
を
ふ

る
い
、
多
く
の
皆
様
の
経
済
・

社
会
活
動
の
大
き
な
制
約
と
な

っ
て
い
ま
す
。
気
候
変
動
と
い

っ
た
地
球
規
模
の
課
題
も
深
刻

化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
金
融

資
本
主
義
経
済
の
急
激
な
展
開

は
、
格
差
の
拡
大
や
国
際
社
会

日
米
を
結
ぶ
架
け
橋
と
し
て

内
閣
総
理
大
臣
　  

岸
田
文
雄

写真提供・内閣広報室

新
年
の
ご
挨
拶

　

﹁
私
た
ち
の
母
マ
ー
シ
ャ
は

１
９
４
１
年
２
月
に
敦
賀
に
着

き
、
神
戸
に
２
月
24
日
に
着
き

ま
し
た
。
当
時
10
歳
だ
っ
た
母

は
、
聖
マ
リ
ア
カ
ト
リ
ッ
ク
小

学
校
で
フ
ラ
ン
ス
人
尼
に
可
愛

が
っ
て
も
ら
っ
た
よ
う
で
す
。

母
と
祖
母
ゼ
ル
ダ
・
バ
ー
ン
ス

タ
イ
ン
は
神
戸
を
拠
点
に
、
東

京
、
奈
良
、
大
阪
、
宝
塚
な
ど

へ
も
日
本
滞
在
中
の
６
か
月
間

で
足
を
伸
ば
し
、
侍
映
画
を
見

た
り
本
町
を
歩
い
た
り
し
た
楽

し
か
っ
た
思
い
出
を
私
た
ち
に

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
時

の
経
験
が
、
後
に
、
米
国
に
渡

っ
て
母
が
結
婚
し
、
３
人
の
娘

を
産
ん
で
ユ
ダ
ヤ
系
新
聞
社
の

記
者
と
し
て
働
き
な
が
ら
私
た

ち
を
歌
舞
伎
公
演
や
文
楽
に
連

れ
て
行
く
な
ど
日
本
文
化
に
触

れ
さ
せ
て
育
て
ま
し
た
。
特
に

１
９
９
２
年
に
ジ
ャ
パ
ン
ソ
サ

エ
テ
ィ
ー
の
招
き
で
三
船
敏
郎

が
来
米
し
た
時
、
映
画
﹁
七
人

の
侍
﹂
の
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス

ト
が
あ
り
、
私
が
描
い
た
ポ
ス

タ
ー
に
サ
イ
ン
を
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
１
部
、
コ
ピ
ー
は
彼

に
差
し
上
げ
ま
し
た
。
す
で
に

日
本
映
画
の
フ
ァ
ン
だ
っ
た
の

で
と
て
も
母
と
二
人
で
感
激
し

た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
日
本

か
ら
母
が
持
っ
て
き
た
扇
子
や

日
本
の
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
も
あ
り

ま
し
た
が
２
年
前
に
日
本
の
敦

賀
博
物
館
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

あ
と
印
象
に
残
っ
て
い
る
の

は
安
倍
首
相
が
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ

Ｃ
の
ユ
ダ
ヤ
博
物
館
を
視
察
し

た
時
に
、
サ
バ
イ
バ
ー
の
代
表

の
一
人
と
し
て
母
が
安
倍
首
相

と
握
手
を
し
て
、
私
も
そ
の
時

に
同
行
し
た
の
が
忘
れ
ら
れ
ま

せ
ん
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
は
か

つ
て
４
０
０
０
人
近
く
も
の
ユ

ダ
ヤ
難
民
が
日
本
経
由
で
た
ど

り
つ
い
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

今
、
ど
れ
だ
け
の
生
存
者
が
い

る
の
か
正
確
な
数
字
は
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
母
の
天
草
丸
に
乗

っ
て
の
大
航
海
は
現
在
の
私
た

ち
の
平
和
な
生
活
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。
今
も
私
た
ち
は
テ

レ
ビ
ジ
ャ
パ
ン
の
契
約
を
し
て

い
て
相
撲
中
継
な
ど
を
楽
し
ん

で
見
て
い
る
ん
で
す
よ
。
日
本

の
文
化
に
小
さ
い
時
か
ら
接
し

た
私
た
ち
３
人
娘
は
、
長
女
ロ

ー
ラ
が
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
私
︵
カ

レ
ン
︶
が
写
真
家
で
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
タ
ー
、
妹
ニ
ー
ナ
が
作
曲

家
と
、
揃
っ
て
芸
術
の
世
界
で

生
き
て
こ
れ
た
の
も
母
が
少
女

の
時
に
日
本
で
体
験
し
た
日
本

の
皆
さ
ん
か
ら
の
温
か
い
も
て

な
し
を
心
か
ら
感
謝
し
て
い
た

か
ら
日
本
の
文
化
を
愛
情
を
持

っ
て
私
た
ち
に
教
育
し
た
か
ら

で
し
ょ
う
。
２
年
前
に
３
人
の

合
作
に
な
る
１
枚
の
Ｃ
Ｄ
に
は

そ
ん
な
母
の
日
本
へ
の
思
い
が

こ
も
っ
た
創
作
曲
と﹁
さ
く
ら
﹂

が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
タ
イ

ト
ル
は
﹁
マ
ー
シ
ャ
の
あ
り
が

と
う
﹂
で
す
。
Ｃ
Ｄ
を
か
け
る

と
遠
い
昭
和
の
心
情
が
流
れ
出

て
き
た
。　

︵
三
浦
良
一
記
者
︶

日
本
滞
在
中
︵
上
︶
と
Ｎ
Ｙ
で
の
マ
ー
シ
ャ
さ
ん

ニーナさん カレンさん ローラさん

３
姉
妹
に
教
え
た

日
本
文
化
と
友
情

命のビザで　大の日本好きに

カレンさんが描いた七人の侍のポスター

https://www.bozubrooklyn.com/
http://jcciny.org/
https://www.nipponclub.org/
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外
務
大
臣
　  

林
芳
正

新
年
の
ご
挨
拶

日
米
で
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

日
本
で
の
活
動
を
報
告

写真提供・外務省

　

令
和
４
︵
２
０
２
２
︶
年
の

年
頭
に
当
た
り
、
米
国
に
お
住

ま
い
の
日
本
人
、
日
系
人
の
皆

様
に
、
謹
ん
で
新
年
の
御
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
11
月
に
外
務
大
臣
を
拝

命
し
ま
し
た
林
芳
正
で
す
。
普

遍
的
価
値
を
守
り
抜
く
覚
悟
、

日
本
の
平
和
と
安
定
を
守
り
抜

く
覚
悟
、
そ
し
て
人
類
に
貢
献

し
、
国
際
社
会
を
主
導
す
る
覚

悟
、
こ
う
い
っ
た
三
つ
の
﹁
覚

悟
﹂
を
も
っ
て
、
外
交
を
展
開

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

一
昨
年
以
来
、
新
型
コ
ロ
ナ

は
世
界
に
拡
大
し
、
国
民
の
意

識
・
価
値
観
・
社
会
活
動
に
ま

で
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
昨

年
10
月
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

さ
れ
た
第
61
回
海
外
日
系
人
大

会
﹁
新
時
代
へ
の
挑
戦　

時
空

と
世
代
を
超
え
て
つ
な
が
る
日

系
﹂
に
は
多
く
の
方
が
参
加
さ

れ
、
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

世
界
各
地
の
日
系
社
会
の
つ
な

が
り
と
力
強
さ
が
変
わ
る
こ
と

な
く
強
固
で
あ
る
こ
と
を
知

り
、
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
と
米
国
の
つ
な
が
り

は
、
様
々
な
分
野
に
お
い
て
御

活
躍
さ
れ
て
お
ら
れ
る
日
本

人
、
日
系
人
の
皆
様
に
支
え
ら

れ
て
い
る
も
の
で
す
。
新
し
い

世
代
の
方
々
も
含
め
、
皆
様
が

日
本
と
の
つ
な
が
り
を
よ
り
強

固
な
も
の
と
し
、
日
本
と
、
現

在
お
暮
ら
し
の
国
々
と
の
間
の

﹁
架
け
橋
﹂
と
し
て
一
層
御
活

躍
い
た
だ
け
る
よ
う
、
引
き
続

き
外
務
省
と
し
て
も
、
各
種
事

業
の
着
実
な
実
施
を
全
力
で
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
く
考
え
で

す
。

　

最
後
に
、
皆
様
の
御
多
幸
と

一
層
の
御
繁
栄
を
心
か
ら
祈
念

し
、
新
年
の
御
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
４
︵
２
０
２
２
︶
年
元
旦

外
務
大
臣　

林　

芳
正

３
つ
の
覚
悟
で
日
本
外
交
を
展
開

杉原千畝

　

会
議
の
後
半
で
は
、
杉
原
に

よ
っ
て
命
を
救
わ
れ
た
マ
ー
シ

ャ
・
レ
オ
ン
さ
ん
︵
故
人
︶
の

娘
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
在
住
の

ピ
ア
ニ
ス
ト
、
ロ
ー
ラ
・
レ
オ

ン
さ
ん
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み

上
げ
、
創
作
曲
﹁
マ
ー
シ
ャ
の

あ
り
が
と
う
﹂
を
演
奏
し
た
。

　

レ
オ
ン
さ
ん
は
杉
原
が
ビ
ザ

を
発
給
し
て
80
年
余
り
の
歳
月

が
経
と
う
と
し
て
い
る
が
、
杉

原
に
よ
っ
て
命
を
救
わ
れ
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
辿
り
着
い
た
ユ

ダ
ヤ
難
民
の
子
孫
た
ち
は
今

も
、
日
本
に
感
謝
し
な
が
ら
生

き
て
い
る
と
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
読
み
上
げ
た
。

　

本
紙
は
、
２
０
１
７
年
86
歳

で
こ
の
世
を
去
っ
た
こ
の
サ
バ

イ
バ
ー
、
マ
ー
シ
ャ
・
レ
オ
ン

さ
ん
の
３
人
の
娘
の
う
ち
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
に
住
む
長
女

の
ロ
ー
ラ
さ
ん
︵
67
︶
と
次
女

の
カ
レ
ン
さ
ん
︵
64
︶
に
12
月

４
日
午
後
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
す
る
こ
と
が
で
き

た
。　
　
　
　

︵
記
事
４
面
に
︶

CD の詳細は

https://lauraleonpiano.com/
cds/cds/c/241 
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娘たちが
感謝のCD

日本へ

　

第
二
次
世
界
大
戦
中
、
日
本

領
事
館
領
事
代
理
と
し
て
赴
任

し
て
い
た
リ
ト
ア
ニ
ア
の
カ
ウ

ナ
ス
で
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に

よ
っ
て
迫
害
さ
れ
て
い
た
多
く

の
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
に
ビ
ザ
を
発

給
し
、
約
６
０
０
０
人
の
ユ
ダ

ヤ
人
難
民
を
救
っ
た
と
さ
れ
る

杉
原
千
畝
︵
す
ぎ
は
ら
・
ち
う

ね
、
１
９
０
０
〜
１
９
８
６
︶。

彼
が
残
し
た
人
道
主
義
の
軌
跡

と
現
在
を
語
る
﹁
日
米
を
結
ぶ

﹃
命
の
ビ
ザ
﹄
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
﹂が
11
月
12
日
開
催
さ
れ
た
。

主
催
し
た
の
は
国
際
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ン
ク
ラ
ブ
︵International 

B
usinessm

an C
lub

、
略
称

Ｉ
Ｂ
Ｃ
︶
で
、
杉
原
を
当
時
支

え
た
日
本
人
に
関
す
る
著
作

﹃
命
の
ビ
ザ
、
遥
か
な
る
旅
路
﹄

︵
交
通
新
聞
社
刊
︶
と
杉
原
以

外
の
外
交
官
の
ユ
ダ
ヤ
人
救
出

に
焦
点
を
当
て
た
﹃
続
命
の
ビ

ザ
、
遥
か
な
る
旅
路
﹄︵
パ
レ

ー
ド
刊
︶
を
執
筆
し
た
フ
リ
ー

ラ
イ
タ
ー
の
北
出
明
さ
ん
が
呼

び
か
け
た
。

　

会
議
の
冒
頭
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
総
領
事
の
山
野
内
勘
二
大
使

が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
、
ロ
ン

ド
ン
在
住
の
梶
岡
潤
一
監
督
に

よ
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

﹁
杉
浦
千
畝
を
繋
い
だ
命
の
ビ

ザ
の
物
語
﹂
が
上
映
さ
れ
た
。

こ
の
あ
と
日
本
国
内
に
あ
る
杉

浦
千
畝
ゆ
か
り
の
地
と
も
言
え

る
４
施
設
の
代
表
が
そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
や
歴
史
を
紹
介
し
た
。

　

杉
原
の
出
身
地
で
あ
る
岐
阜

県
八
百
津
町
の
金
子
政
則
町
長

が
２
０
０
０
年
に
開
館
し
た

﹁
杉
浦
千
畝
記
念
館
﹂
に
つ
い

て
現
在
ま
で
の
活
動
を
紹
介
、

中
で
も
﹁
決
断
の
部
屋
﹂
と
い

う
執
務
室
を
再
現
し
た
部
屋
で

は
来
館
者
が
机
で
自
ら
の
決
断

を
で
き
る
と
い
う
趣
向
も
紹
介

し
た
︵
７
面
に
記
事
︶。

　

続
い
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
孤
児
・

ユ
ダ
ヤ
難
民
が
上
陸
し
た
唯
一

の
港
・
敦
賀
港
に
つ
い
て
渕
上

隆
信
市
長
が
解
説
し
、
明
治
時

代
か
ら
昭
和
初
期
に
シ
ベ
リ
ア

鉄
道
を
経
由
し
て
日
本
と
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
を
結
ぶ
国
際
港
と
し
て

発
展
し
た
同
港
が
、
第
二
次
世

界
大
戦
中
に
は
多
く
の
ユ
ダ
ヤ

難
民
の
受
け
入
れ
港
と
な
っ
た

こ
と
や
当
時
の
港
街
の
建
物
を

復
元
し
た
人
道
の
港 

敦
賀
ム

ゼ
ウ
ム
の
様
子
な
ど
を
披
露
し

た
︵
９
面
に
記
事
︶。

　

続
い
て
愛
知
県
教
育
委
員
会

の
稲
垣
宏
恭
教
育
管
理
監
が
、

杉
原
の
母
校
の
伝
統
を
受
け
継

ぐ
愛
知
県
立
瑞
陵
高
等
学
校
の

顕
彰
施
設
を
ビ
デ
オ
で
解
説
し

た
。
こ
こ
に
は
、﹁
杉
原
千
畝

氏
と
ユ
ダ
ヤ
人
家
族
の
ブ
ロ
ン

ズ
像
﹂、﹁
カ
ウ
ナ
ス
と
プ
ラ
ハ

の
ビ
ザ
リ
ス
ト
﹂
と
い
っ
た
メ

イ
ン
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
加
え
、

杉
原
氏
か
ら
ビ
ザ
を
受
け
た
ユ

ダ
ヤ
人
の
そ
の
後
の
人
生
、
彼

ら
を
支
援
し
た
人
々
、
第
五
中

学
校
時
代
を
始
め
、
杉
原
氏
の

生
涯
な
ど
を
紹
介
す
る
29
枚
の

パ
ネ
ル
を
展
示
し
て
い
る
︵
９

面
に
記
事
︶。
最
後
に
沼
津
市

の
長
興
寺
住
職
、
松
下
宗
柏
さ

ん
が
杉
原
の
妻
、
幸
子
夫
人
の

誕
生
地
が
沼
津
で
あ
っ
た
こ
と

を
紹
介
し
、﹁
新
型
コ
ロ
ナ
収

束
後
に
は
、
杉
原
サ
バ
イ
バ
ー

の
子
孫
を
は
じ
め
海
外
か
ら
の

観
光
客
が
立
ち
寄
る
ス
ポ
ッ
ト

と
な
る
よ
う
努
力
し
た
い
﹂
と

述
べ
た
。
顕
彰
碑
設
置
場
所
に

つ
い
て
は
頼
重
秀
一
沼
津
市
長

が
協
力
し
、
港
口
公
園
を
選
定

し
た
と
い
う
︵
10
面
に
記
事
︶。

天
草
丸
で
乗
員
を
世
話
し
た
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
大
迫
さ
ん
︵
北
出
さ
ん
提
供
︶

命のビザで　大の日本好きに

命
の
ビ
ザ
が
生
ん
だ
友
情
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命
の
ビ
ザ
が
生
ん
だ
友
情

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
駐
箚
特
命
全
権
大
使  

冨
田
浩
司

新
年
の
ご
挨
拶

　

皆
様
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

駐
米
大
使
の
冨
田
浩
司
で

す
。
２
０
２
１
年
１
月
に
着
任

し
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
は
２

回
目
、
約
７
年
半
ぶ
り
に
勤
務

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今

回
戻
っ
て
き
て
改
め
て
感
じ
る

の
は
、
日
本
の
存
在
感
、
日
本

へ
の
理
解
度
が
か
つ
て
な
い
ほ

ど
に
深
化
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、

在
留
邦
人
・
日
本
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
皆
様
が
積
み
重
ね
ら
れ
て

き
た
信
頼
の
賜
物
で
あ
り
、
こ

の
こ
と
は
日
本
外
交
の
基
軸
で

あ
る
日
米
同
盟
の
根
幹
を
支
え

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
改
め
て
、

駐
米
大
使
と
し
て
心
か
ら
敬
意

を
表
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
よ

り
一
層
の
御
活
躍
を
祈
念
い
た

し
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
も
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い
は
続
き
ま

し
た
。
大
使
館
と
し
て
、
在
留

邦
人
の
皆
様
の
安
全
を
守
る
こ

と
は
最
大
の
使
命
で
す
。
こ
の

よ
う
な
使
命
を
改
め
て
肝
に
銘

じ
、
職
員
一
同
、
皆
様
に
米
国

の
地
で
安
心
し
て
活
動
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
引
き
続
き
き

め
細
や
か
な
情
報
提
供
と
サ
ー

ビ
ス
を
心
掛
け
て
ま
い
り
ま

す
。

　

昨
年
は
胸
を
躍
ら
せ
る
イ
ベ

ン
ト
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
世
界
中
の

ア
ス
リ
ー
ト
、
日
本
の
ホ
ス
ト

タ
ウ
ン
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

様
が
見
せ
て
く
れ
た
絆
、
多
様

性
、
そ
し
て
感
動
は
ス
ポ
ー
ツ

が
果
た
せ
る
力
そ
の
も
の
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
１
９
１
２
年
に
東

京
市
か
ら
米
国
政
府
に
約

３
０
０
０
本
の
桜
の
苗
木
が
寄

贈
さ
れ
て
か
ら
１
１
０
周
年
を

迎
え
ま
す
。
こ
の
桜
の
寄
贈
に

端
を
発
す
る
﹁
全
米
桜
祭
り
﹂

は
、
本
年
、
３
年
ぶ
り
に
オ
ン

ラ
イ
ン
で
は
な
く
対
面
で
さ
ま

ざ
ま
な
催
し
が
実
施
さ
れ
る
予

定
で
あ
り
、
大
使
館
と
し
て
も

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

日
系
社
会
の
信
頼
が
日
米
同
盟
を
支
え
る

　

国
際
関
係
に
目
を
向
け
ま
す

と
、
我
が
国
を
取
り
巻
く
安
全

保
障
環
境
が
一
層
厳
し
さ
を
増

す
中
、
自
由
、
民
主
主
義
、
人

権
、
法
の
支
配
と
い
う
普
遍
的

な
価
値
観
を
共
有
す
る
日
米
の

同
盟
関
係
は
、
イ
ン
ド
太
平
洋

地
域
、
そ
し
て
、
世
界
の
平
和

と
繁
栄
の
礎
で
す
。
岸
田
文
雄

総
理
大
臣
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
下
、
日
米
関
係
の
更
な
る
深

化
・
発
展
に
向
け
、
館
員
が
一

丸
と
な
っ
て
努
力
し
て
い
く
所

存
で
す
。
本
年
が
皆
様
に
と
り

ま
し
て
、
健
や
か
で
幸
多
き
年

と
な
り
ま
す
よ
う
御
祈
念
申
し

上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

ビ
ザ
発
給
か
ら
80
年

今
尚
世
界
に
生
存
者
た
ち

北
出
　
明

　

本
紙
新
年
号
の
巻
頭
特
集
と

し
て
、
２
０
２
１
年
11
月
12
日

に
実
施
さ
れ
た
﹁
日
米
を
結
ぶ

﹃
命
の
ビ
ザ
﹄
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
﹂
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と

を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
会
議
の
趣
旨
に

つ
い
て
で
す
が
、
次
の
２
点
に

基
づ
き
ま
す
。
先
ず
、
一
昨
年

２
０
２
０
年
は
日
本
の
外
交

官
、
杉
原
千
畝
が
ユ
ダ
ヤ
難
民

を
救
う
た
め
に
日
本
へ
の
通
過

ビ
ザ
︵
通
称
﹁
命
の
ビ
ザ
﹂
︶

を
発
給
し
て
か
ら
80
年
を
迎

え
、
国
内
外
の
各
地
で
は
80
周

年
記
念
事
業
が
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

実
は
、
私
も
リ
ト
ア
ニ
ア
の

カ
ウ
ナ
ス
、
ロ
ン
ド
ン
、
ワ
ル

シ
ャ
ワ
で
実
施
さ
れ
た
ウ
ェ
ビ

ナ
ー
に
招
か
れ
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

よ
う
な
一
連
の
動
き
の
中
で
、

今
回
の
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
で
も

紹
介
さ
れ
た
よ
う
に
、
沼
津
市

で
は
﹁
杉
原
千
畝
夫
妻
顕
彰
碑
﹂

の
建
立
、
敦
賀
市
で
は
﹁
人
道

の
港 

敦
賀
ム
ゼ
ウ
ム
﹂
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
と
い
っ

た
事
業
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
80
周
年
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
と
、
２
０
２
１

年
も
ユ
ダ
ヤ
難
民
が
日
本
に

逃
れ
来
て
80
年
目
に
な
り
ま

す
。
杉
原
ビ
ザ
を
手
に
し
て
日

本
に
上
陸
し
た
ユ
ダ
ヤ
難
民
の

数
は
、
１
９
４
０
年
よ
り
も

１
９
４
１
年
の
方
が
む
し
ろ
上

回
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味
か

ら
、﹁
命
の
ビ
ザ
﹂
を
話
題
に

す
る
際
に
は
、
２
０
２
１
年
と

い
う
年
も
重
要
で
あ
る
こ
と
を

認
識
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
、
ア
メ
リ
カ
の
経
済
社

会
に
お
い
て
は
ユ
ダ
ヤ
人
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
が
大
き
な
影
響
力
を

有
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル
外
で
最
大

の
ユ
ダ
ヤ
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
在
住

邦
人
の
皆
さ
ん
も
ユ
ダ
ヤ
系
の

方
々
と
接
す
る
機
会
を
多
く
お

持
ち
だ
と
思
い
ま
す
。

　

実
際
の
と
こ
ろ
、
ユ
ダ
ヤ
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
日
本
人
は

歴
史
的
に
非
常
に
深
い
関
係
が

あ
り
ま
す
が
、杉
原
千
畝
の﹁
命

の
ビ
ザ
﹂
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
そ

の
代
表
的
な
も
の
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
80
周

年
を
機
に
ユ
ダ
ヤ
人
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
か
ら
改
め
て
日
本
の
人
道

的
精
神
に
高
い
関
心
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

日
米
結
ぶ
会
議
実
現

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
鑑
み
、

在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
日
系
メ
デ

ィ
ア
の
方
々
が
ユ
ダ
ヤ
人
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
を
取
材
さ
れ
る
際
の

予
備
知
識
ま
た
は
参
考
情
報
に

な
れ
ば
と
の
願
い
か
ら
本
会
議

の
企
画
を
思
い
つ
い
た
次
第
で

す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
を
実
行
す
る

に
当
た
っ
て
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
日
本
総
領
事
館
の
桜
庭
大
輔

領
事
か
ら
﹁
折
角
の
貴
重
な
イ

ベ
ン
ト
な
の
だ
か
ら
、
こ
れ
に

参
加
で
き
な
か
っ
た
メ
デ
ィ
ア

や
他
の
日
本
の
関
係
者
に
も
後

か
ら
見
て
も
ら
え
る
方
法
を
考

え
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
﹂
と
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

そ
の
た
め
、
か
ね
て
か
ら
交

流
の
あ
っ
た
﹁
Ｉ
Ｂ
Ｃ
国
際
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ン
ク
ラ
ブ
﹂
に
協
力

を
お
願
い
し
、
当
日
の
Ｚ
Ｏ
Ｏ

Ｍ
会
議
の
運
営
だ
け
で
な
く
録

画
の
制
作
も
引
き
受
け
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

http://www.jaany.org
mailto:info@nyjalc.org
http://www.nohsociety.org
http://www.ikebanaNY.org
http://www.urasenkenewyork.org
http://tenri.org/


秋田県人会 / 秋田酒クラブ

会員一同
会長  山本 正俊

Sun Pop International Corporation
211 East 43rd Street, #1103, New York, NY 10017

Tel: 212-682-4393　  E-mail: sunpop@att.net

2022年　謹賀新年

北海道ゆかりの会
皆様の益々のご成功、ご幸福、
ご健康をお祈り申し上げます。
                                 幹事一同

shion.hoshino@gmail.com 星野
takedakatsuo1@gmail.com 竹田
www.hokkaidoyukarinokai.com

謹
賀
新
年

北東アメリカ 兵庫県人会

CLUB GO!
2022年1月16日（日）午後3時から
ZOOMにてオンライン県人会を開催します。
参加費無料

詳細、お申し込みは
県人会ウエブサイトより
http://ny.hyogokenjinkai.org

混声合唱団「とも」

Japan Choral Harmony, TOMO

音楽監督　          白田 正樹
www.jch-tomo.org

www.facebook.com/japan.choral.harmony
Phone: 201-264-5825

E-mail: mikeshirota125@gmail.com

9.11 Circle Wind Memorial Concert
A Non-Pro� t Organization under IRS 501(c)(3)

Concert Director　          Mike Shirota
917-371-8386 (cell)  201-612-0410 (night time)

mikeshirota125@gmail.com
http://kazenowa911.blog6.fc2.com  http:// www.japanuschorus2017.org

米国日本人医師会 (JMSA)

  事務局長

加納　良雄

100 Park Avenue, #1600
New York, NY 10017

Tel: 914-433-3210
E-mail: yoshikano@verizon.net
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杉
原
千
畝
は
、
第
二
次
世
界

大
戦
が
始
ま
っ
た
１
９
３
９
年

か
ら
リ
ト
ア
ニ
ア
の
首
都
カ
ウ

ナ
ス
で
領
事
代
理
を
務
め
て
い

た
。
彼
は
１
９
４
０
年
７
月
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
ナ
チ
ス
・
ド

イ
ツ
の
迫
害
か
ら
逃
れ
、
日
本

の
通
過
ビ
ザ
を
求
め
て
集
ま
っ

て
き
た
数
千
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
ら

避
難
民
に
対
し
、
国
の
訓
令
に

背
い
て
ビ
ザ
を
発
給
し
尊
い
命

を
救
っ
た
。
彼
の
行
動
は
国
の

政
策
や
自
身
の
職
、
命
の
危
険

よ
り
も
人
道
を
選
ん
だ
行
動
と

し
て
国
内
は
も
と
よ
り
世
界
中

か
ら
賞
賛
さ
れ
て
い
る
。

  

千
畝
の
出
身
地
で
あ
る
八
百

津
町
は
、彼
の
功
績
を
顕
彰
し
、

ま
た
後
世
に
伝
え
る
事
が
責
務

と
考
え
、
彼
の
生
誕
１
０
０
年

に
あ
た
る
２
０
０
０
年
７
月
に

﹁
杉
原
千
畝
記
念
館
﹂
を
開
館

し
た
。

　

記
念
館
に
は
、
千
畝
の
発
給

し
た
﹁
命
の
ビ
ザ
﹂
を
は
じ
め
、

彼
の
生
い
立
ち
や
ユ
ダ
ヤ
人
の

足
跡
を
紹
介
す
る
写
真
パ
ネ
ル

の
ほ
か
、
当
時
の
領
事
館
執
務

室
を
再
現
し
た﹁
決
断
の
部
屋
﹂

が
あ
り
、
ビ
ザ
発
給
当
時
を
回

顧
す
る
千
畝
の
肉
声
を
聞
く
事

が
で
き
る
。

開館時間／午前 9 時 30 分から午後 5 時
休 館 日 ／毎週月曜日、年末年始

 ※祝日または振替休日の場合は翌日
〒 505-0301

 岐阜県加茂郡八百津町八百津 1071
TEL:0574-43-2460

( 代 ) FAX:0574-43-2460
http://www.sugihara-museum.jp

　
﹁
ビ
ザ
を
出
し
て
も
い
い
で
す
か
﹂
日
本
の
外
務
省
へ
あ

て
た
電
報
の
返
っ
て
く
る
答
え
は
﹁
正
規
の
手
続
き
が
で
き

な
い
者
に
、
ビ
ザ
を
出
し
て
は
い
け
な
い
﹂
と
い
う
も
の
だ

っ
た
。
ビ
ザ
を
発
給
し
ユ
ダ
ヤ
の
命
を
救
う
べ
き
か
、
命
令

に
従
っ
て
外
務
官
の
輝
か
し
い
道
を
守
る
べ
き
か
。
千
畝
は

悩
み
、
そ
し
て
一
つ
の
答
え
を
出
し
た
。

決断の部屋

杉原千畝記念館

杉原千畝記念館の外観

杉
原
の
出
身
地
　
岐
阜
県
八
百
津
町

ビ
ザ
発
給
当
時
を
回
顧

　

こ
れ
に
よ
り
、
私
の
思
い
つ

き
が
予
想
外
の
広
が
り
を
見

せ
、
最
終
的
に
は
本
紙
の
特
集

に
ま
で
進
展
し
た
こ
と
は
何
よ

り
の
幸
い
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
私
は
２
０
１
０

年
か
ら
﹁
命
の
ビ
ザ
﹂
に
関

連
し
た
テ
ー
マ
で
調
査
・
執

筆
・
講
演
活
動
を
行
っ
て
お
り
、

２
０
１
２
年
に
前
著
﹃
命
の
ビ

ザ
、
遥
か
な
る
旅
路
〜
杉
原
千

畝
を
陰
で
支
え
た
日
本
人
た
ち

〜
﹄
を
上
梓
し
ま
し
た
。
当
時

か
ら
杉
原
千
畝
の
名
声
は
広
く

知
れ
渡
っ
て
お
り
、
新
聞
、
テ

レ
ビ
、
映
画
、
演
劇
な
ど
で
取

り
上
げ
ら
れ
、
さ
な
が
ら
﹁
命

の
ビ
ザ
﹂
は
彼
の
代
名
詞
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
10
年
余
り
が
過
ぎ

た
現
在
、
国
内
外
に
お
け
る
杉

原
研
究
は
さ
ら
に
進
み
、
彼
に

対
す
る
見
方
は
徐
々
に
変
化
し

て
き
て
い
る
こ
と
も
事
実
で

す
。
私
に
つ
い
て
も
そ
の
傾
向

は
否
め
ず
、
こ
こ
数
年
は
﹁
命

の
ビ
ザ
は
杉
原
千
畝
一
人
で
は

な
い
、
ユ
ダ
ヤ
人
を
救
っ
た
外

交
官
は
他
に
も
い
る
の
だ
﹂
と

の
観
点
か
ら
調
査
・
研
究
を
行

っ
て
き
た
結
果
、
一
昨
年
11
月

に
﹃
続 

命
の
ビ
ザ
、
遥
か
な

る
旅
路
〜
７
枚
の
写
真
と
ユ
ダ

ヤ
人
救
出
の
外
交
官
た
ち
〜
﹄

を
出
す
に
至
り
ま
し
た
。

　

こ
の
拙
著
に
つ
い
て
は
、
本

紙
の
２
０
２
１
年
２
月
27
日
号

で
取
り
上
げ
ら
れ
、
編
集
後
記

で
も
詳
し
い
解
説
が
な
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
ご
記
憶
の
方
も
お

ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
同

書
で
は
、
上
述
の
よ
う
に
杉
原

千
畝
以
外
の
５
人
の
外
交
官
が

果
た
し
た
役
割
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
こ
と
か
ら
、
海
外
で
も

広
く
読
ま
れ
る
よ
う
に
と
英
語

版
を
出
版
す
る
こ
と
に
な
り
、

現
在
ア
メ
リ
カ
の
出
版
社
で

２
０
２
２
年
5
月
刊
行
を
目
指

し
て
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
在
野
の
一
介
の

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
・
ラ
イ
タ
ー
に

過
ぎ
ま
せ
ん
が
、
私
の
さ
さ
や

か
な
努
力
が
世
界
の
ユ
ダ
ヤ
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
日
本
人
と
の

友
情
の
進
展
の
一
助
に
な
れ
ば

望
外
の
幸
せ
で
す
。

続
編
の
英
語
版

今
年
刊
行
予
定

mailto:sunpop@att.net
mailto:shion.hoshino@gmail.com
mailto:takedakatsuo1@gmail.com
http://www.hokkaidoyukarinokai.com
http://ny.hyogokenjinkai.org
http://www.jch-tomo.org
http://www.facebook.com/japan.choral.harmony
mailto:mikeshirota125@gmail.com
http://kazenowa911.blog6.fc2.com
http://www.japanuschorus2017.org
mailto:mikeshirota125@gmail.com
mailto:yoshikano@verizon.net
http://www.sugihara-museum.jp
http://jch-tomo.org/
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国
際
連
合
日
本
政
府
常
駐
代
表
・
特
命
全
権
大
使  

石
兼 

公
博

新
年
の
ご
挨
拶

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
状
況
は
不
透
明
な
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
が
、
振
り
返
れ

ば
２
０
２
１
年
は
、
国
際
社
会

が
ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
の
取
組

を
精
力
的
に
進
め
な
が
ら
、
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
へ
の
対
応
に
全
力

で
当
た
っ
た
一
年
で
し
た
。
国

連
も
例
外
で
は
な
く
、
座
席
の

間
隔
を
空
け
て
の
対
面
会
合

や
、
対
面
と
バ
ー
チ
ャ
ル
方
式

を
組
み
合
わ
せ
た
﹁
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
﹂
方
式
で
の
会
議
が
再
開

す
る
様
子
を
、
ニ
ュ
ー
ス
な
ど

で
御
覧
に
な
っ
た
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
私
自
身
、
バ
ー
チ
ャ
ル
方

式
の
活
用
に
よ
る
新
た
な
外
交

を
実
感
す
る
一
方
で
、
顔
を
合

わ
せ
、
言
葉
を
交
わ
し
て
や
り

と
り
す
る
外
交
の
醍
醐
味
も
噛

み
締
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

昨
年
９
月
、
グ
テ
ー
レ
ス

国

連

事

務

総

長

は
、
﹁O

ur 
C

om
m

on A
genda

﹂
と
題

し
た
報
告
書
を
発
出
し
、
国
際

社
会
が
直
面
す
る
課
題
を
指
摘

し
、
そ
の
解
決
に
向
け
た
多
く

の
提
案
を
世
に
示
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
は
、
人
権
に
基
づ
く
新

た
な
社
会
契
約
、
若
者
・
将
来

の
世
代
と
の
連
携
の
強
化
、
保

健
分
野
の
よ
う
な
国
際
的
な
公

共
財
に
関
す
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

強
化
や
、
紛
争
・
危
機
の
予
防

の
必
要
性
な
ど
が
強
調
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
こ
に
書
か
れ
た
提

案
を
、
我
々
加
盟
国
が
い
か
に

具
体
化
し
、
課
題
解
決
に
繋
げ

る
か
。
国
連
を
中
心
と
し
た
国

際
協
調
の
真
価
が
問
わ
れ
る
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

国
連
事
務
総
長
の
報
告
書
が

示
す
課
題
と
提
案
を
踏
ま
え
て

日
本
が
貢
献
で
き
る
余
地
は
大

き
い
と
考
え
ま
す
。
日
本
が
長

年
に
わ
た
っ
て
推
進
し
て
き
た

﹁
人
間
の
安
全
保
障
﹂
や
﹁
法

の
支
配
﹂
と
い
っ
た
考
え
方

は
、
人
々
の
生
命
・
生
活
・
尊

厳
を
確
保
し
、
社
会
に
お
け
る

信
頼
構
築
を
促
進
す
る
も
の
で

す
。
直
近
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の

経
験
を
踏
ま
え
て
出
さ
れ
た
こ

の
報
告
書
に
お
い
て
も
、
こ
う

し
た
価
値
観
が
そ
の
根
底
に
あ

る
と
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
気
候
変
動
に
つ

い
て
、
日
本
は
２
０
５
０
年
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
目
標

に
向
け
た
取
組
と
、
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
地
域
を
中
心
と
し
た
脱

炭
素
移
行
支
援
策
な
ど
を
、
昨

年
の
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約

第
26
回
締
約
国
会
議
︵
Ｃ
Ｏ
Ｐ

２
６
︶
で
表
明
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
国
際
的
な
平
和
の
維
持

に
貢
献
す
る
と
の
観
点
、
そ
し

て
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
と
し
て

の
経
験
か
ら
、
本
年
１
月
に
予

定
さ
れ
て
い
る
核
兵
器
不
拡
散

条
約
︵
Ｎ
Ｐ
Ｔ
︶
運
用
検
討
会

議
に
お
い
て
、
立
場
が
異
な
る

国
の
橋
渡
し
役
と
な
る
べ
く
尽

力
す
る
所
存
で
す
。

　

国
連
は
、
持
続
可
能
な
開
発

目
標
︵SD

G
s

︶
の
よ
う
に
、

一
か
国
で
は
太
刀
打
ち
で
き
な

い
地
球
規
模
の
課
題
に
対
し
、

国
際
社
会
が
共
に
知
恵
を
絞

り
、
対
処
す
る
術
を
生
み
出
す

場
で
す
。
国
連
外
交
の
最
前
線

に
身
を
置
い
て
い
ま
す
と
、
予

測
困
難
で
複
雑
な
国
際
情
勢
に

対
峙
す
る
国
連
の
姿
は
、
国
際

社
会
全
体
に
よ
る
意
思
決
定
と

協
力
の
難
し
さ
を
反
映
し
て
い

る
と
痛
感
す
る
と
と
も
に
、
で

あ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
を
実
現

国
際
協
調
の
時
代
に
お
け
る
日
本
の
役
割

す
る
た
め
に
日
本
と
し
て
力
を

尽
く
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
思
い
を
新
た
に
致
し
ま

す
。
こ
う
し
た
状
況
に
あ
っ
て

物
事
を
前
進
さ
せ
て
い
く
上

で
、
日
本
人
国
連
職
員
の
ご
尽

力
に
改
め
て
敬
意
を
表
す
る
と

と
も
に
、
そ
う
し
た
方
々
が
一

層
活
躍
し
、
ま
た
、
よ
り
多
く

の
日
本
人
の
皆
さ
ま
が
国
連
で

活
躍
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

本
年
は
、
日
本
が
立
候
補
す

る
国
連
安
全
保
障
理
事
会
の
非

常
任
理
事
国
選
挙
が
行
わ
れ
る

年
で
も
あ
り
ま
す
。
国
際
社
会

の
平
和
と
安
全
に
関
す
る
諸
課

題
の
解
決
に
向
け
て
、
引
き
続

き
積
極
的
に
貢
献
す
べ
く
、
我

が
国
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
改
め
て
提

示
し
、
多
く
の
国
の
支
持
を
得

て
当
選
で
き
る
よ
う
邁
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

２
０
２
２
年
が
、
皆
様
に
と

っ
て
幸
多
き
飛
躍
の
年
と
な
り

ま
す
よ
う
、
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

U
N

 Photo/M
ark G

arten

　

今
回
の
﹁
命
の
ビ
ザ
、
日

米
を
結
ぶ
友
情
﹂
を
主
催
し

た

Ｉ

Ｂ

Ｃ
︵International 

B
usinessm

an C
lub

︶
国
際

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
ク
ラ
ブ
は
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
︵
１
９
６
４

年
︶
の
招
致
に
も
貢
献
し
た
外

交
官
で
、
そ
の
後
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
解

説
委
員
と
し
て
も
著
名
な
平
沢 

和
重
氏
の
、
日
本
の
企
業
人
を

国
際
人
と
し
て
養
成
し
た
い
と

の
遺
志
を
受
け
継
い
で
開
催
さ

れ
た
﹁
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
勉
強

会
﹂
を
母
体
に
し
て
１
９
７
８

年
に
、
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
勉
強
会
は
、
平
沢
氏
が
国

際
人
養
成
の
た
め
創
立
し
た

国
際
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ヨ
ン

セ
ン
タ
ー
の
後
継
者 

岩
田
幸

彰
理
事
長 

と
実
業
之
日
本
社

︵﹁
実
業
の
日
本
﹂
誌
︶
の
吉

田 

信
美
編
集
長
と
の
共
催
で

１
９
７
７
年
に
開
催
さ
れ
た
活

動
で
す
。

　

Ｉ
Ｂ
Ｃ
設
立
当
初
は
国
際
問

題
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
勉
強

し
、
当
時
発
展
途
上
の
中
国
、

韓
国
を
訪
問
し
現
地
経
済
人
と

の
懇
談
も
行
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
会
員
の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化

に
伴
い
、
国
際
問
題
の
み
な
ら

ず
、
歴
史
、
文
化
、
人
生
な
ど

幅
広
い
分
野
の
講
師
を
招
い
て

の
セ
ミ
ナ
ー
や
各
種
の
企
業

や
施
設
の
見
学
会
も
実
施
し
、

２
０
２
１
年
６
月
に
は
創
立
43

周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
の
間
、
毎
月
１
回
の

例
会
を
継
続
し
て
ま
い
り
、
今

年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
オ
ン
ラ

イ
ン
で
開
催
し
て
お
り
ま
す

が
、
創
立
以
来
、
今
回
の
例
会

で
５
３
８
回
に
な
り
ま
し
た
。

５
年
ご
と
に
こ
れ
ま
で
の
活
動

を
ま
と
め
た
記
念
誌
を
発
行

し
、
す
で
に
８
冊
に
な
り
ま
す

が
、
人
出
不
足
の
た
め
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
は
開
設
し
て
い
ま
せ

ん
。

︵

比

良

木 

高

幸

Ｉ

Ｂ

Ｃ

︵International 
Businessman Club

︶
幹
事
︶

﹁
日
米
を
結
ぶ
﹃
命
の
ビ
ザ
﹄
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
﹂
を
主
催

歴
史
、
文
化
、
国
際
問
題
を
テ
ー
マ
に

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
勉
強
会　

Ｉ
Ｂ
Ｃ

ＩＢＣ（International Businessman Club）
　E-mail: hirakit@sky.plala.or.jp

土屋秀雄会長比良木高幸幹事

上
陸
の
地
、
福
井
県
敦
賀
市

mailto:nyc@iace-usa.com
mailto:eastern.usa@omotesenke.us
mailto:saori@korin.com
http://korin.com
mailto:hirakit@sky.plala.or.jp
http://www.kitano.com/
http://japanesenetwork.org/
https://nymtc.com/
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明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け

て
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
を
経
由
し

て
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
結
ぶ

国
際
港
と
し
て
発
展
し
た
敦
賀

港
。
１
９
２
０
年
代
に
は
ロ
シ

ア
革
命
の
動
乱
に
よ
っ
て
シ
ベ

リ
ア
で
家
族
を
失
っ
た
ポ
ー
ラ

ン
ド
孤
児
、
１
９
４
０
年
代
に

は
杉
原
千
畝
氏
が
発
給
し
た

﹁
命
の
ビ
ザ
﹂
で
救
わ
れ
た
ユ

ダ
ヤ
難
民
た
ち
が
上
陸
し
た
歴

史
が
あ
り
ま
す
。
人
道
の
港
敦

賀
ム
ゼ
ウ
ム
は
、
そ
ん
な
﹁
人

道
の
港
﹂
と
し
て
の
役
割
を
担

っ
た
敦
賀
港
だ
か
ら
こ
そ
伝
え

ら
れ
る
命
の
大
切
や
平
和
の
尊

さ
に
つ
い
て
発
信
す
る
た
め
に

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

館
内
で
は
、
孤
児
と
難
民
が

上
陸
し
た
歴
史
や
彼
ら
に
手
を

差
し
伸
べ
た
人
々
、
そ
し
て
彼

ら
を
迎
え
入
れ
た
敦
賀
の
町
の

人
々
に
つ
い
て
、
史
実
を
中
心

に
当
時
の
敦
賀
市
民
ら
の
証
言

や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
も
と
に
紹
介

し
て
い
ま
す
。

　

ポ
ー
ラ
ン
ド
孤
児
上
陸

１
０
０
周
年
、
命
の
ビ
ザ
発
給

80
周
年
を
迎
え
た
２
０
２
０

年
、
展
示
内
容
を
よ
り
充
実
さ

せ
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
。
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
実

際
に
敦
賀
港
に
あ
っ
た
駅
や
税

関
旅
具
検
査
所
な
ど
の
4
棟
の

建
物
を
当
時
の
位
置
に
復
元

し
、
当
時
の
敦
賀
港
の
雰
囲
気

を
体
感
で
き
る
造
り
に
な
っ
て

い
ま
す
。
シ
ア
タ
ー
や
パ
ネ
ル

で
わ
か
り
や
す
く
展
示
し
た
常

設
展
を
は
じ
め
、
企
画
展
も
随

時
開
催
し
て
い
ま
す
。

上
陸
の
地
、
福
井
県
敦
賀
市

人道の港 敦賀ムゼウム

福井県敦賀市金ケ崎町 23-1
電話 770-37-1035

定休日　水曜、年末年始
料金　大人 500 円、小学生以下 300 円

公式サイト：tsuruga-museum.jp
（日本語・英語・ポーランド語）

人
道
の
港 

敦
賀
ム
ゼ
ウ
ム

　
敦
賀
港
は
、
１
９
２
０
年
代
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
孤
児
、
１
９
４
０
年
代
に

﹁
命
の
ビ
ザ
﹂
を
携
え
た
ユ
ダ
ヤ
難
民
が
上
陸
し
た
日
本
で
唯
一
の
港
。
当

時
の
建
物
を
復
元
し
た
資
料
館
﹁
人
道
の
港 

敦
賀
ム
ゼ
ウ
ム
﹂
で
は
、
孤

児
と
難
民
が
上
陸
し
た
歴
史
、
彼
ら
に
手
を
差
し
伸
べ
た
人
々
の
こ
と
、

そ
し
て
敦
賀
の
ま
ち
の
人
た
ち
が
迎
え
入
れ
た
様
子
を
後
世
に
伝
え
る
。

　
当
広
場
は
、
決
断
と
希
望
、
運
命
の
ビ
ザ
、
杉
原
千
畝
の
生
涯
、
歴
史
と

継
承
と
い
う
４
つ
の
テ
ー
マ
で
展
示
さ
れ
て
い
る
。
学
校
の
敷
地
内
に
あ
る

が
誰
で
も
自
由
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
決
断
と
希
望
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
杉

原
氏
と
ユ
ダ
ヤ
人
家
族
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　

平
成
30
︵
２
０
１
８
︶
年
10

月
13
日
、
愛
知
県
で
は
、
旧
制

愛
知
県
立
第
五
中
学
校
︵
現
・

愛
知
県
立
瑞
陵
高
等
学
校
︶
の

卒
業
生
で
あ
る
杉
原
千
畝
氏
の

人
道
的
功
績
を
顕
彰
す
る
屋
外

型
展
示
施
設 

﹁
杉
原
千
畝
広
場　

セ
ン
ポ
・
ス
ギ
ハ
ラ
・
メ
モ
リ

ア
ル
﹂
の
一
般
公
開
を
開
始
い

た
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
に
は
、﹁
杉
原
千
畝
氏

と
ユ
ダ
ヤ
人
家
族
の
ブ
ロ
ン
ズ

像
﹂、﹁
カ
ウ
ナ
ス
と
プ
ラ
ハ
の

ビ
ザ
リ
ス
ト
﹂
と
い
っ
た
メ
イ

ン
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
加
え
、
杉

原
氏
か
ら
ビ
ザ
を
受
け
た
ユ
ダ

ヤ
人
の
そ
の
後
の
人
生
、
彼
ら

を
支
援
し
た
人
々
、
第
五
中
学

校
時
代
を
始
め
、
杉
原
氏
の
生

涯
な
ど
を
紹
介
す
る
29
枚
の
パ

ネ
ル
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

メ
モ
リ
ア
ル
の
開
設
前
か
ら

あ
っ
た
３
本
の
楠
や
、
四
季

折
々
の
植
物
に
囲
ま
れ
た
落
ち

着
い
た
雰
囲
気
の
中
で
、
杉
原

氏
の
人
道
的
行
為
と
そ
の
意
義

に
つ
い
て
、
静
か
に
思
い
を
巡

ら
せ
る
こ
と
の
で
き
る
場
所
と

な
っ
て
い
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
で
す
の
で
、
い
つ
で
も

入
場
可
能
で
す
。

︻
概
要
︼

○
形
態　

屋
外
展
示
型
の
ポ
ケ

ッ
ト
パ
ー
ク

○
場
所　

名
古
屋
市
瑞
穂
区
北

原
町
２-

１
︵
愛
知
県
立
瑞
陵

高
等
学
校　

正
門
西
側
︶

○
面
積　

約
４
７
５
平
方
メ
ー

ト
ル

○
主
な
展
示

・　

杉
原
氏
と
ユ
ダ
ヤ
人
家
族

の
等
身
大
ブ
ロ
ン
ズ
像

・　

忠
実
に
復
元
し
た
ビ
ザ
リ

ス
ト
42
枚
の
陶
板

・　

第
五
中
学
校
在
籍
当
時
の

資
料
を
含
む
全
29
枚
の
解
説
パ

ネ
ル︵
日
本
語
と
英
語
を
併
記
︶

○
駐
車
場
及
び
ト
イ
レ
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。

愛
知
県
教
育
委
員
会

愛知県教育委員会公式 HP

https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kyoiku-
kikaku/zuiryo-kensho.html

　（日本語版）
https://www.pref.aichi.jp/soshiki/

kyoiku-kikaku/sempo-sugihara-memrial.html　
（英語版）

セ
ン
ポ
・
ス
ギ
ハ
ラ
・
メ
モ
リ
ア
ル

杉
原
千
畝
広
場　

http://www.mayerbrown.com
http://www.mayerbrown.com
mailto:info@ohashiandhorn.com
http://www.ohashiandhorn.com
mailto:kkatonyc@earthlink.net
https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kyoiku-kikaku/kyoiku-kikaku/sempo-sugihara-memrial.html%E3%80%80
https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kyoiku-kikaku/kyoiku-kikaku/sempo-sugihara-memrial.html%E3%80%80
https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kyoiku-kikaku/kyoiku-kikaku/sempo-sugihara-memrial.html%E3%80%80
https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kyoiku-kikaku/kyoiku-kikaku/sempo-sugihara-memrial.html%E3%80%80
https://www.pref.aichi.jp/soshiki/
tsuruga-museum.jp
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｊ
ａ
Ｎ
ｅ
ｔ

理
事
長

榮
枝
洋
文

　

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

Ｊ
ａ
Ｎ
ｅ
ｔ
は
活
動
コ

ア
を
﹁
企
業
人
の
知
見
を

未
来
を
切
り
開
く
若
手
に

提
供
す
る
﹂
事
に
フ
ォ
ー
カ

ス

し
、﹁Future Japan! 

M
E

N
T

O
R

 N
etw

ork

﹂

の
活
動
で
、
日
本
か
ら
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
に
ト
ビ
タ
ツ
若
手

を
支
援
し
て
い
ま
す
。
企
業

人
皆
様
の
ご
支
援
の
和
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。
本
年
も
よ

ろ
し
く
ご
指
導
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

未
来
の
若
手
を

企
業
人
と
共
に
支
援

２
０
２
２
年
元
旦

 

新
春
の
ご
挨
拶

在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国
総
領
事
・
大
使
　

山
野
内 

勘
二

新
年
の
ご
挨
拶

 

﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
の
読
者
の

皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
し
い
年
の
幕
開
け
を
、
皆

様
と
共
に
迎
え
ら
れ
る
こ
と
を

大
変
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

　

ま
さ
に
昨
年
は
、
﹁N

ew
 

Y
ork is back!

﹂
を
強
く
感

じ
る
年
と
な
り
ま
し
た
。
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
進
ん
だ
春
以
降
、

経
済
活
動
が
本
格
的
に
再
始
動

し
、
夏
に
は
パ
レ
ー
ド
、
秋
に

は
遂
に
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
も
完

全
に
再
開
し
、
冬
に
は
ク
リ
ス

マ
ス
ツ
リ
ー
を
囲
む
人
々
に
笑

顔
と
活
気
が
戻
り
ま
し
た
。
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
か
ら
完
全
に
人
影

が
消
え
た
頃
に
は
全
く
想
像
も

つ
か
な
か
っ
た
復
活
ぶ
り
で

す
。
こ
の
よ
う
な
目
ま
ぐ
る
し

い
変
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
目
の
当

た
り
に
し
、
経
済
・
文
化
の
中

心
地
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
底
力
を

改
め
て
実
感
し
た
次
第
で
す
。

　

昨
年
こ
の
地
に
再
び
灯
っ
た

希
望
の
光
が
、
２
０
２
２
年
に

ま
す
ま
す
輝
き
を
増
す
よ
う
、

総
領
事
館
と
し
て
も
引
き
続

き
、
邦
人
保
護
を
第
一
と
し
つ

つ
、
日
本
企
業
支
援
や
日
本
文

化
発
信
の
た
め
に
邁
進
す
る
所

存
で
す
。
特
に
本
年
は
、
岩
倉

具
視
使
節
団
の
訪
米
を
契
機
に

１
８
７
２
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
領
事
館
が
設
置
さ
れ
て
以
来

１
５
０
年
と
な
る
節
目
の
年
で

す
。
ま
た
、
野
球
伝
来
１
５
０

年
と
い
う
記
念
の
年
で
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
日
米
関
係

に
と
っ
て
重
要
な
年
に
、
史
上

初
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
お
け
る

﹁
ジ
ャ
パ
ン
・
パ
レ
ー
ド
﹂
が

実
現
さ
れ
、
日
米
の
友
情
の
深

化
の
歴
史
を
地
元
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
皆
様
と
共
に
お
祝
い
す
る

機
会
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。

　

前
向
き
な
動
き
が
加
速
化
す

る
一
方
で
、
コ
ロ
ナ
を
め
ぐ
る

状
況
は
依
然
と
し
て
予
断
を
許

し
ま
せ
ん
。
さ
ま
ざ
ま
な
行
事

も
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
感
染

状
況
を
注
視
し
、
感
染
対
策
を

在
留
邦
人
の
安
全
と
日
米
友
情
の
発
展

し
っ
か
り
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
総
領
事
館
と
し
て
は
、
在

留
邦
人
の
皆
様
の
安
全
確
保
は

も
ち
ろ
ん
、
領
事
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
に
引
き
続
き
努
め
て
参
り

ま
す
。
必
要
な
情
報
を
迅
速
に

提
供
す
る
た
め
、
領
事
メ
ー
ル

を
送
付
し
、
ま
た
そ
の
内
容
を

総
領
事
館
の
Ｈ
Ｐ
、
Ｆ
Ｂ
及
び

ツ
イ
ッ
タ
ー
へ
も
掲
載
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
当
地
で
の
安
全

対
策
を
ま
と
め
た
﹁
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
安
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹂
を
当

館
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
お
り
ま

す
。
ぜ
ひ
、
参
考
と
し
て
頂
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

新
年
が
皆
様
に
と
っ
て
素
晴

ら
し
い
年
と
な
る
こ
と
を
祈
念

い
た
し
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

一
般
市
民
は
も
ち
ろ
ん
マ
ス

コ
ミ
関
係
者
で
さ
え
﹁
幸
子
夫

人
の
誕
生
地
が
沼
津
で
あ
っ
た

こ
と
は
初
め
て
知
っ
た
﹂
と
い

う
声
が
あ
っ
た
。
新
聞
や
﹃
広

報
ぬ
ま
づ
﹄
１
月
15
日
号
で
紹

介
さ
れ
た
が
、
お
寺
を
訪
れ
る

人
々
、
高
校
生
、
大
学
生
に
聞

い
て
み
る
と
、﹁
命
の
ビ
ザ
﹂

や
幸
子
夫
人
の
誕
生
地
こ
と
を

聞
い
て
み
る
と
認
識
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
が
分
か
る
。
ま
だ
ま

だ
一
般
市
民
、
次
代
を
担
う
世

代
に
歴
史
的
偉
業
が
浸
透
し
て

い
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
あ

り
、
顕
彰
活
動
を
継
続
し
発
信

し
続
け
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ

と
思
う
。
働
き
盛
り
の
子
育
て

世
代
の
中
か
ら
顕
彰
活
動
の
趣

旨
に
共
感
し
て
参
加
す
る
人
が

出
て
き
た
こ
と
は
次
代
へ
歴
史

的
記
憶
を
継
承
す
る
可
能
性
が

出
て
来
た
。
今
後
、
沼
津
市
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
杉
原
千
畝
命
の
ビ

ザ
、
関
係
大
使
館
と
の
連
携
の

も
と
、
千
畝
の
誕
生
地
と
さ
れ

る
八
百
津
町
︵
岐
阜
県
︶、
千

畝
の
学
び
の
地
、
名
古
屋
市
と

も
提
携
し
、
点
か
ら
線
へ
と
展

開
し
、﹁
人
道
の
道
﹂
ル
ー
ト

の
実
現
を
め
ざ
し
た
い
。ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後
に
は
、﹁
杉

原
サ
バ
イ
バ
ー
﹂
の
子
孫
を
は

じ
め
海
外
か
ら
の
観
光
客
が
立

ち
寄
る
ス
ポ
ッ
ト
と
な
る
よ
う

努
力
し
た
い
。
顕
彰
碑
の
設
置

場
所
に
つ
い
て
は
頼
重
秀
一
沼

津
市
長
が
港
口
公
園
を
選
定
し

て
く
れ
ま
し
た
。
こ
こ
は
沼
津

港
近
く
の
松
の
緑
豊
か
な
公
園

で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後
に

は
国
内
外
の
観
光
客
の
ス
ポ
ッ

ト
と
し
た
い
と
い
う
の
も
市
長

の
願
い
で
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

松
下
宗
柏

沼
津
市
　
杉
原
千
畝
夫
妻
顕
彰
碑
顕
彰
会

命のビザ・杉原千畝夫妻顕彰碑顕彰会

（沼津市大塚 299 長興寺内）

電話 099-966-0125

杉
原
支
え
た
幸
子
夫
人

沼津広報誌でも紹介 顕彰碑に掲げられている夫妻のレリーフ

http://www.cosmeproud.com
http://www.cosmeproud.co.jp
https://ibec-usa.com/
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Ｉ
Ａ
Ｃ
Ｅ
ト
ラ
ベ
ル

 

代
表
取
締
役
会
長

 

石
田
圭
子

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
も
コ
ロ

ナ
騒
動
に
振
り
回
さ
れ
、
相

次
ぐ
変
異
種
の
出
現
で
２
年

近
く
も
終
息
が
見
え
ぬ
ま
ま

新
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
何

と
か
設
立
52
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆

様
方
の
ご
支
援
の
お
か
げ
と

感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。

今
年
は
寅
年
。
虎
に
ち
な
ん

だ
こ
と
わ
ざ
を
探
す
と
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
も
の
の
少
な
さ
に

驚
き
ま
す
が
、
弊
社
は
﹁
虎

穴
に
入
ら
ず
ん
ば
虎
子
を
得

ず
﹂
の
精
神
で
、
前
向
き
に

勇
気
を
持
っ
て
コ
ロ
ナ
禍
に

立
ち
向
か
い
皆
様
の
お
役
に

立
て
る
旅
行
会
社
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。
本
年
も
何

卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

  

琴
、
三
味
線
演
奏
家

Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｂ
Ｉ 

琴
三
味
線
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

 

石い

し

ぐ

れ榑
雅
代

　

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は
、

大
変
お
世
話
に
な
り
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

日
本
の
伝
統
楽
器
の
象
徴

で
あ
り
ま
す
琴
・
三
味
線
音

楽
は
、
伝
統
を
守
り
つ
つ
、

今
の
時
代
を
生
き
る
音
楽
に

変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
も

国
籍
、
年
齢
に
関
わ
り
な
く
、

多
く
の
方
が
邦
楽
を
愛
し
研

鑽
を
積
み
、
和
楽
器
に
馴
染

み
の
な
い
方
々
へ
の
普
及
に

も
力
を
注
い
で
お
り
ま
す
。

皆
様
に
も
是
非
お
聴
き
い
た

だ
け
る
機
会
が
あ
れ
ば
と
願

っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
共
、

宜
し
く
ご
指
導
頂
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

  

Ｎ
Ｙ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
ク
シ
ョ
ン
社

ー
Ｎ
Ｙ
サ
ス
テ
ナ
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
所
ー

代
表(

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー)

 

古
市
裕
子

　

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は

温
か
い
ご
厚
情
を
賜
り
心
か

ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
か
ら
２
年
間
、
弊
社

存
続
は
ひ
と
え
に
皆
様
の
ご

支
援
の
お
陰
と
感
謝
の
気
持

ち
で
一
杯
で
す
。
２
０
２
２

年
も
﹁
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
人

道
支
援
﹂
を
理
念
に
お
役
に

立
て
る
よ
う
努
力
す
る
所
存

で
す
。
引
き
続
き
ご
指
導
ご

鞭
撻
の
ほ
ど
お
願
い
致
し
ま

す
と
共
に
、
皆
様
の
益
々
の

ご
健
勝
ご
多
幸
を
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

︵
２
０
２
２
年
元
旦
︶

●
著
書
︻
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
ピ
ボ
ッ

ト
戦
略 

︿
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
×

企
業
価
値
﹀︼
欧
米
企
業
が
進

め
る
連
携
型
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
12
事
例
集
︵
キ

ン
ド
ル
版
︶

  C
H

IE IM
AI

　
　

リ
ー
ド
デ
ザ
イ
ナ
ー

 

今
井
千
恵

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
も
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
＆
ダ
ナ
リ
ー
ヴ
財
団
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ガ
ラ
が
、
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
は
行
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
皆
様
の

お
力
添
え
で
財
団
へ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
は
続
け
さ
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。
刻
一
刻
と
世
界
が
変
化
し
て
お

り
ま
す
が
、 C

H
IE

 IM
A

I 

は
し
っ
か
り
と
﹁
モ
ザ
イ

ク
・
ド
ゥ
・
チ
エ
﹂
を
つ
く
り
続
け
て
参
り
ま
す
。

　

今
年
こ
そ
は
皆
様
に
お
目
に
か
か
れ
る
の
を
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す
。

 

テ
ィ
ア
ラ
グ
ル
ー
プ

代
表

愛
世
梨
乃

謹
ん
で
新
春
の
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
暖
か
い
ご
厚
情
を
頂
き

ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど 

ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま
す
の
で 

ど
う
か
お
身
体

に
お
気
を
つ
け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
ま
せ
。

皆
様
が
ご
健
勝
ご
多
幸
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

２
０
２
２
年
元
旦

  

は
じ
め
レ
ス
ト
ラ
ン

 

高
橋　

治

 

皆
さ
ま
、
新
年
明
け
ま
し
て
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

昨
年
中
は
ご
贔
屓
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

ど
う
ぞ
新
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
年
始
は
元
旦
一
月
一
日
の
み
休
業
、
二

日
か
ら
通
常
営
業
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

新
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
よ
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ

う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

  

Ｎ
Ｙ
平
和
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
　

Heiwa Peace and Reconciliation 
Foundation of New York 

会
長 

 

中
垣
顕
実
法
師

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
、
先
行
き
の
読
め
な
い
日
々
が
続
い
て

お
り
ま
す
が
、
神
仏
に
感
謝
し
つ
つ
、
一
日
一
日
を

大
切
に
し
て
生
き
る
こ
と
に
心
が
け
て
、
自
ら
の
足

元
か
ら
新
た
な
道
を
切
り
開
い
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

本
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

南
無
三
宝
。
南
無
阿
弥
陀
仏
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ダ
ン
ス

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
リ
ー
・

ハ
リ
ヤ
マ
バ
レ
エ
　
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

針
山
真
実

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
コ

ロ
ナ
か
ら
の
再
起
と
更
な
る
発
展
を
願
っ
て
心
機
一

転
、
ス
ク
ー
ル
名
を
改
名
致
し
ま
し
た
。
あ
っ
と
い

う
間
に
一
年
が
経
ち
、
ま
だ
様
々
な
困
難
や
不
安
が

あ
り
ま
す
が
、
今
年
こ
そ
バ
レ
エ
や
ダ
ン
ス
を
も
っ

と
多
く
の
人
た
ち
や
子
供
た
ち
と
純
粋
に
楽
し
め
る

こ
と
を
願
い
ま
す
。
み
な
さ
ま
に
と
っ
て
も
よ
り
良

い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。  

 

ア
ム
ネ
ッ
ト
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

代
表
取
締
役
社
長

中
川
富
士
夫

 

謹
賀
新
年

 

寅
ベ
ル
業
界
は
コ
ロ
ナ

禍
で
大
変
な
状
況
で
す
が
、

虎
々
ま
で
ど
う
に
か
生
き
残

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
ひ

と
え
に
皆
さ
ま
の
ご
支
援
の

賜
物
と
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
心

よ
り
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
人
生
も
ビ
ジ
ネ
ス
も﹁
虎

穴
に
入
ら
ざ
れ
ば
虎
子
を
得

ず
。﹂
ノ
ー
リ
ス
ク
＝
ノ
ー

リ
タ
ー
ン
。
２
０
２
２
年
も

コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
続
け
﹁
感
動
と
体
験
﹂

を
皆
さ
ま
へ
提
供
し
て
参
り

ま
す
。
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ

ご
贔
屓
の
程
、
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
さ
ま

の
幸
多
き
寅
年
を
心
よ
り
お

祈
り
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

﹁
虎
穴
に
入
ら
ざ
れ
ば
虎
子
を
得
ず
！
﹂

 

Ｎ
Ｙ
ビ
ジ
ネ
ス
会
計
基
礎
知
識

109

 　
﹁
ア
メ
リ
カ
で
は
自
宅
を
売

却
し
て
儲
か
っ
て
も
税
金
が
か

か
ら
な
い
と
聞
い
た
が
、
本
当

か
？
﹂
会
社
経
営
者
の
鬣
︵
た

て
が
み
︶
は
会
計
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
の
譲
矢
謙
吉
︵
ゆ
ず
り
や

け
ん
き
ち
︶
に
お
も
む
ろ
に
尋

ね
た
。
﹁
は
い
。
ア
メ
リ
カ
の

自
宅
売
却
に
よ
る
譲
渡
益
に
は

大
き
な
節
税
措
置
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
﹂
﹁
今
、
う
ち
の
近

所
は
ず
い
ぶ
ん
値
が
上
が
っ

て
、
自
宅
の
売
却
を
考
え
て
い

る
ん
じ
ゃ
。
ど
ん
な
税
制
か
教

え
て
く
れ
ん
か
？
﹂
﹁
基
本
的

に
過
去
５
年
間
の
う
ち
に
２
年

間
以
上
住
ん
で
い
れ
ば
、
１
人

に
つ
き
25
万
ド
ル
ま
で
控
除
を

と
れ
る
の
で
、
夫
婦
な
ら
最
高

で
50
万
ド
ル
ま
で
所
得
控
除

が
と
れ
ま
す
﹂
﹁
な
に
、
そ
れ

じ
ゃ
50
万
ド
ル
ま
で
は
何
も
申

告
し
な
く
て
い
い
と
い
う
こ

と
か
？
﹂
﹁
そ
う
で
す
。
全
く

申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
所
得
控
除
を
受
け
る

た
め
に
は
２
つ
の
条
件
を
両
方

と
も
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
﹂
﹁
何
じ
ゃ
、
そ
れ
は
？
﹂

﹁
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
テ
ス
ト
と

居
住
テ
ス
ト
で
す
。
ど
ち
ら
も

メ
イ
ン
の
自
宅
の
売
却
ま
で
の

５
年
間
の
間
に
２
年
間
満
た
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、

過
去
に
自
宅
売
却
で
こ
の
譲
渡

益
控
除
を
受
け
て
い
た
場
合
に

は
、
２
年
以
上
経
た
な
け
れ
ば

自
宅
売
却
の
譲
渡
益
控
除
を
再

び
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
逆
に
２
年
間
あ
け
れ
ば
、

再
び
こ
の
控
除
を
受
け
る
こ
と

は
可
能
で
す
﹂﹁
ど
ん
な
場
合

で
も
こ
の
条
件
を
満
た
せ
ば

キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
を
全
く
申

告
し
な
く
て
よ
い
の
か
？
﹂﹁
い

え
、
も
し
も Form

 1099-S

を
受
け
と
っ
た
場
合
や
25
万
ド

ル
ま
た
は
50
万
ド
ル
を
超
え
る

ゲ
イ
ン
が
発
生
し
た
場
合
に

は
、Schedule D

やForm
 

8949

で

申

告

が

必

要

で

す
。
ま
た
、
同
種
交
換
︵like-

kind exchange

︶

や

出

国

税
︵expatriate tax

︶
で
は

使
用
不
可
で
す
﹂﹁
オ
ー
ナ
ー

シ
ッ
プ
テ
ス
ト
じ
ゃ
が
、
家
の

名
義
は
わ
し
１
人
に
な
っ
て
い

る
ぞ
、
そ
れ
じ
ゃ
25
万
ド
ル
ま

で
か
？
﹂﹁
も
し
も
、
鬣
さ
ん

が
個
人
税
申
告
書
を
夫
婦
合
算

申
告
す
る
場
合
に
は
、
ど
ち
ら

か
片
方
が
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

持
っ
て
い
れ
ば
大
丈
夫
で
す
﹂

﹁
そ
う
か
、
そ
れ
じ
ゃ
、
わ
し

は
大
丈
夫
じ
ゃ
。
し
か
し
、
わ

し
の
友
人
は
奥
さ
ん
が
ア
メ
リ

カ
に
住
ん
で
い
て
家
の
所
有
権

を
持
っ
て
い
る
が
、
旦
那
が
日

本
に
い
て
ビ
ザ
も
所
有
権
を

も
っ
て
お
ら
ん
。
だ
か
ら
夫
婦

個
別
申
告
を
選
ん
で
お
る
の

で
、

こ
の
場
合
は
25
万
ド
ル

じ
ゃ
な
？
﹂﹁
そ
の
通
り
で
す
。

学
生
ビ
ザ
の
夫
婦
も
税
務
上
は

非
居
住
者
扱
い
で
夫
婦
合
算
申

告
が
で
き
な
い
の
で
、
50
万
ド

ル
の
控
除
は
と
れ
ま
せ
ん
﹂﹁
居

住
テ
ス
ト
は
何
だ
？
﹂﹁
こ
れ

は
夫
婦
両
者
と
も
に
５
年
間
の

う
ち
２
年
間
︵
７
３
０
日
︶
を

そ
の
家
で
住
ん
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
﹂

﹁
こ
れ
は
大
丈
夫
じ
ゃ
。
し
か

し
、
こ
れ
ら
の
テ
ス
ト
を
満
た

さ
な
い
と
控
除
は
０
ド
ル
な
の

か
？
﹂﹁
い
い
え
、
も
し
も
転

職
等
で
こ
の
条
件
を
満
た
せ
な

く
な
っ
た
時
に
は
満
た
し
た
日

数
分
の
割
合
で
控
除
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
貸
家
に
使
用
し
た

期
間
が
あ
る
と
、
ど
の
期
間
で

貸
し
て
い
た
か
で
計
算
方
法
が

異
な
り
ま
す
﹂﹁
控
除
で
き
る

金
額
は
ど
う
や
っ
て
計
算
す
る

の
じ
ゃ
？
﹂﹁
そ
れ
は
、︵
売
却

金
額-

自
宅
の
購
入
金
額-

自

宅
の
増
改
築
費
用-

売
却
に
か

か
っ
た
諸
費
用
︶
で
計
算
し
ま

す
﹂﹁
そ
う
か
、よ
く
わ
か
っ
た
。

あ
り
が
と
う
﹂

米
国
公
認
会
計
士
齊
藤
事
務
所

(www.saikos.com, info@
saikos.com)

：

齊
藤
幸
喜

自
宅
売
却
に
よ
っ
て
発
生
し
た

売
却
益
の
所
得
控
除

　

１
９
９
０
年
代
当
時
私
は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
出
版
と
広
告

代
理
店
を
営
む
傍
ら
Ｎ
Ｙ-

Ｎ

Ｊ
ポ
ー
ト
オ
ー
ソ
リ
テ
イ
︵
港

湾
局
︶
、
ワ
ー
ル
ド
ト
レ
ー
ド

セ
ン
タ
ー
の
イ
ベ
ン
ト
企
画
に

従
事
し
て
い
た
。
港
湾
局
か
ら

ハ
ド
ソ
ン
河
汚
染
問
題
を
よ
く

耳
に
し
て
い
て
環
境
問
題
に
興

味
を
持
ち
、
知
人
の
紹
介
で
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
在
住
で
環
境
事

業
を
目
指
す
杉
原
弘
樹
氏
と
知

り
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
し
ば
ら
く
過
っ
て
、

杉
原
弘
樹
氏
は
杉
原
千
畝
氏
の

長
男
で
あ
り
﹁
父
は
元
外
交
官

で
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
リ
ト
ニ
ア
日

本
領
事
館
在
任
中
ナ
チ
に
追
わ

れ
る
ユ
ダ
ヤ
人
２
０
０
０
人
以

上
に
日
本
通
過
ビ
ザ
を
発
行
、

日
本
帰
国
後
、
政
府
か
ら
は
ユ

ダ
ヤ
人
ビ
ザ
発
行
不
許
可
勧
告

に
従
わ
な
か
っ
た
と
い
う
理
由

で
外
交
官
資
格
を
剥
奪
さ
れ
不

義
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
た
﹂
ま
た
父
は
生
前
﹁
国
際

社
会
か
ら
は
勇
気
あ
る
人
道
行

為
と
し
て
称
え
ら
れ
、
数
々
の

栄
誉
を
授
か
っ
た
が
、
自
分
だ

け
が
ユ
ダ
ヤ
人
救
出
に
携
わ
た

の
で
な
く
他
の
国
の
知
ら
れ
ざ

る
外
交
官
、
民
間
人
の
勇
気
あ

る
ユ
ダ
ヤ
人
救
出
努
力
を
も
同

様
に
称
え
ら
れ
る
べ
き
だ
﹂
と

も
言
っ
て
い
た
と
い
う
話
を
私

に
打
ち
明
け
て
く
れ
た
。
そ
れ

ま
で
私
は
杉
原
千
畝
と
い
う
名

も
ど
ん
な
人
か
も
全
然
知
ら
な

か
っ
た
。

　

弘
樹
氏
の
希
望
は
父
の
遺
志

を
受
け
継
ぎ
ユ
ダ
ヤ
人
救
出
に

尽
力
し
た
世
界
の
外
交
官
、
民

間
人
を
探
し
日
本
で
そ
の
人
た

ち
の
勇
気
あ
る
人
道
行
為
を
称

え
る
表
彰
式
を
催
し
た
い
、
同

時
に
人
道
博
物
館
も
創
り
た

い
、
そ
の
上
で
父
の
外
交
官
名

誉
も
取
り
戻
し
た
い
。
そ
こ
で

弘
樹
氏
の
私
へ
の
要
望
は
こ
の

催
し
計
画
に
協
力
し
て
ほ
し
い

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か

し
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
計
画
追

行
に
は
多
額
の
基
金
も
必
要
で

募
金
も
容
易
い
な
も
の
で
な

く
、
ま
し
て
や
外
交
官
名
誉
回

復
に
は
周
到
な
外
交
渉
準
備
に

も
望
ま
ね
ば
な
ら
ず
私
に
と
っ

て
大
き
な
企
画
挑
戦
行
動
が
始

ま
っ
た
。
幸
い
に
理
解
あ
る
個

人
、
民
間
事
業
か
ら
必
要
基
金

も
集
ま
り
、
名
誉
回
復
に
は
杉

原
千
畝
幸
子
夫
人
と
弘
樹
氏
の

経
験
聞
き
取
り
と
彼
女
の
著

書
﹁
命
の
ビ
ザ
﹂
の
文
を
頼
り

に
資
料
集
め
に
奔
放
、
杉
原
家

所
蔵
の
写
真
や
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ

ロ
コ
ー
ス
ト
博
物
館
な
ど
か
ら

資
料
を
借
り
受
け
東
京
高
島
屋

に
お
い
て
﹁
６
０
０
０
人
の
命

の
ビ
ザ
﹂
写
真
展
を
開
催
す
る

と
同
時
に
ユ
ダ
ヤ
人
を
救
っ
た

各
国
大
使
、
外
交
官
、
及
び
民

間
人
へ
の
表
彰
式
典
も
行
わ
れ

た
。
一
方
で
は
米
国
議
員
、
特

に
ユ
ダ
ヤ
系
、
少
数
民
族
系
、

加
州
日
系
議
員
も
加
わ
り
当
時

日
本
政
府
の
河
野
洋
平
外
務
大

臣
と
の
間
で
杉
原
千
畝
氏
外
交

官
名
誉
復
帰
の
交
渉
が
行
わ
れ

て
い
た
。
結
果
命
の
ビ
ザ
プ
ロ

グ
ラ
ム
開
催
の
２
週
間
前
に
日

本
政
府
に
よ
る
杉
原
千
畝
元
外

交
官
の
名
誉
回
復
の
正
式
発
表

が
な
さ
れ
た
。
式
典
の
中
、
杉

原
幸
子
夫
人
の
目
の
涙
、
弘
樹

氏
の
安
堵
と
豊
か
な
微
笑
み
が

忘
れ
ら
れ
な
い
。

　

同

時

に

Ａ

Ｄ

Ｌ
︵A

nti 
D

eform
ation League) 

に

よ
る
杉
原
千
畝
の
﹁
勇
気
あ
る

決
断
﹂
を
学
ぶ
作
文
コ
ン
テ
ス

ト”
D

o the R
ight T

hing"   

が
全
米
50
州
の
高
校
か
ら
募
集

さ
れ
、
コ
ン
テ
ス
ト
優
勝
学
生

を
毎
年
日
本
に
招
聘
、
日
本
の

学
生
と
の
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

企
画
さ
れ
て
10
年
に
わ
た
り
続

け
ら
れ
た
。
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
成
功
に
導
い
た
全
日
空
、
日

本
企
業T

IG
R

E
,

杉
原
弘
樹

氏
の
活
動
を
支
え
た
上
田
卓
三

元
議
員
の
支
援
功
績
も
称
え
た

い
。

　

リ
タ
イ
ア
し
た
現
在
の

私

は　

”
D

o the R
ight 

T
hing" 

の
作
文
テ
ー
マ
が

忘
れ
ら
れ
ず
全
米
に
広
が
る

ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム
阻
止
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
展
開
す
る
ユ
ー

ス
グ
ル
ー
プ
の
支
援
に
余

暇
を
さ
い
て
い
る
。w

w
w

.
new

heritagetheatre.org

︵
あ
べ
・
か
つ
や
、
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
在
住
︶

10
年
続
け
た
杉
原
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
受
賞
者
の
訪
日

﹁
父
の
名
誉
回
復
を
﹂
長
男
の
悲
願
叶
う

10
年
続
け
た
杉
原
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

阿
部
勝
弥

http://www.saikos.com
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
商
工
会
議
所
　
会
頭

︵
北
米
三
菱
商
事
会
社
　
社
長
︶

新
年
の
ご
挨
拶

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
し
い
年
を

健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
よ

り
当
会
議
所
の
事
業
活
動
に
多

大
な
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
新
た
な
ス
タ
ー
ト
の

年
と
な
り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
米
国
、
日
本
、
そ
し

て
世
界
各
地
に
進
み
、
明
る
い

兆
し
が
見
え
始
め
ま
し
た
。
日

本
で
は
1
年
の
延
期
を
経
て
、

２
０
２
０
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
東
京

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
は
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ

が
再
開
さ
れ
、
子
供
た
ち
が
学

校
に
戻
っ
て
く
る
な
ど
、
活
気

が
戻
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

日
本
商
工
会
議
所
は
、
日
米

関
係
を
深
め
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
文

化
、
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
に
お

い
て
、
相
互
理
解
を
促
進
す
る

こ
と
を
使
命
と
し
て
ス
タ
ー
ト

い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
ミ
ッ
シ

ョ
ン
を
推
進
す
る
た
め
に
、
サ

マ
ー
・
ウ
ェ
ル
カ
ム
バ
ッ
ク
・

パ
ー
テ
ィ
ー
を
は
じ
め
、
年
間

を
通
し
て
様
々
な
セ
ミ
ナ
ー
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
第
37
回
ア
ニ
ュ
ア
ル
ガ
ラ

を
﹁N

ew
 H

orizon

﹂
と
題

し
、
イ
ン
パ
ー
ソ
ン
・
イ
ベ
ン

ト
と
バ
ー
チ
ャ
ル
配
信
を
組
み

合
わ
せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

日
本
国
総
領
事
館
支
援
の
も

と
、
ト
ラ
イ
ス
テ
ー
ト
エ
リ
ア

に
住
む
日
本
人
を
対
象
と
し
た

﹁C
O

V
ID

-19

情
報
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
﹂
を
開
設
し
た
り
、
日

本
入
国
者
へ
の
入
国
制
限
や
検

疫
の
強
化
な
ど
の
水
際
対
策
に

対
し
て
、
日
米
経
済
活
動
を
懸

念
し
、
総
領
事
館
を
通
じ
て
緩

和
を
要
請
い
た
し
ま
し
た
。

　

昨
年
4
月
、
バ
イ
デ
ン
米
国

大
統
領
と
菅
元
首
相
は
日
米
首

脳
会
談
の
結
果
を
受
け
て
、
両

国
は
首
脳
共
同
声
明
﹁
新
た
な

時
代
に
お
け
る
日
米
グ
ロ
ー
バ

ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
﹂
を

発
表
し
、
日
米
同
盟
の
強
化
、

普
遍
的
価
値
お
よ
び
共
通
の
原

則
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
で
両

米
国
社
会
と
共
に
発
展
を
歩
む

国
は
結
束
し
て
い
る
こ
と
が
再

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
会
議
所
は
引
き
続
き
、
日

系
企
業
が
広
く
且
つ
深
く
米
国

社
会
に
根
づ
き
、
米
国
経
済
に

貢
献
す
る
と
と
も
に
、
米
国
社

会
と
共
に
発
展
を
歩
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
友
好
関
係
の
促

進
に
寄
与
し
て
参
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
本
年
も
皆
様

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

２
０
２
２
年
が
皆
様
に
と
り

ま
し
て
、
輝
き
と
飛
躍
に
満
ち

た
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

高
岡　

英
則

　

﹁
Ｊ
Ａ
Ａ
は
﹃
助
け
合
っ
て

１
０
０
年
﹄
を
モ
ッ
ト
ー
に
地

道
に
高
齢
者
支
援
を
昔
か
ら
し

て
お
り
ま
し
た
﹂
と
い
う
の
は

Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
︵
Ｊ
Ａ
Ａ
︶
事

務
局
の
野
田
美
知
代
事
務
局

長
。
Ｊ
Ａ
Ａ
の
高
齢
者
支
援
は

ま
ず
﹁
異
国
に
住
む
日
本
人
シ

ニ
ア
に
と
っ
て
は
、日
本
文
化
・

日
本
語
と
日
本
食
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
の
機
会
を
提
供

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
敬
老
会
は
、
毎
月
１
回
か

２
回
の
シ
ニ
ア
へ
の
昼
食
会
を

実
施
、
現
在
コ
ロ
ナ
の
た
め
会

場
70
人
、
デ
リ
バ
リ
ー
＆
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
40
人
で
１
１
０
個
の

お
弁
当
を
用
意
し
て
い
る
。
会

員
優
先
で
Ｊ
Ａ
Ａ
の
シ
ニ
ア
会

員
は
一
年
間
60
ド
ル
、
一
回
の

参
加
費
は
５
ド
ル
と
な
っ
て
い

る
。
こ
こ
で
は
季
節
の
メ
ニ
ュ

ー
の
日
本
食
を
提
供
︵
コ
ロ
ナ

前
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
料
理
を

提
供
︶、
そ
の
時
々
の
ト
ピ
ッ

ク
で
の
お
話
＝
健
康
法
、
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
情
報
や
副
作
用
、

ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム
か
ら
の
防
御

な
ど
、そ
し
て
余
興
に
音
楽︵
イ

ワ
キ
バ
ン
ド
、
三
上
ク
ニ
の
ジ

ャ
ズ
ピ
ア
ノ
︶
や
、
落
語
、
民

謡
、
日
本
舞
踊
、
朗
読
会
な
ど

を
毎
回
開
催
し
て
い
る
。

　
　

　︵
14
〜
15
面
に
つ
づ
く
︶

助
け
合
っ
て
百
年

楽
し
い
食
事
が
大
切

NY日系人会の
高齢者支援

敬
老
会
は
毎
回
盛
況

https://shopnyseikatsu.com/
https://www.oishinbo-ny.com/
http://www.idocenter.com
http://op-ed.jp
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会
︵
Ｊ
Ａ
Ａ
︶
会
長

佐
藤
貢
司

新
年
の
ご
挨
拶

　

皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
２
０
２
２

年
、
寅
の
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

日
系
人
会
／
Ｊ
Ａ
Ａ
の
会
長
に

選
ば
れ
た
こ
と
を
大
変
光
栄
に

思
い
ま
す
。
２
０
２
１
年
の
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
禍
の
中
、
幸
い
に

も
Ｊ
Ａ
Ａ
は
幾
つ
か
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
再
開
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
昨
年
4
月
か
ら
、
シ

ニ
ア
へ
の
お
弁
当
配
達
の
プ
ロ

ン
ラ
イ
ン
で
、
そ
し
て
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
及
び
い
ろ
い
ろ
な
地

域
か
ら
３
０
０
０
人
以
上
の
参

加
者
が
あ
っ
た
春
と
秋
の
ヘ
ル

ス
フ
ェ
ア
は
オ
ン
ラ
イ
ン
と
Ｊ

Ａ
Ａ
ホ
ー
ル
で
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ

Ａ
に
と
り
ま
し
て
重
要
な
催
し

で
あ
る
Ｊ
Ａ
Ａ
１
１
４
周
年
記

念
バ
ー
チ
ャ
ル
ゲ
ラ
は
、
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
を
克
服
し
、
前
進
す

る
と
い
う
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、

Ｊ
Ａ
Ａ
と
コ
ロ
ナ
禍
も
協
力
し

て
き
ま
し
た
、
全
日
本
空
輸
株

式
会
社
／
Ａ
Ｎ
Ａ
︵
米
州
室
長

兼
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
長
服
部

茂
︶、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
レ

ス
ト
ラ
ン
協
会
創
立
者
の
八
木

秀
次
ボ
ン
氏
、
そ
し
て
、
日
系

人
と
し
て
初
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
の
警
察
署
長
と
な
っ
た
Ｎ
Ｙ

Ｐ
Ｄ
24
分
署
・
矢
口
ナ
オ
キ
警

察
署
長
に
功
労
賞
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

　

私
は
２
０
０
４
年
に
Ｊ
Ａ
Ａ

の
理
事
に
就
任
、
２
０
０
９
年

に
は
副
会
長
と
な
り
ま
し
た
。

私
は
先
人
が
行
っ
て
来
た
よ
う

に
日
本
人
の
誇
り
と
、
日
本
の

文
化
・
伝
統
を
あ
ら
ゆ
る
年
齢

や
背
景
を
持
つ
人
々
と
共
有

し
、
祝
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

大
切
に
し
て
、
継
続
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
父
は

１
０
８
９
年
に
日
系
人
会
会
長

を
務
め
、
Ｎ
Ｙ
の
日
系
社
会
の

代
表
と
し
て
昭
和
天
皇
の
大
喪

の
礼
に
出
席
し
ま
し
た
。
平
成

時
代
の
門
出
に
Ｊ
Ａ
Ａ
の
会
長

と
な
っ
た
父
と
同
様
に
、
令
和

の
初
め
に
会
長
を
務
め
る
こ
と

が
出
来
る
こ
と
を
私
は
大
変
に

嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

過
去
11
年
に
渡
り
日
系
人
会

を
率
い
て
き
た
大
沼
ス
ー
ザ
ン

前
会
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に

敬
意
を
表
し
ま
す
。
彼
女
の
米

国
に
お
け
る
日
系
社
会
の
福
祉

向
上
及
び
日
米
間
の
友
好
親
善

へ
の
寄
与
は
、
日
本
政
府
か
ら

認
め
ら
れ
、
旭
日
小
授
章
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
野
田
美

知
代
事
務
局
長
に
は
34
年
に
わ

た
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
貢
献

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
克
服
し
前
進
の
年
に

か
ら
、
外
務
省
大
臣
賞
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
両
人
を
祝
福
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会
会

長
と
し
て
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日

本
国
総
領
事
館
、
在
米
日
本
企

業
、
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

支
援
に
対
し
深
く
感
謝
致
し
ま

す
。

　

今
年
も
皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
合

っ
た
活
動
を
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
ご
支
援
の
程
、
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
Ｊ
Ａ
Ａ
の
行

事

はw
w

w
.jaany.org 

や

Facebook

を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

皆
様
が
素
晴
ら
し
い
新
年
を

過
ご
さ
れ
る
事
を
心
よ
り
祈
っ

て
お
り
ま
す
。

︵Orient Corporation of 
America 

、
シ
ニ
ア
・
バ
イ
ス

プ
レ
デ
ィ
デ
ン
ト
＆
現
地
最
高

責
任
者
︶

ジ
ェ
ク
ト
弁
当
と
並
行
し
て
、

Ｊ
Ａ
Ａ
ホ
ー
ル
で
の
30
人
の
人

数
制
限
の
敬
老
会
を
開
始
、
６

月
に
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
弁
当
か

ら
Ｊ
Ａ
Ａ
ホ
ー
ル
で
の
敬
老
会

と
移
行
し
ま
し
た
。
参
加
希
望

者
も
徐
々
に
増
え
、
今
で
は
、

会
場
に
参
加
で
き
な
い
方
に

は
、
デ
リ
バ
リ
ー
と
ピ
ッ
ク
ア

ッ
プ
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
、

毎
回
１
０
０
個
以
上
の
お
弁
当

を
用
意
し
て
い
ま
す
。
ロ
ッ
ク

ダ
ウ
ン
で
自
宅
で
の
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
シ
ニ
ア
の
方
々

は
敬
老
会
で
再
び
お
互
い
に
会

う
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
幸
せ

な
様
子
で
す
。
外
務
大
臣
杯
軟

式
野
球
大
会
や
七
夕
祭
り
な
ど

も
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

桜
祭
り
と
奨
学
金
授
与
式
は
オ

一
人
じ
ゃ
生
き
て
い
け
な
い

　

シ
ニ
ア
同
士
の
情
報
交
換
の

お
し
ゃ
べ
り
時
間
と
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
構
築
も
大
切
に
し
て
い

る
。
﹁
い
つ
も
、
最
低
、
友
達

５
人
は
持
ち
ま
し
ょ
う
と
話
し

て
い
る
。
一
人
じ
ゃ
生
き
て
い

け
な
い
﹂
。
お
互
い
に
助
け
合

う
こ
と
が
出
て
く
る
。
病
気
に

な
っ
た
ら
、
ミ
ル
ク
も
買
い
に

行
け
な
い
。
そ
の
場
合
に
は
Ｊ

Ａ
Ａ
に
も
連
絡
が
入
り
、
お
互

い
に
助
け
合
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
で
き
る
。

　

定
期
的
無
料
法
律
相
談
室
も

人
気
だ
。
事
前
指
示
の
書
類
と

委
任
状 

︵
医
療
委
任
状
＝
医
療

代
理
人
を
指
名
す
る
︶
、
リ
ビ

ン
グ
ウ
イ
ル
︵
生
命
維
持
措
置

等
に
関
わ
る
意
思
表
明
︶
、
委

任
状
︵
財
政
代
理
人
を
指
名
す

る
︶
と
遺
言
の
相
談
室
の
ほ

か
移
民
法
相
談
室
、
一
般
的

な
相
談
室
、
税
金
に
関
す
る

相
談
室
な
ど
を
実
施
し
て
い

る
。 

　

毎
日
の
電
話
相
談
＝
情
報
提

供
と
日
々
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
死

亡
時
の
手
続
き
、
葬
儀
情
報
の

提
供
、
一
人
住
ま
い
の
方
の
緊

急
時
の
親
類
探
し
、
︵
突
然
亡

く
な
っ
た
場
合
も
︶
日
本
へ
の

連
絡
な
ど
。

　

さ
ら
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
/

エ
イ
ド
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
情

報
提
供
︵
今
後
増
え
る
と
予
想

さ
れ
る
︶
、
日
本
語
を
話
し
、

日
本
文
化
を
理
解
し
て
い
る
介

護
人
を
求
め
る
人
が
多
い
が
、

探
す
の
が
大
変
難
し
い
。
ヘ
ル

パ
ー
さ
ん
と
患
者
及
び
家
族
を

繋
ぐ
役
割
を
し
て
い
る
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
﹁
お
元
気

で
す
か
訪
問
︵V

isiting 

︶
﹂

と
電
話
や
無
料
ヘ
ア
カ
ッ
ト
、

メ
デ
ィ
ケ
ア
オ
フ
ィ
ス
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
オ
フ

ィ
ス
や
ド
ク
タ
ー
オ
フ
ィ
ス
へ

の
通
訳
や
付
き
添
い
及
び
、
グ

リ
ー
ン
カ
ー
ド
の
書
き
換
え
や

日
本
の
年
金
書
類
の
記
入
手
伝

い
や
英
語
の
手
紙
の
通
訳
か
ら

日
本
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
連

携
・
Ｎ
Ｙ
日
本
総
領
事
館
、
Ｊ

Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
、
日
米
合
同
教
会
、

Ｎ
Ｙ
仏
教
会
と
の
連
携
で
日
本

人
、
日
系
人
の
救
援
に
当
た
っ

て
い
る
。
ま
た
定
期
的
に
文
化

ク
ラ
ス
を
開
設
し
て
太
極
拳
、

書
道
、
茶
道
、
折
り
紙
ク
ラ
ス

な
ど
も
開
催
し
て
い
る
。

Ｊ
Ａ
Ａ
邦
人
・
日
系
人
高
齢
者

問
題
協
議
会
が
意
識
調
査
実
施

 　

２
０
０
５
年
５
月
、
Ｊ
Ａ
Ａ

高
齢
者
問
題
協
議
会
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
、ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
、

コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
、
フ
ィ
ラ
デ

ル
フ
ィ
ア
在
住
の
邦
人
、
日
系

人
が
よ
り
良
い
高
齢
者
生
活
を

過
ご
せ
る
た
め
に
、
ニ
ー
ズ
に

あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
と
は
何
か
を

協
議
し
て
い
く
機
関
で
あ
る
と

し
て
発
足
。
そ
の
た
め
に
、
人

口
の
高
齢
化
動
向
と
ニ
ー
ズ
の

実
態
調
査
︵
研
究
︶、
高
齢
者

問
題
へ
の
意
識
の
向
上︵
教
育
、

広
報
︶、
高
齢
者
問
題
の
支
援

団
体
や
情
報
源
、
資
金
の
確
保

︵
協
力
︶
を
行
い
、
邦
人
・
日

系
人
の
相
互
扶
助
と
福
祉
厚
生

の
充
実
を
目
的
に
し
て
い
る
。

　

２
０
０
６
年
﹁
在
米
邦
人
・

日
系
人
の
高
齢
者
問
題
に
対
す

る
意
識
調
査
﹂
と
２
０
１
９
年

の
﹁
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
日
本

人
・
日
系
人
の
高
齢
化
に
関
す

る
意
識
調
査
〜
訪
問
介
護
の

在
り
方
を
探
る
﹂
を
実
施
。　

２
０
０
７
年
秋
、
シ
ニ
ア
ウ
イ

ー
ク
を
開
催
、
２
０
０
６
年
度

の
意
識
調
査
か
ら
、
高
齢
者
問

題
へ
の
意
識
の
向
上
と
支
援
団

体
や
情
報
の
提
供
の
必
要
性
を

痛
感
し
て
、
シ
ニ
ア
ウ
イ
ー
ク

を
２
週
間
開
催
し
た
。
今
年
で

第
15
回
秋
の
ヘ
ル
ス
フ
ェ
ア
と

な
り
、
一
か
月
間
に
、
日
米
の

高
齢
者
福
祉
の
講
演
会
や
相
談

室
を
設
け
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
認
知
症
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
認
知
症
支
援
グ
ル

ー
プ
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
の
講

習
会
な
ど
を
開
催
か
ら
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
カ
フ
ェ
や
訪
問
介
護

の
専
門
家
を
中
心
に
し
て
の
座

談
会
を
定
期
的
に
行
っ
て
い

る
。
今
年
の
春
・
秋
の
ヘ
ル
ス

フ
ェ
ア
で
は
、
コ
ロ
ナ
か
ら

高
齢
者
問
題
、
子
供
か
ら
シ

ニ
ア
が
参
加
で
き
る
講
演
会
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、

３
０
０
０
人
以
上
が
参
加
し

た
。

　

２
０
１
９
年
度
の
調
査
の
詳

細
が
発
表
さ
れ
る
予
定
で
、
今

後
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
お
け
る

訪
問
介
護
の
在
り
方
を
確
立
し

て
行
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
。

そ
し
て
、﹁
老
後
を
ど
こ
で
過

ご
す
か
？
﹂、
正
確
な
日
米
の

情
報
提
供
が
必
要
だ
と
も
い

う
。
そ
し
て
、
早
め
の
準
備
が

大
切
だ
と
力
説
す
る
。

Ｎ
Ｙ
で
は
80
歳
以
上
が
シ
ニ
ア

　

﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
シ
ニ
ア

と
呼
べ
る
の
は
80
歳
以
上
﹂。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
は
高
齢
の
日

本
人
が
集
ま
る
こ
と
が
で
き
る

場
所
が
な
い
。
な
の
で
情
報
が

入
ら
ず
孤
立
す
る
危
険
が
あ

る
。
私
は
こ
う
皆
さ
ん
に
言
っ

て
る
ん
で
す
﹁
50
歳
く
ら
い
か

ら
自
分
の
老
後
を
考
え
始
め
、

70
歳
ま
で
に
米
国
に
残
る
か
日

本
へ
帰
国
す
る
か
を
決
め
、
80

歳
に
な
る
前
に
そ
れ
を
実
行
す

る
よ
う
に
と
。
コ
ロ
ナ
禍
で
な

く
て
も
時
間
を
か
け
た
老
後
の

設
計
が
必
要
な
問
題
が
、
コ
ロ

ナ
で
自
由
に
日
米
間
を
行
き
来

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て

い
る
現
在
、
日
本
側
の
受
け
入

れ
態
勢
が
厳
し
い
状
況
の
中
、

帰
国
し
た
く
て
も
帰
国
で
き
な

い
ケ
ー
ス
が
今
後
も
し
ば
ら
く

続
き
そ
う
だ
。

１
人
じ
ゃ
生
き
て
い
け
な
い

Ｊ
Ａ
Ａ
高
齢
者
問
題
協
議
会

http://www.jaany.org
http://www.jaany.org
http://www.jaany.org
tel:2122136069
http://jmart-usa.com/en/
http://kkobo.com/
mailto:meiseimotors@aol.com
tel:2019438003
https://tawaramart.com/
https://www.hondag.com
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上
野 

佐
有

日
本
ク
ラ
ブ
　
会
長

︵
米
国
三
井
物
産
株
式
会
社
　
社
長
︶

新
年
の
ご
挨
拶

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
良
い
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
進
展
と
共
に
、

米
経
済
活
動
再
開
が
進
み
、
需

要
回
復
も
強
ま
り
ま
し
た
。
一

方
で
、
人
手
不
足
や
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
混
乱
な
ど
の
供
給
制

約
を
背
景
に
イ
ン
フ
レ
圧
力
が

高
ま
り
ま
し
た
が
、
米
経
済
・

済
・
防
衛
両
面
で
の
要
の
一
つ

と
し
ま
し
た
。
特
に
基
本
的
価

値
観
や
戦
略
的
利
益
を
共
に
す

る
日
米
両
国
に
と
っ
て
、経
済
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
対
策
、
気
候
変

動
、
安
全
保
障
等
幅
広
い
分
野

で
の
一
層
の
関
係
深
化
・
発
展

が
同
地
域
、
ひ
い
て
は
国
際
社

会
が
直
面
す
る
様
々
な
課
題
の

解
決
に
資
す
る
と
言
え
ま
す
。

　

日
本
ク
ラ
ブ
で
は
、
文
化
・

教
養
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
多
彩

な
活
動
を
通
じ
て
会
員
の
親
睦

を
図
る
と
共
に
、
地
域
社
会
と

の
有
意
義
な
交
流
の
場
と
し
て

日
米
交
流
の
振
興
に
尽
力
し
て

お
り
ま
す
。
昨
年
、
２
０
２
０

年
５
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
商
工
会
議

所
︵
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
︶
と
の
合
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹁Let’

s Sup-

port C
O

V
ID

-19 Fighters! 
N

Y

の
医
療
チ
ー
ム
へ
お
弁
当

を
届
け
よ
う
﹂
の
功
績
が
認
め

ら
れ
、
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本

国
総
領
事
館
よ
り
在
外
公
館
長

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
恒
例
イ

ベ
ン
ト
は
２
０
２
０
年
よ
り

バ
ー
チ
ャ
ル
で
実
施
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
進

展
に
伴
い
、夏
の﹁
サ
マ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
﹂、
秋
の
﹁
ク
ラ

シ
ッ
ク
音
楽
の
夕
べ
﹂、
年
末

の
﹁
ホ
リ
デ
ィ
パ
ー
テ
ィ
﹂
は

﹁
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
イ
ベ
ン
ト
﹂

で
実
施
し
ま
し
た
。

　

本
年
も
、
斯
か
る
イ
ベ
ン
ト

開
催
を
通
じ
、
日
米
友
好
関
係

深
化
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
よ
り

良
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

日
米
友
好
関
係
の
深
化
に
貢
献

な
政
策
を
打
ち
出
し
、
パ
リ
協

定
へ
の
復
帰
を
皮
切
り
に
、
国

際
協
調
の
舞
台
に
も
復
帰
。
気

候
変
動
サ
ミ
ッ
ト
、
Ｇ
７
／
Ｇ

20
サ
ミ
ッ
ト
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
な
ど

で
は
米
国
の
存
在
感
も
発
揮

し
、
ま
さ
に
米
国
が
グ
ロ
ー
バ

ル
な
気
候
変
動
対
策
の
中
央
舞

台
に
戻
っ
た
一
年
で
も
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
に
お
い

て
は
、
バ
イ
デ
ン
政
権
は
厳
し

い
対
中
政
策
を
維
持
す
る
中
、

Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｄ
︵
米
日
豪
印
︶
を
経

景
気
は
着
実
に
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ

に
向
か
っ
た
年
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
気
候
変
動
問
題
が
世

界
的
に
深
刻
化
す
る
中
、
昨
年

1
月
発
足
し
た
バ
イ
デ
ン
政
権

は
、
気
候
変
動
対
策
に
積
極
的

大
切
な
日
本
語
と
日
本
食

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会
で

長
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
高
齢
者

介
護
を
し
て
い
る
Ａ
さ
ん
は
こ

う
言
う
。
﹁
結
局
最
後
は
、
今

日
は
何
を
食
べ
た
い
？
と
言
う

の
が
人
間
の
最
後
の
欲
求
﹂
な

の
だ
と
。
特
に
認
知
症
な
ど
が

進
む
と
ア
メ
リ
カ
に
き
て
か
ら

覚
え
た
英
語
は
ど
ん
ど
ん
と
頭

か
ら
消
え
て
い
き
、
日
本
語
だ

け
が
残
っ
て
い
く
。
食
べ
物
も

小
さ
い
時
に
食
べ
た
物
や
日
本

食
が
恋
し
く
な
る
よ
う
で
、
現

役
時
代
に
高
級
な
日
本
食
を
作

っ
て
い
た
シ
ェ
フ
も
年
を
取
れ

ば
、
家
庭
の
味
が
す
る
手
作
り

の
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
や
コ
ロ
ッ
ケ

や
秋
刀
魚
の
塩
焼
き
が
食
べ
た

く
な
る
そ
う
だ
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
、
西
海
岸

の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
や
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
、
シ
ア
ト
ル
な
ど
と

異
な
り
、
日
系
移
民
の
歴
史
が

浅
い
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
中
国
、

韓
国
、
イ
ン
ド
な
ど
他
の
ア
ジ

ア
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
比
べ

て
も
﹁
Ｎ
Ｙ
日
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
﹂
の
裾
野
は
狭
く
浅
い
。

　

野
田
さ
ん
は
﹁
本
来
で
あ
れ

ば
、
韓
国
系
や
中
国
系
に
は
あ

る
日
米
年
金
相
談
室
や
、
グ
リ

ー
ン
カ
ー
ド
の
更
新
手
続
き
な

ど
を
専
門
に
扱
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
の
事
務
所
が
あ
っ
て
も
い

い
の
だ
け
ど
、
常
任
ス
タ
ッ
フ

を
お
い
て
対
処
す
る
ほ
ど
の
需

要
が
な
い
﹂
と
言
う
。
高
齢
者

ホ
ー
ム
も
、
日
系
社
会
で
建
物

を
確
保
し
て
日
本
的
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
な
受
給

体
制
、
市
場
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ

て
い
な
い
。
採
算
が
合
わ
な
い

の
だ
。
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
で
は
、

市
内
の
い
つ
く
か
の
高
齢
者
ホ

ー
ム
の
視
察
会
も
実
施
し
て
い

る
。
中
で
も
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の

イ
ザ
ベ
ラ
高
齢
者
ホ
ー
ム
は
日

系
人
が
多
い
こ
と
で
知
ら
れ

る
。
日
本
食
は
な
い
が
、
キ
ッ

チ
ン
が
あ
る
の
で
食
べ
た
け
れ

ば
自
炊
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

自
分
よ
り
年
下
が
皆
シ
ニ
ア

　

Ｊ
Ａ
Ａ
の
高
齢
者
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
年
間

企
画
の
う
ち
の
一
つ
に
過
ぎ
な

い
。
全
体
の
バ
ジ
ェ
ッ
ト
の
中

に
占
め
る
高
齢
者
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
い
が
、

三
井
Ｕ
Ｓ
Ａ
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
日
系
企
業
の
高
齢
者
福

祉
基
金
や
米
国
日
本
人
医
師

会
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
年
次
晩
餐

会
な
ど
か
ら
の
寄
付
で
賄
っ
て

い
る
状
態
だ
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

日
系
人
会
の
高
齢
者
福
祉
へ
の

取
り
組
み
は
、
元
気
な
う
ち
か

ら
、
若
い
う
ち
か
ら
考
え
、
備

え
、
仲
間
を
作
り
、
健
康
で
楽

し
い
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
生
活

を
維
持
す
る
こ
と
に
主
眼
が
置

か
れ
て
い
る
よ
う
だ
。﹁
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
日
本
人
シ
ニ
ア
の

人
た
ち
は
皆
若
く
て
元
気
。
自

分
が
高
齢
者
で
あ
る
と
言
う
意

識
が
薄
い
が
、
気
が
つ
い
て
み

れ
ば
、
自
分
よ
り
年
下
が
み
ん

な
シ
ニ
ア
世
代
と
い
う
こ
と
に

び
っ
く
り
と
い
う
の
が
実
感
で

す
﹂
と
野
田
さ
ん
は
い
う
。

大切な
日本語と
日本食

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会
の

邦
人
・
日
系
人
高
齢
者
問
題
協

議
会
は
﹁
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

日
本
人
・
日
系
人
の
高
齢
化
に

関
す
る
意
識
調
査
〜
訪
問
介
護

の
在
り
方
を
探
る
〜
﹂
と
第
す

る
報
告
書
を
２
０
１
９
年
3
月

31
日
に
ま
と
め
、 

桃
山
学
院
大

学 

金
本
伊
津
子
研
究
室
が
発

行
し
て
い
る
。監
修
は
遠
山︵
金

本
︶
伊
津
子
・
中
島
民
恵
子
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
﹁
老
後
の
生

活
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
ど
の

よ
う
な
不
安
が
あ
り
ま
す
か
﹂

と
い
う
設
問
に
対
し
グ
ラ
フ
の

よ
う
な
答
え
が
示
さ
れ
た
。

　

高
齢
に
な
っ
て
﹁
病
気
・
身

体
障
害
﹂︵
52
・
１
％
︶
を
抱

え
る
可
能
性
が
高
く
な
る
こ
と

か
ら
、﹁
高
額
な
医
療
費
﹂︵
53

％
︶
が
老
後
の
生
活
の
第
１
の

不
安
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。﹁
配
偶
者
の
パ
ー
ト

ナ
ー
が
要
介
護
状
態
に
な
る

こ
と
︵
32
・
３
％
︶、﹁
認
知

症
﹂︵
31
・
５
％
︶
の
罹
患
な

ど
、
将
来
の
医
療
費
や
介
護
費

に
対
す
る
大
き
な
不
安
が
読
み

取
れ
る
。
生
活
を
支
え
る
﹁
収

入
・
経
済
的
状
態
﹂︵
39
・
８
％
︶

に
対
す
る
不
安
も
大
き
い
。

　

老
後
の
生
活
の
文
化
的
な
問

題
を
挙
げ
る
者
も
少
な
く
な

い
。
例
え
ば
﹁
言
葉
︵
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
︶﹂︵
23
・
６
％
︶、

﹁
食
事
﹂︵
20
・
２
％
︶
が
、
具

体
的
な
不
安
と
し
て
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。﹁
日
本
に
い
る
両
親

︵
家
族
︶
の
介
護
﹂︵
17
・
５
％
︶

を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
居
住
す
る

家
族
が
担
う
と
い
う
状
況
が
発

生
す
れ
ば
、
大
き
な
負
担
と
な

る
の
は
必
至
で
あ
る
。

野田美知代 JAA 事務局長

老
後
の
不
安
要
因

ト
ッ
プ
は
医
療
費

http://ariyoshiny.com
tel:9175773969
https://www.instagram.com/takesushi.nyc/
http://shinbashi72.com/
https://goshikiprinting.com/
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イ
ケ
メ
ン
男
子

服
飾
Ｑ
＆
Ａ

 ケン 青木

90

　

皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
年
齢

の
せ
い
か
一
年
が
経
つ
の
が
加

速
度
的
に
速
く
感
じ
ま
す
。
そ

し
て
な
ん
と
か
し
て
今
年
中
に

コ
ロ
ナ
・
ウ
イ
ル
ス
が
一
刻
も

早
く
終
息
し
て
欲
し
い
と
強
く

願
う
も
の
で
す
。
皆
様
、
日
々

健
康
に
充
分
留
意
さ
れ
、
愉
し

く
有
意
義
な
２
０
２
２
年
に
し

て
参
り
ま
し
ょ
う
。

　

さ

て
、

前

回

はD
uffle 

C
oat

ダ
ッ
フ
ル
・
コ
ー
ト
に

つ
い
て
触
れ
ま
し
た
。
ダ
ッ
フ

ル
と
は
? 

ベ
ル
ギ
ー
の
ア
ン

ト
ワ
ー
プ
近
郊
の
川
と
街
の
名

前
な
の
で
す
、
と
。
現
地
で

はD
uffel

と
綴
る
様
で
す
が
、

こ
の
川
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の

中
で
は
珍
し
く
軟
水
で
、
そ
う

し
た
事
情
か
ら
中
世
来
、
羊
毛

紡
績
が
盛
ん
で
、
冬
の
寒
さ
と

波
し
ぶ
き
に
耐
え
る
厚
手
で
し

っ
か
り
し
たD

uffel C
loth

で
知
ら
れ
る
様
に
な
っ
た
の

だ
、
と
。
中
世
に
お
い
て
は
、

例
え
ば
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
攻
城

戦
な
ど
の
際
、
極
厚
の
毛
布
の

様
な
生
地
を
し
っ
か
り
縫
い
合

わ
せ
て
城
の
前
に
張
り
巡
ら
し

海
の
男
は
ピ
ー
コ
ー
ト

大
砲
の
弾
除
け
に
使
わ
れ
て
い

た
時
代
も
あ
っ
た
の
だ
そ
う
。

当
時
は
大
砲
の
弾
の
中
ま
で
は

火
薬
が
入
っ
て
い
な
か
っ
た
の

で
す
。

　

そ
し
て
19
世
紀
半
ば
以
降
、

D
uffle C

oat

が

創

ら

れ

軍

隊
、
特
に
海
軍
の
お
偉
い
さ
ん

に
着
ら
れ
た
の
に
対
し
、
今
回

御
紹
介
す
るPea C

oat

ピ
ー

コ
ー
ト
は
軍
艦
の
甲
板
や
船
底

な
ど
で
冬
場
に
作
業
す
る
水
兵

さ
ん
達
の
た
め
に
創
ら
れ
た
コ

ー
ト
だ
っ
た
の
で
す
。
一
説
に

はPij Jekkel

ピ
ー
イ
ェ
ッ

ケ
ル
と
オ
ラ
ン
ダ
語
で
呼
ば
れ

て
い
た
の
が
英
語
でPea

と

な
っ
た
？ 

と
も
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

ベ
ル
ギ
ー
は
オ
ラ
ン
ダ
と
フ

ラ
ン
ス
に
挟
ま
れ
、
北
部
の

D
uffle

の
街
は
オ
ラ
ン
ダ
語

圏
、pij

と
は
前
述
い
た
し
ま

し
た
毛
布
の
様
な
厚
手
ウ
ー
ル

地
を
意
味
す
る
の
だ
そ
う
。

　

ダ
ッ
フ
ル
コ
ー
ト
、
ピ
ー
コ

ー
ト
は
同
じ
様
な
生
地
を
用
い

な
が
ら
も
、
デ
ザ
イ
ン
の
違
い

は
役
職
の
違
い
か
ら
と
言
え
る

こ
と
が
多
く
、
ダ
ッ
フ
ル
コ
ー

ト
が
オ
フ
ィ
サ
ー
向
け
な
の
に

対
し
、
ピ
ー
コ
ー
ト
は
現
場
で

作
業
に
励
む
水
兵
さ
ん
向
け
の

実
用
的
な
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て

い
る
の
で
す
。
デ
ザ
イ
ン
の
要

点
を
以
下
に
、

︵
１
︶　

打
ち
合
わ
せ
が
両
前
な

の
は
雪
雨
、
風
向
き
に
よ
っ
て

ど
ち
ら
前
で
も
着
れ
る
様
に
、

︵
２
︶　

上
襟
が
大
き
い
の
は
襟

を
立
て
上
司
の
声
や
笛
の
音
を

聴
き
や
す
く
、

︵
３
︶　

作
業
し
や
す
い
様
、
で

も
身
体
を
冷
や
さ
な
い
様
に
着

丈
は
お
尻
が
充
分
隠
れ
る
長
さ

で
、

さ
ら
に

︵
４
︶　

縦
に
切
っ
た
、
手
を
暖

め
る
た
め
の
ポ
ケ
ッ
ト
が
お
腹

の
位
置
に
あ
り
、

︵
５
︶　

手
袋
し
た
ま
ま
掛
け
外

し
が
出
来
る
大
き
な
ボ
タ
ン

と
い
っ
た
と
こ
ろ
が
特
徴
で

す
。

　

ピ
ー
コ
ー
ト
の
出
現
も
ダ
ッ

フ
ル
コ
ー
ト
と
同
じ
19
世
紀
前

半
で
、
い
わ
ゆ
る
蒸
気
船
の
登

場
以
降
な
の
で
す
が
、
実
は
ピ

ー
コ
ー
ト
に
多
い
ネ
イ
ヴ
ィ
ー

ブ
ル
ー
の
色
に
つ
い
て
は
機
械

油
な
ど
汚
れ
が
目
立
た
な
い
こ

と
も
利
点
で
あ
っ
た
そ
う
。
も

ち
ろ
ん
男
性
を
カ
ッ
コ
良
く
魅

せ
て
く
れ
る
色
で
あ
る
の
で
す

が
。

　

も
う
一
つ
、
ダ
ッ
フ
ル
コ
ー

ト
に
比
べ
ピ
ー
コ
ー
ト
の
方
が

生
地
が
良
く
な
い
こ
と
が
多
い

の
で
は
？
と
思
わ
れ
て
お
ら
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
は

そ
の
通
り
で
、
い
わ
ゆ
る
リ
サ

イ
ク
ル
し
た
ウ
ー
ル
を
使
っ
て

"
再
生
ウ
ー
ル
"
と
呼
ば
れ
る

素
材
が
20
世
紀
に
入
っ
て
か
ら

海
軍
用
に
使
わ
れ
る
様
に
な
っ

た
の
で
す
。
官
製
で
支
給
さ
れ

る
モ
ノ
な
の
で
、
あ
る
意
味
仕

方
の
な
い
こ
と
で
は
あ
る
の
で

す
が
。
こ
う
し
た
事
情
も
あ
っ

て
、
余
剰
品
が
囚
人
の
冬
場
の

作
業
用
コ
ー
ト
と
し
て
支
給
さ

れ
た
り
、
貧
困
層
に
向
け
て
放

出
品
と
な
っ
た
時
期
が
あ
っ

て
、
そ
の
た
め
ア
メ
リ
カ
の
年

配
の
方
に
は
ピ
ー
コ
ー
ト
に
あ

ま
り
良
い
印
象
を
お
持
ち
で
な

い
方
も
ま
だ
お
ら
れ
ま
す
。
で

も
、
そ
の
こ
と
は
ピ
ー
コ
ー
ト

の
せ
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
の

で
、
お
気
に
さ
れ
る
こ
と
な
く

冬
場
の
活
動
的
な
男
性
、
い
や

男
女
問
わ
ず
ピ
ー
コ
ー
ト
を
着

て
颯
爽
と
街
を
歩
き
ま
し
ょ

う
。
そ
れ
で
は
ま
た
次
回
。

　
け
ん
・
あ
お
き
／
日
系
ア
パ

レ
ル
メ
ー
カ
ー
の
米
国
代
表

を
経
て
、
ト
ム
・
ジ
ェ
ー
ム

ス
・
カ
ン
パ
ニ
ー
で
カ
ス
タ
ム

テ
ー
ラ
ー
の
か
た
わ
ら
、
紳
士

服
に
関
す
る
コ
ラ
ム
を
執
筆
。

１
９
５
９
年
生
ま
れ
。

　

ミ
キ
ハ
ウ
ス
ア
メ
リ
カ
ズ
社

は
、
海
外
で
の
出
産
を
控
え
る

フ
ァ
ミ
リ
ー
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

新
し
い
購
読
サ
ー
ビ
ス
﹁
ミ
キ

ハ
ウ
ス
・
ベ
ビ
ー
ク
ラ
ブ
﹂
を

ス
タ
ー
ト
し
た
。
出
産
間
近
の

妊
婦
や
出
産
直
後
の
家
族
の
子

育
て
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、

多
く
の
特
典
を
つ
け
た
１
年
間

有
効
の
有
料
会
員
︵
99
ド
ル
︶

の
サ
ー
ビ
ス
で
、
主
な
特
典
は

次
の
通
り
。

●
ベ
ビ
ー
ア
イ
テ
ム
に
つ
き
、

１
年
間
す
べ
て
20
％
オ
フ
︵
販

促
品
を
除
く
︶

●
米
国
内
ど
こ
で
も
送
料
無
料

︵
通
常
は
配
送
ご
と
に
９
ド
ル

95
セ
ン
ト
︶

●
入
会
記
念
ギ
フ
ト
︵
79
ド
ル

相
当
の
マ
ン
ス
リ
ー
フ
ォ
ト
フ

レ
ー
ム
︶
の
進
呈

●
入
会
半
年
後
の
特
別
ギ
フ
ト

︵
79
ド
ル
相
当
の
プ
レ
ウ
オ
ー

カ
ー
シ
ュ
ー
ズ
︶
の
進
呈

　

出
産
の
際

に

必

要

な

ア

イ

テ

ム

ば

か

り

15

点

を

集

め

た
ベ
ビ
ー
・

ス

タ

ー

タ

ー
・
キ
ッ
ト

︵
５
０
０
ド

ル
／
７
０
０

ド
ル
相
当
の

商

品

を

含

む
︶
を
購
入
す
る
と
、
ベ
ビ
ー

ク
ラ
ブ
の
会
員
権
も
同
時
に
つ

い
て
く
る
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ

トhttps://m
ikihouse-

usa.com
/products/baby-

club-m
em

bership

を
参
照
。

入
会
記
念
ギ
フ
ト
も

ミキハウスの
Baby Club

大好評 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
Ｔ
Ｖ

 www.nyseikatsu.com

https://mikihouse-usa.com/products/baby-club-membership
https://mikihouse-usa.com/products/baby-club-membership
https://mikihouse-usa.com/products/baby-club-membership
https://mikihouse-usa.com/products/baby-club-membership
https://mikihouse-usa.com/products/baby-club-membership
https://mikihouse-usa.com/products/baby-club-membership
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://shopnyseikatsu.com/


NYコミュニティに参加して、楽しいアクティブアダルトライフを！
　

﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
を
発
行
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
生
活
プ
レ
ス
社
が
窓
口
と
な
っ
て
昨
年

末
に
立
ち
上
げ
た
、
日
本
帰
国
支
援
サ
ー
ビ

ス
﹁FU

RU
SA

T
O

 PRO
JECT

﹂
の 

Ｎ
Ｙ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
す
が
、
お
陰
様
で
こ
の
７

か
月
で
60
名
以
上
が
参
加
頂
け
る
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、﹁
ア
ク
テ
ィ
ブ

ア
ダ
ル
ト
ラ
イ
フ
﹂
を
テ
ー
マ
と
し
、
こ
れ

か
ら
の
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
ど
の
よ
う
に
過
ご

し
て
い
く
の
か
。
日
本
へ
の
帰
国
を
考
え
た

り
、
悩
ん
で
い
る
方
々
に
対
し
て
、﹁
お
金
・

健
康
・
生
活
・
人
間
関
係
﹂
の
4
つ
の
ポ
イ

ン
ト
に
し
て
、
一
緒
に
悩
み
を
解
決
し
て
い

く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
を
毎
月
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
考
え
る
﹁
ア
ク
テ
ィ
ブ
ア
ダ
ル

ト
ラ
イ
フ
﹂
は
、﹁
自
分
の
強
み
を
活
か
し
て

社
会
に
貢
献
す
る
エ
ル
ダ
ー
﹂
と
定
義
し
て

い
ま
す
。
日
本
へ
帰
国
し
た
後
、
皆
さ
ん
の

こ
れ
ま
で
の
経
験
や
知
識
、
強
み
を
活
か
し

て
、
日
本
を
、
そ
し
て
日
本
の
若
者
を
一
緒

に
元
気
に
し
た
い
! !
そ
う
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
世
界
が
一
変
し
ま
し
た
。

い
つ
何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
と
実
感
し

た
か
ら
こ
そ
、
今
、
こ
れ
か
ら
の

人
生
を
主
体
的
に
生
き
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
教
え
て
く
れ
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
一
緒
に
ア

ク
テ
ィ
ブ
ア
ダ
ル
ト
ラ
イ
フ
を
築

き
、
人
生
よ
り
幸
せ
に
歩
ん
で
い

き
ま
せ
ん
か
？

　

次
の
よ
う
な
悩
み
を
お
持
ち
の

方
は
、
是
非
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
ご
参
加
下
さ
い
。
ま
た
、
将
来

の
参
考
に
し
た
い
と
い
う
現
役
世

代
の
方
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

☑
日
本
へ
の
帰
国
を
考
え
て
い

て
、
何
か
ら
始
め
て
良
い
か
分
か

ら
な
い
。

☑
日
本
へ
帰
国
を
考
え
て
い
る

け
ど
、
日
本
の
情
報
が
分
か
ら
な

い
。

☑
ア
メ
リ
カ
の
老
後
に
漠
然
と

し
た
不
安
を
抱
え
て
い
る
。

☑
身
寄
り
が
少
な
く
、
同
じ
よ
う
な
境
遇
の

方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
た
い
。

☑
日
本
帰
国
を
考
え
て
い
る
け
ど
誰
に
相
談

し
て
良
い
か
分
か
ら
な
い
。

　

FU
RU

SA
T

O
 PRO

JECT

の
Ｎ
Ｙ
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
が
、
あ
な
た
に
と
っ
て
抱
え
て
い

る
悩
み
の
解
決
に
繋
が
る
一
歩
を
踏
み
出
せ

る
と
思
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
今
後
も
さ
ら
に

特
典
を
充
実
し
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て

良
い
も
の
に
な
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。 

ご
友
人
等
で
お
困
り
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
ら
、
是
非
こ
の
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
！

　

有
料
・
無
料
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
共
に
、
会

員
へ
の
加
入
は　

Ｎ
Ｙ
事
務
局
窓
口
担
当　

久

松

茂
︵hisam

atsu@
nyseikatsu.com

︶

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
お
申
し
込
み
の

際
は
、
参
加
希
望
者
の
フ
ル
ネ
ー
ム
︵
日
本

語
表
記
・
英
語
表
記
共
に
︶、
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
、
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
有
料
・
無

料
ど
ち
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
ご
参
加
希
望

か
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

日本帰国支援サービス「FURUSATO PROJECT」

無料NYコミュニティ参加の特典

有料NYコミュニティ会員の特典

【ワークショップ・アクティブアダルトライフ～日本帰国を考える7回シリーズ～第2弾】（無料）

・日本の情報などこれからの老後生活に有益な情報
がメルマガで得られる

・オンラインのワークショップ等のセミナー案内が
優先的に届く

・ワークショップに参加できなかった方は、セミ
ナー動画の閲覧が可能

・お悩みに対して相談窓口が対応

・ニューヨークでの現地情報

・オンラインでの健康コンサルティングの料金特別
割引

無料会員の特典をさらにパワーアップし、有料会員
限定の特典をご提供します。

・LINEグループのオンラインコミュニティ（有料会員
の方同士でオンライン・オフラインで繋がれる）

・有料会員向けメルマガ（月1回の有料会員限定の
日本帰国に関する有益情報）

・セミナー優先案内と優先申込（事務局が主催する
セミナーを先行案内）

・有料会員限定イベント（今後一時帰国プランや住
まい探しイベントなどを企画予定）

・FURUSATO PROJECTサービスを特別価格にてご
提案

・少人数制イベントへの参加費は無料（一般参加は
2000円）

・上記に加え、無料コミュニティの特典も全て受け
られます

＜有料コミュニティ会費＞　月1,650円（税込）

NY コミュニティに登録すると、全 7 回シリーズのオンラインワークショップなどのイベントに参加できます。

◆  7  月：第 1 回 一緒に考える。〜現在のコロナ禍におけるこれからの人生の歩み方〜 （終了）
◆  8  月：第 2 回 アメリカにお住まいの方々が抱えている困り事や心配事〜今から取り組むアクティブ終活〜（終了）
◆  9  月：第 3 回 これからのアクティブアダルトの日米比較【お金編】〜日本での生活がどれだけお金がかかるのか〜 （終了）
◆ 10 月：第 4 回 これからのアクティブアダルトの日米比較【健康編】〜人生 100 年時代を生き抜く最先端の健康法〜 （終了）
◆ 11 月：第 5 回 これからのアクティブアダルトの日米比較【生活編】〜日本帰国後の住まいの選択肢に新たなご提案〜 （終了）
◆ 12 月：第 6 回 これからのアクティブアダルトの日米比較【人間関係編】〜日本帰国後のあなた×地域×社会参加・貢献〜 （終了）
◆ 2022 年 1 月：第 7 回 日本に一時帰国の際に行うべきこと〜アクティブアダルトライフ あなた×タイミング×地域×人〜

FURUSATO PROJECT NY 事務局窓口担当／週刊 NY 生活　業務責任者・社長　　久松　茂　(hisamatsu@nyseikatsu.com)

(17  )　　 ［特　集］　　 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU 2022 年（令和 4 年）1 月1日（土）

　
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
理
事
長

ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
Ｗ
・
ウ
ォ
ー
カ
ー

新
年
の
ご
挨
拶

　

昨
年
は
、
Ｊ
Ｓ
に
と
っ
て
歴

史
を
顧
み
前
進
す
る
年
で
し

た
。
現
状
況
に
囚
わ
れ
な
い
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
を
通
し
て
グ

ロ
ー
バ
ル
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
力
を
再
認
識
す
る
機
会
と
も

な
り
ま
し
た
。
行
政
の
新
型
コ

ロ
ナ
規
制
が
緩
和
さ
れ
た
春

先
、
3
・
11
東
日
本
大
震
災
10

理
事
長
が
、
日
本
と
米
国
の
相

互
理
解
と
文
化
交
流
の
促
進
に

多
大
な
貢
献
を
し
た
こ
と
を
受

け
、
旭
日
中
綬
章
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。先
代
の
英
知
に
学
び
、

こ
れ
か
ら
の
１
０
０
年
を
想
う

際
に
改
め
て
実
感
す
る
の
が
、

弊
会
を
支
え
て
き
て
く
だ
さ
っ

た
方
々
の
存
在
の
力
で
す
。
昨

年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

の
新
変
異
株
の
出
現
等
、
先
行

き
が
不
透
明
な
中
で
も
個
人
お

よ
び
法
人
会
員
の
皆
様
、
そ
の

他
私
共
を
支
え
て
く
だ
さ
る
多

く
の
皆
様
の
お
力
添
え
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
前
進
す
る
こ
と
が

で
き
、
共
に
歩
む
未
来
図
を
描

く
に
至
り
ま
す
。
改
め
て
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、

今
後
と
も
、
一
層
の
ご
指
導
、

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
を
お

祈
り
申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　

︵
政
治
学
博
士
︶

謹
ん
で
新
春
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す

周
年
を
迎
え
た
同
日
に
﹁
技
が

形
に
な
る
時
・
日
本
の
大
工
道

具
展
﹂
を
開
催
し
、
匠
の
技
が

象
徴
す
る
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
か
ら

学
び
や
気
づ
き
を
頂
戴
し
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
日
米
両
国
で
新
政

権
が
誕
生
し
、
弊
会
と
し
て
も

設
立
約
１
１
５
年
お
よ
び
に
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
で
あ
る
本
館
設
立

50
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
た

今
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
へ
の
貢
献
を
継
続
し

な
が
ら
、
国
内
お
よ
び
国
際
的

な
舞
台
で
新
た
な
深
い
つ
な
が

り
を
築
く
機
会
を
模
索
し
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
4
月
に
は
櫻
井
本
篤
前

JASSIの高齢者支援

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
日
系
社
会

で
生
活
が
行
き
詰
ま
っ
た
り
、

経
済
的
な
困
窮
者
と
な
っ
て
日

本
に
帰
国
す
る
こ
と
も
ア
メ
リ

カ
で
安
定
し
た
老
後
を
送
る
こ

と
も
難
し
い
高
齢
者
た
ち
が
い

る
。
日
系
社
会
の
表
に
は
出
て

く
る
こ
と
の
な
い
群
像
だ
。
そ

の
数
は
、
約
４
０
０
人
と
も

６
０
０
人
と
も
い
わ
れ
る
。
多

く
が
永
住
者
で
、
チ
ッ
プ
や
現

金
収
入
で
生
計
を
た
て
て
き
た

料
理
人
や
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
な
ど
の
自
由
業

者
が
多
い
。

　

永
住
者
で
も
現
地
採
用
の
会

社
員
と
し
て
日
米
の
企
業
に
勤

め
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
ー
︵
米
国
社
会
保
障
年
金
︶

や
４
０
１
︵
Ｋ
︶
を
会
社
か
ら

の
自
動
天
引
き
で
長
年
積
み
立

て
て
き
た
人
た
ち
は
年
金
が
あ

る
た
め
無
収
入
の
憂
き
目
に
は

遭
っ
て
い
な
い
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ

ビ
ジ
ネ
ス
の
場
合
は
社
会
保
障

年
金
の
十
分
な
積
み
立
て
が
確

保
で
き
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
多

い
。
解
雇
に
伴
う
一
時
的
な
失

業
保
険
は
あ
る
が
、
そ
れ
で
一

生
は
食
べ
て
は
い
け
な
い
。

　

日
米
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ
ス

︵
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
︶
は
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
言
語
や
文
化
の
違
い

か
ら
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る

人
々
へ
無
料
で
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
る
非
営
利
団
体

で
、
生
活
に
困
り
果
て
た
最
後

の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
、﹁
駆

け
込
み
寺
﹂
と
し
て
活
動
し
、

今
年
で
40
周
年
を
迎
え
る
。

　

Ｊ

Ａ

Ｓ

Ｓ

Ｉ

の

最

も

重

要

な
﹁

ホ

ッ

ト

ラ

イ

ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹂︵
電
話

２
１
２
・
４
４
２
・
１
５
４
１
︶

で
は
、
生
活
面
で
問
題
を
抱
え

困
っ
て
い
る
人
を
支
援
し
て
い

る
。
昨
年
度
は
、
多
く
の
人
々

か
ら
Ｎ
Ｙ
州
医
療
保
険
へ
の
加

入
な
ど
を
含
め
た
ヘ
ル
ス
ケ

ア
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、
公
的

支
援
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関

す
る
問
い
合
わ
せ
を
受
け
た
。

２
０
２
０
年
7
月
1
日
か
ら

２
０
２
１
年
6
月
30
日
ま
で
の

コ
ン
タ
ク
ト
数
は
過
去
最
高
で

延
べ
６
９
２
５
件
で
、
平
均
で

一
週
間
に
１
３
３
件
。
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
数
は
１
２
７
０
人
で
、

そ
の
う
ち
シ
ニ
ア
の
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
は
４
３
２
人
。
各
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
が
直
面
し
て
い
る
問
題

が
複
雑
で
多
岐
に
及
ぶ
た
め
、

コ
ン
タ
ク
ト
数
が
多
く
な
っ
て

い
る
。

　

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
理
事
長
の
望
月

良
子
さ
ん
に
よ
る
と﹁
シ
ニ
ア
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
﹂︵
60
歳
以
上
対

象
︶
で
は
、
独
り
暮
ら
し
の
高

齢
者
を
対
象
と
し
た
定
期
的
な

﹁
見
守
り
電
話
﹂
に
加
え
、
コ

ロ
ナ
禍
の
た
め
週
に
1
度
の
オ

ン
ラ
イ
ン
茶
話
会
を
開
催
し
、

電
話
や
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
ご
自

宅
か
ら
安
心
し
て
参
加
し
て
も

ら
え
る
形
式
に
変
え
、
好
評
を

え
て
い
る
そ
う
だ
。
ま
た
﹁
ケ

ア
ギ
バ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
﹂
で
は
60
歳
以
上
の
高

齢
者
の
介
護
者
へ
の
支
援
を
継

続
し
て
行
な
っ
て
い
る
。﹁
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹂
で
は
、
公

衆
教
育
を
目
的
と
し
、
必
要
な

情
報
を
収
集
、
更
新
し
て
Ｅ
ニ

ュ
ー
ス
レ
タ
ー
、
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
、ツ
イ
ッ
タ
ー
に
て
発
行
。

　

ジ
ャ
シ
ー
ス
タ
ッ
フ
は
、
現

地
の
教
育
や
訓
練
を
受
け
て
お

り
、
守
秘
義
務
遵
守
の
も
と
、

地
域
の
福
祉
団
体
と
連
携
し
て

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。

望
月
さ
ん
は
﹁
こ
れ
ら
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
継
続
で
き
ま
し
た
の

も
、
皆
様
か
ら
の
ご
賛
同
と
ご

支
援
を
賜
り
ま
し
た
お
か
げ
で

す
﹂
と
感
謝
の
言
葉
を
口
に
す

る
。
実
際
に
手
を
差
し
伸
べ
た

ケ
ー
ス
を
次
の
ペ
ー
ジ
で
紹
介

す
る
。　
　
　

︵
18
面
に
続
く
︶

日
系
社
会
の

駆
け
込
み
寺

mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%EF%B8%B6
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日
本
の
介
護
事
情
、
２
０

２
１
年
を
振
り
返
り
、
２
０
２

２
年
を
展
望
し
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
も
前
年
に
引
き

続
き
、
世
界
中
が
コ
ロ
ナ
に

右
往
左
往
さ
れ
た
１
年
で
し

た
。
自
然
災
害
や
感
染
症
な
ど

は
、
じ
わ
じ
わ
も
あ
れ
ば
、
突

発
的
に
襲
っ
て
く
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
し
か
も
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
介
護
事
業
所
の
職
員

が
一
斉
に
休
ん
だ
り
、
介
護
事

業
所
全
体
が
突
然
閉
鎖
に
な
っ

た
り
し
ま
す
。
そ
う
い
う
体
感

が
で
き
た
年
で
し
た
。
現
時
点

で
日
本
は
世
界
で
も
驚
く
ほ
ど

コ
ロ
ナ
の
収
束
に
向
か
っ
て
い

ま
す
。
あ
る
程
度
落
ち
着
い
た

間
に
﹁
備
え
﹂
が
必
要
と
い
う

の
は
自
然
災
害
も
多
い
日
本
人

な
ら
先
祖
代
々
に
遺
伝
子
レ
ベ

ル
で
引
き
継
が
れ
て
い
る
危
機

管
理
の
感
情
で
も
あ
り
ま
す
。

２
０
２
１
年
を
象
徴
す
る
漢
字

一
文
字
は
﹁
金
﹂
だ
っ
た
そ
う

で
す
が
、
今
年
２
０
２
２
年
は

﹁
何
が
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
﹂

と
先
に
予
測
し
て
し
ま
え
ば

﹁
備
﹂
じ
ゃ
な
い
か
な
と
、
私

は
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ

う

い

う
﹁

備

﹂

の

２
０
２
２
年
に
予
測
さ
れ
る
介

護
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
﹁
美
し
い

介
護
﹂
を
提
唱
し
ま
す
。

　

﹁
美
し
い
﹂
と
﹁
介
護
﹂。
両

極
端
に
あ
る
ワ
ー
ド
を
あ
え
て

く
っ
つ
け
て
み
ま
し
た
。
介
護

保
険
が
生
ま
れ
て
22
年
。
人
間

で
言
う
と
社
会
に
出
て
い
く
年

齢
で
す
。
介
護
保
険
制
度
も
右

往
左
往
し
て
こ
こ
ま
で
き
ま
し

た
。
右
往
左
往
の
期
間
に
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
方
は
大
変

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
も
う

成
熟
し
た
大
人
の
制
度
に
な
り

ま
す
。
昨
年
何
度
も
コ
ラ
ム
に

出
し
た
言
葉
に
﹁
介
護
の
デ
ジ

タ
ル
化
﹂
と
い
う
の
が
あ
り

ま
す
が
、
す
で
に
馴
染
ん
で

い
る
ウ
ェ
ブ
で
の
﹁
レ
ビ
ュ

ー
﹂
や
﹁
評
価
﹂
に
相
当
す

る
﹁
介
護
情
報
の
開
示
﹂
が
一

般
化
さ
れ
る
と
睨
ん
で
い
ま

す
。
実
は
、
現
在
も
介
護
事
業

の
評
価
サ
イ
ト
が
な
い
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ち
な
み

に
こ
ち
ら
︵https://w

w
w

.
k

aig
o

k
en

sak
u

.m
h

lw
.

go.jp

︶
で
す
。
こ
れ
は
﹁
介

護
事
業
所
・
生
活
関
連
情
報
検

索
：
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
公
表

シ
ス
テ
ム
﹂
と
い
い
ま
す
。
残

念
な
が
ら
あ
く
ま
で
自
社
評
価

で
、
利
用
し
た
方
の
評
価
で
は

な
い
点
が
信
憑
性
が
乏
し
く
、

業
界
内
で
し
か
見
ら
れ
て
い
な

い
と
思
わ
れ
ま
す
。
サ
イ
ト
を

見
て
分
か
る
通
り
﹁
介
護
を
抱

え
る
家
族
向
け
﹂な
の
で
す
が
、

こ
れ
が
事
実
で
す
。
個
別
に
事

業
所
を
比
較
す
る
と
、
そ
の
評

価
指
標
は
７
つ
︵
レ
ー
ダ
ー
チ

ャ
ー
ト
︶
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。﹁
権
利
擁
護
﹂﹁
研
修
の
頻

度
﹂﹁
安
全
衛
生
﹂﹁
管
理
﹂﹁
外

部
連
携
﹂﹁
苦
情
対
応
﹂﹁
サ
ー

ビ
ス
質
の
確
保
﹂
の
レ
イ
テ
ィ

ン
グ
で
す
。
こ
れ
が
２
０
２
２

年
〜
24
年
に
進
化
し
て
、﹁
Ｌ

Ｉ
Ｆ
Ｅ
︵
科
学
的
介
護
︶﹂
と

い
う
形
で
一
気
に
広
が
り
始
め

る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。
例
え

ば
、
予
約
し
よ
う
と
す
る
レ
ス

ト
ラ
ン
や
ホ
テ
ル
が
低
評
価
な

ら
﹁
変
え
れ
ば
い
い
﹂
だ
け
な

の
で
す
が
、
福
祉
や
医
療
に
つ

い
て
の
当
た
り
外
れ
は
一
般
の

方
な
ら
ど
う
し
た
ら
い
い
か
途

方
に
暮
れ
る
か
泣
き
寝
入
り
に

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
多
く
、

そ
れ
だ
け
は
絶
対
避
け
た
い
も

の
で
す
。
今
年
は
﹁
今
ま
で
の

介
護
﹂
の
イ
メ
ー
ジ
が
大
き
く

変
わ
る
き
っ
か
け
の
年
に
な
る

は
ず
で
す
。
そ
れ
が
﹁
美
し
い

介
護
﹂
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
、
現
場
に
い
て
昨
年
１

年
感
じ
た
こ
と
で
す
。﹁
美
し

い
﹂
＝
﹁
魅
力
﹂
が
な
け
れ
ば
、

選
ば
れ
ま
せ
ん
し
、
選
ん
で
は

い
け
ま
せ
ん
。
そ
う
言
う
意
味

で
は
今
年
の
一
文
字
は
日
本
全

体
﹁
備
﹂
で
あ
り
、
介
護
全
体

は
﹁
美
﹂
で
あ
り
た
い
も
の

で
す
。
今
年
も
他
で
は
見
ら
れ

な
い
視
点
で
コ
ラ
ム
﹁
日
本
の

介
護
事
情
﹂
で
皆
様
に
旬
の
情

報
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
今

年
も
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル
プ

ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
代

表
取
締
役
、
全
国
介
護
事
業
者

連
盟
　
大
阪
支
部
監
査
役 

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
︵
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
︶
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@

helpz.jp

２
０
２
２
年
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
﹁
美
﹂
と
﹁
備
﹂

　

実
際
に
手
を
差
し
伸
べ
た
ケ

ー
ス
を
２
例
紹
介
す
る
。

　

Ａ
さ
ん
︵
シ
ニ
ア
男
性
︶
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
で
独
り
暮

ら
し
を
し
て
い
る
。
Ａ
さ
ん
が

経
営
す
る
会
社
が
倒
産
し
、
収

入
を
失
っ
た
。
Ａ
さ
ん
の
年
金

額
は
非
常
に
少
な
く
、
生
活
費

が
不
足
す
る
様
に
な
っ
た
。
固

定
資
産
税
や
そ
の
他
の
負
債
が

累
積
し
、
困
っ
た
Ａ
さ
ん
は
Ｊ

Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
に
相
談
し
た
。
ス
タ

ッ
フ
は
、
Ａ
さ
ん
が
申
請
可
能

な
財
政
援
助
の
オ
プ
シ
ョ
ン
を

調
査
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の

固
定
資
産
税
お
よ
び
利
息
繰
延

プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
申
請
支
援
を

行
っ
た
。
ま
た
、
高
齢
者
住
宅

所
有
者
の
固
定
資
産
税
控
除
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
も
Ａ
さ
ん
を
支
援

す
る
準
備
を
し
て
い
る
。
こ
の

ほ
か
に
も
、
Ａ
さ
ん
が
申
請
で

き
る
適
格
な
支
援
を
引
き
続
き

探
し
て
支
援
し
て
い
る
と
い

う
。

　

Ｂ
さ
ん
は
、
夫
と
共
に
幼
少

の
4
人
の
子
供
を
育
て
な
が

ら
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
生
活

し
て
い
る
。
Ｂ
さ
ん
は
、
専
業

主
婦
で
子
育
て
に
忙
し
く
し
て

い
た
が
、
コ
ロ
ナ
渦
で
夫
が
働

く
会
社
が
経
営
不
振
と
知
っ

て
、
経
済
的
な
不
安
を
感
じ
て

い
た
。
Ｂ
さ
ん
は
、
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
検
索
し
て
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ

の
存
在
を
知
り
、
相
談
す
る
た

め
に
電
話
を
か
け
た
。
電
話
を

受
け
た
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
の
ス
タ
ッ

フ
は
、
連
邦
政
府
や
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
州
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
公
的
支
援

の
情
報
を
提
供
し
、
必
要
な
申

請
手
続
き
を
支
援
し
た
。
そ
の

後
、
行
き
詰
ま
っ
た
会
社
が
Ｂ

さ
ん
の
夫
を
解
雇
し
、
家
族
の

収
入
源
が
途
絶
え
た
。
貯
蓄
も

無
く
、
生
活
に
困
っ
た
Ｂ
さ
ん

は
、
再
度
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
に
相
談

を
し
た
。
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
の
ス
タ

ッ
フ
は
、
直
ち
に
失
業
保
険
の

申
請
手
続
き
の
支
援
を
し
、
無

料
の
医
療
保
険
へ
の
加
入
手
続

き
の
支
援
を
し
た
。そ
の
直
後
、

Ｂ
さ
ん
が
重
病
で
緊
急
入
院
し

た
。
入
院
し
た
病
院
か
ら
は
、

保
険
の
情
報
な
ど
も
含
め
て
多

く
の
複
雑
な
情
報
を
要
求
さ
れ

た
。
内
容
が
わ
か
ら
な
い
と
い

う
Ｂ
さ
ん
に
変
わ
っ
て
、
Ｊ
Ａ

Ｓ
Ｓ
Ｉ
の
ス
タ
ッ
フ
が
病
院
に

情
報
を
提
供
し
、
Ｂ
さ
ん
は
無

事
退
院
し
て
在
宅
療
養
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

公
的
支
援
を
請
け
つ
つ
、
幼
い

子
供
た
ち
と
一
緒
に
生
活
し
な

が
ら
、Ｂ
さ
ん
の
夫
の
体
調
は
、

少
し
づ
つ
良
く
な
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
だ
。

　

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
は
、
１
９
８
１

年
の
発
足
当
時
か
ら
一
人
一
人

の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
サ
ー
ビ

ス
を
無
償
で
提
供
し
続
け
て
お

り
、
今
後
も
米
国
制
度
の
狭
間

で
困
っ
て
い
る 

多
く
の
人
へ
、

JASSI を支援する企業・団体
· City Care Family Practice, P.C.
· Eisai USA Foundation, Inc.
· ITO EN (North America) INC
· IHI Americas INC.
· Japanese Medical Society of America;
· Japanese Chamber of Commerce and Industry
      of New York, Inc./ J.C.C. Fund
·  KPMG LLP
· Law Offi ce of Ryoko Mochizuki & Associates/
      LORMA HR Advisory Services
· Maruzen International Co., Ltd.
· Mitsubishi UFJ Financial Group, Inc.
· Mitsui & Co. (U.S.A.), Inc./ 
      The Mitsui U.S.A. Foundation
· Nippon Steel North America, Inc.
· Relo Redac, Inc.
· Sony Corporation of America
· Sumitomo Corporation of Americas
· T.I.C. Restaurant Group

米
国
で
生
活
の
基
盤
を
図
る
こ

と
が
で
き
る
支
援
を
続
け
て
い

き
た
い
と
い
う
。
寄
付
金
は
全

額
税
金
控
除
対
象
と
な
る
。
Ｊ

Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
は
コ
ロ
ナ
前
は
、
Ｋ

Ｐ
Ｍ
Ｇ
や
Ｄ
Ｔ
Ｔ
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
支
援
を
得
て
印
刷
物
を

折
っ
て
も
ら
い
ラ
ベ
ル
を
貼
る

作
業
な
ど
し
て
、
ニ
ュ
ー
ス
レ

タ
ー
を
発
送
し
て
い
た
。
そ
の

郵
送
リ
ス
ト
全
体
の
数
は
個
人

が
１
５
８
０
人
ほ
ど
、
会
社
の

リ
ス
ト
は
１
８
０
０
ほ
ど
で
、

全
部
で
３
３
８
０
人
ほ
ど
に
上

る
。
た
だ
、
シ
ニ
ア
で
登
録
し

て
い
る
人
は
、
４
６
０
人
。
ま

た
、
昨
年
度
に
支
援
し
た
シ
ニ

ア
４
３
２
人
の
中
に
は
登
録
し

て
い
な
い
人
も
多
く
、
一
度
だ

け
の
コ
ン
タ
ク
ト
の
人
も
い
る

と
い
う
。
な
お
、
現
在
で
は
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
２
１
５
３
人
に

﹁
Ｅ
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
﹂
を
発

送
し
て
い
る
。

老後生活困窮の現実 日
米
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
社
会
福
祉
活
動

米
制
度
の
狭
間
か
ら
救
う

望月 JASSI 理事長

https://www
https://www
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp


大坪不動産

社長　大坪　賢次

 サン・ポップ・インターナショナル

  社長　      山本　正俊

 211 East 43rd Street, #1103, New York, NY 10017
Tel: 212-682-4393    E-mail: sunpop@att.net

 J.PRESS INC. / ONWARD USA LLC

  CEO　村上　潤

 8 West 38th Street, #200
New York, NY 10018

 造園設計施工　ZEN アソシエイツ

  社長　       阿部 紳一郎

 10 Micro Dr., Woburn, MA 01801
Tel: 781-932-3700    E-mail: sabe@zenassociates.com

 クリスタル ブルック ミュージック インターナショナル

  社長　          尾島　陽子

Tel: 631-476-8592
E-mail: cbmi@cbmi-li.com

www.cbmi-li.com

 ストーニー ブルック日本センター

  理事長　      尾島　巌
 State University of New York at Stony Brook

1123 Humanities Bldg., Stony Brook, NY 11794-5343
E-mail: iwao.ojima@stonybrook.edu

www.stonybrook.edu/commcms/japan/

(19  )　　 ［総　合］　　 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU 2022 年（令和 4 年）1 月1日（土）
　

旧
年
中
は
格
別
の
お
引
き
立

て
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
年
末
は

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
変
異
株
が

再
拡
大
を
す
る
な
ど
影
響
が
広

が
り
ま
し
た
が
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
も
進
み
明
る
い
兆
し
も
見
え

て
ま
い
り
ま
し
た
。
当
ス
キ
ン

ク
リ
ニ
ッ
ク
も
３
年
目
を
迎

え
、
今
年
も
皆
様
の
美
と
健
康

の
た
め
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
本
年
も
変
わ
ら
ぬ

ご
愛
顧
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。Skin 

deep N
Y

C

は
メ
デ
ィ
カ
ル

＆
ス
パ
。
医
師
免
許
を
持
っ
た

ド
ク
タ
ー
の
ラ
イ
セ
ン
ス
の
も

と
、﹁
医
療
機
器
﹂
と
﹁
医
薬
品
﹂

を
使
っ
た
、
安
全
で
即
効
性
の

あ
る
医
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と

と
も
に
、
非
日
常
な
空
間
で
リ

ラ
ッ
ク
ス
を
し
な
が
ら
施
術
を

受
け
ら
れ
る
ス
パ
の
要
素
を
取

り
入
れ
て
お
客
様
に
寛
ぎ
の
お

時
間
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
さ

て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
寒
い
冬

を
迎
え
、
お
肌
に
も
厳
し
い
季

節
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
肌
治
療
の
面
か
ら
は
冬
は

非
常
に
適
し
た
時
期
。
夏
と
比

べ
て
紫
外
線
が
少
な
い
冬
は
シ

ミ
、
美
白
の
治
療
に
適
し
た
季

節
で
す
。
特
に
顔
の
シ
ミ
取
り

レ
ー
ザ
ー
は
治
療
後
に
紫
外
線

の
ケ
ア
が
重
要
に
な
る
た
め
、

冬
の
間
に
施
術
す
る
事
が
非
常

に
大
切
で
す
。
お
勧
め
は
Ｉ
Ｐ

Ｌ
フ
ォ
ト
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
。
フ

ォ
ト
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
は
、
皮
膚

医
療
の
間
で
は
ゴ
ー
ル
ド
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
。
多
く
の
皮
膚
科
医

か
ら
も
支
持
さ
れ
て
い
る
ト
リ

ー
ト
メ
ン
ト
で
す
。
最
近
は
エ

ス
テ
サ
ロ
ン
で
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
医

療
フ
ォ
ト
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
と
の

違
い
は
レ
ー
ザ
ー
の
出
力
。
医

療
機
関
し
か
取
り
扱
う
こ
と

の
出
来
な
い
高
性
能
な
マ
シ
ン

を
使
用
す
る
た
め
メ
ラ
ニ
ン
色

素
に
対
し
て
高
い
効
果
を
発
揮

し
、
即
効
性
と
安
全
性
に
優
れ

て
い
ま
す
。
一
度
だ
け
で
も
頑

固
な
シ
ミ
が
薄
く
な
り
お
喜
び

の
声
を
い
た
だ
い
て
い
る
お
客

様
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ま

た
冬
と
い
え
ば
乾
燥
も
大
敵
で

す
。
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
乾

燥
肌
に
対
応
を
し
た
治
療
と
し

て
、
保
湿
に
特
化
し
た
有
効
成

分
を
肌
の
奥
深
く
に
直
接
浸
透

さ
せ
る
、
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
注
射

が
人
気
で
す
。
髪
の
毛
よ
り
も

細
い
針
を
使
っ
て
保
湿
成
分
を

均
等
に
行
き
渡
ら
せ
る
イ
ン
ジ

ェ
ク
シ
ョ
ン
治
療
は
、
日
本
や

韓
国
で
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。

同
時
に
高
濃
度
ビ
タ
ミ
ン
点
滴

な
ど
の
点
滴
治
療
を
行
え
ば
身

体
の
免
疫
を
上
げ
、
乾
燥
肌
も

改
善
し
て
い
き
ま
す
。
更
に
ク

リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
市
販
品
よ
り

も
美
白
成
分
や
保
湿
力
の
高
い

成
分
が
入
っ
た
ロ
ー
シ
ョ
ン
や

美
容
液
な
ど
の
医
療
機
関
専
売

コ
ス
メ
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す

の
で
、
治
療
に
加
え
、
こ
れ
ら

の
ド
ク
タ
ー
ズ
コ
ス
メ
で
効
果

的
な
ホ
ー
ム
ケ
ア
を
行
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　

私
は
美
容
の
お
仕
事
を
始
め

て
か
ら
今
ま
で
多
く
の
人
と
向

き
合
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中

で
確
信
し
た
こ
と
は
﹁
美
容
は

誰
に
で
も
パ
ワ
ー
を
与
え
て
く

れ
る
﹂
こ
と
。
外
見
と
心
は
繋

が
っ
て
い
ま
す
。
外
見
は
内
面

の
一
番
外
側
、
磨
け
ば
自
ず
と

心
も
輝
き
ま
す
。
自
分
自
身
を

輝
か
せ
る
こ
と
で
、
気
分
も
良

く
な
っ
て
メ
ン
タ
ル
も
安
定
し

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
自
己
肯
定

感
を
簡
単
に
あ
げ
る
に
は
﹁
髪

型
や
爪
を
整
え
る
﹂﹁
肌
の
お

手
入
れ
﹂
な
ど
、
人
の
目
線
に

止
ま
る
部
分
の
ケ
ア
が
と
て
も

効
果
的
。
煌
め
く
一
年
を
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

　

本
紙
で
お
馴
染
み
の
写
真

家
、
植
山
慎
太
郎
さ
ん
の

２
０
２
２
年
特
製
カ
レ
ン
ダ

ー
を
読
者
３
名
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
街
角
の
表
情
を
四
季
溢
れ

る
タ
ッ
チ
で
捉
え
た
珠
玉
の

12
枚
。
希
望
者
は
﹁
植
山
慎

太
郎
カ
レ
ン
ダ
ー
希
望
﹂
と

表
題
を
付
け
、
お
名
前
、
連

絡
先
︵
電
話
番
号
、
Ｅ
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
︶
を
Ｅ
メ
ー
ル

で
応
募
く
だ
さ
い
。
編
集
部

に
取
り
に
来
ら
れ
る
人
限
定

で
す
。
応
募
締
め
切
り
は
１

月
10
日
。
応
募
先
は

info@
nyseikatsu.com

美
容
は
パ
ワ
ー
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

外
見
は
磨
け
ば
輝
き
ま
す
！

植
山
慎
太
郎

カ
レ
ン
ダ
ー
を

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

12

　

名
取
由
稀
江

：

国
際
美

容
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
。
美

容

歴

30

年
。SK

IN
 D

EEP 
N

Y
C

美
容
皮
膚
科
、Y
ukie 

N
atori Salon &

 Spa 

オ
ー

ナ
ー
。
日
本
で
ネ
イ
ル
ス
ク

ー
ル
を
経
営
。
美
容
師
、
ネ

イ
リ
ス
ト
な
ど
の
資
格
も
持

ち
日
米
を
行
き
来
し
な
が
ら

ト
ー
タ
ル
な
美
の
情
報
を
発

mailto:sunpop@att.net
mailto:sabe@zenassociates.com
http://www.cbmi-li.com
mailto:iwao.ojima@stonybrook.edu
http://www.stonybrook.edu/commcms/japan/
mailto:cbmi@cbmi-li.com
mailto:info@nyseikatsu.com
mailto:info@nyseikatsu.com
mailto:info@nyseikatsu.com
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都
市
交
通
局
︵
Ｍ
Ｔ
Ａ
︶
は

12
月
22
日
、
58
年
間
走
行
し
続

け
て
き
た
地
下
鉄
Ｒ
32
型
車
両

が
現
役
を
引
退
す
る
こ
と
を
発

表
し
た
。
同
車
両
は
同
局
が

１
９
６
０
年
代
中
旬
に
導
入

し
、
乗
客
が
外
を
眺
め
ら
れ
る

前
方
窓
を
搭
載
し
た
車
両
は
、

同
車
両
を
最
後
に
も
は
や
生
産

さ
れ
て
い
な
い
。
﹁
ブ
ラ
イ
ト

ラ
イ
ナ
ー
ズ
﹂
と
呼
ば
れ
る
ほ

ど
光
沢
の
あ
る
ス
テ
ン
レ
ス
製

の
外
装
が
目
を
引
き
、映
画﹁
ジ

ョ
ー
カ
ー
﹂
や
﹁
ブ
リ
ッ
ジ
・

オ
ブ
・
ス
パ
イ
﹂、﹁
ス
パ
イ
ダ

ー
マ
ン
﹂な
ど
に
も
登
場
し
た
。 

　

同
車
両
の
引
退
を
祝
し
、
Ｍ

Ｔ
Ａ
は
Ｆ
、
Ｄ
、
Ｑ
番
線
で
最

後
の
運
行
を
行
う
。
日
程
は
次

の
通
り
。
１
月
２
日
は
、
Ｆ
線

の
２
番
街
駅
を
午
前
10
時
、
正

午
、
午
後
２
、
４
時
発
︵
Ｄ
線

　

Ｎ
Ｙ
公
立
図
書
館
︵
Ｎ
Ｙ
Ｐ

Ｌ
︶
は
、
２
０
２
１
年
に
最
も

貸
し
出
し
が
多
か
っ
た
作
品
リ

ス
ト
を
公
表
し
た
。印
刷
書
籍
、

デ
ジ
タ
ル
書
籍
、
オ
ー
デ
ィ
オ

書
籍
と
も
に
最
も
人
気
が
高
か

っ
た
３
作
品
は
、
バ
ラ
ク
・
オ

バ
マ
元
米
大
統
領
の
自
伝﹃
ア
・

プ
ロ
ミ
ス
ド
・
ラ
ン
ド
﹄︵
20

年
︶
、
１
人
は
白
人
社
会
、
１

人
は
黒
人
社
会
で
生
き
て
い
く

こ
と
を
決
め
た
一
卵
性
双
生
児

姉
妹
の
物
語
﹃
ザ
・
ヴ
ァ
ニ
ッ

シ
ン
グ
・
ハ
ー
フ
﹄︵
ブ
リ
ッ
ト
・

ベ
ネ
ッ
ト
著
、
20
年
︶、
そ
し

て
大
恐
慌
時
代
の
テ
キ
サ
ス
州

の
女
性
の
葛
藤
を
描
い
た﹃
ザ
・

フ
ォ
ー
・
ウ
ィ
ン
ズ
﹄︵
ク
リ

ス
テ
ィ
ン
・
ハ
ナ
ー
著
、
21
年
︶

だ
っ
た
。

　

同
結
果
に
つ
い
て
同
図
書
館

読
者
サ
ー
ビ
ス
副
部
長
の
リ

ン
・
ロ
バ
シ
ュ
氏
は
﹁
コ
ロ
ナ

禍
で
前
例
の
な
い
孤
独
感
を
抱

い
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
た
ち

は
、
小
説
か
ら
﹃
一
体
感
﹄
と

い
う
感
覚
を
切
望
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
愛
読
者
た
ち
は
多
様
で
も
、

深
い
愛
を
シ
ェ
ア
し
読
書
で
き

る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
る
﹂
と

話
し
て
い
る
。
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｌ
全
体

と
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
公
立
図
書
館

の
貸
し
出
し
１
位
は
﹃
ザ
・
ヴ

ァ
ニ
ッ
シ
ン
グ
・
ハ
ー
フ
﹄、

ク
イ
ー
ン
ズ
公
立
図
書
館
の
１

位
は
﹃
ザ
・
フ
ォ
ー
・
ウ
ィ
ン

ズ
﹄
だ
っ
た
。
そ
の
ほ
か
分
館

別
、
年
代
別
の
貸
し
出
し
ラ
ン

キ
ン
グ
上
位
10
位
の
詳
細
は
ウ

ェ
ブnypl.org

を
参
照
。

今
年
最
も
貸
し
出
さ
れ
た

書
籍
ラ
ン
キ
ン
グ
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﹁
２
０
２
１
年
は
ど

ん
な
年
だ
っ
た
か
﹂
こ

の
季
節
に
な
る
と
雑
誌

な
ど
マ
ス
コ
ミ
で
も
振

り
返
り
の
特
集
な
ど
が

増
え
ま
す
。
そ
し
て
、

ご
想
像
の
通
り
、
多
く

の
人
か
ら
出
て
く
る
の

は
﹁
コ
ロ
ナ
に
追
わ
れ

た
年
﹂
と
い
う
コ
メ
ン

ト
。そ
ん
な
中
で
も﹁
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
感
動

し
た
﹂﹁
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
も
良
か
っ
た
﹂
な

ど
明
る
い
話
題
も
出
て

き
ま
す
。
み
な
さ
ん
に

と
っ
て
、
ど
ん
な
年
で

し
た
か
？

   

わ
た
し
は
衆
議
院
議

員
選
挙
を
経
験
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
結
果
は
出

せ
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
お
か
げ

で
今
ま
で
出
会
っ
た
こ
と
も
な

い
人
と
た
く
さ
ん
出
会
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
政
治
を
志

す
多
く
の
若
い
人
た
ち
と
も
出

会
い
ま
し
た
。﹁
こ
ん
な
に
ま

じ
め
に
政
治
と
向
か
い
合
っ
て

い
る
若
い
人
た
ち
が
い
る
ん

だ
﹂
と
い
う
こ
と
に
も
感
動
。

﹁
日
本
も
捨
て
た
も
ん
じ
ゃ
な

い
な
あ
﹂
と
感
じ
る
こ
と
も
い

っ
ぱ
い
あ
り
ま
し
た
。
一
方

で
、
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、
今
の

政
治
と
生
活
者
が
か
け
離
れ
て

い
る
こ
と
も
実
感
。﹁
や
っ
ぱ

り
、
ま
だ
ま
だ
現
場
を
伝
え
た

い
。
わ
た
し
が
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

る
﹂
そ
ん
な
思
い
も
い
っ
ぱ
い

出
て
き
ま
し
た
。

　

２
０
２
２
年
、
わ
く
わ
く
す

る
年
に
し
た
い
。
明
る
い
未
来

を
築
け
る
年
に
し
た
い
。
そ
の

た
め
に
も
、
未
来
に
向
か
っ
て

何
が
で
き
る
か
考
え
る
こ
と
も

し
っ
か
り
や
り
た
い
で
す
。
大

谷
由
里
子
：
１
９
６
３
年
、
奈

良
県
生
ま
れ
。
吉
本
興
業
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
を
経
て
、
人
材
活
性

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。﹁
笑
い
﹂

を
取
り
入
れ
た
人
材
育
成
が
話

題
に
。
著
書
に
﹁
元
気
セ
ラ
ピ

ー
︵
Ｋ
Ｋ
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
ズ
︶﹂

﹁
は
じ
め
て
講
師
を
頼
ま
れ
た

ら
読
む
本
︵
中
経
出
版
︶﹂
な

ど
多
数
。

２０２１年を振り返って

の
１
４
５
丁
目
駅
ま
で
エ
ク
ス

プ
レ
ス
全
駅
停
車
︶、
Ｄ
番
線

の
１
４
５
丁
目
駅
を
午
前
11

時
、
午
後
１
、３
、５
時
発
︵
Ｆ

線
の
２
番
街
駅
ま
で
エ
ク
ス
プ

レ
ス
全
駅
停
車
︶。
１
月
９
日

は
、
１
９
６
４
年
当
初
の
Ｑ
線

の
路
線
を
走
行
す
る
。
Ｑ
線
の

ブ
ラ
イ
ト
ン
ビ
ー
チ
駅
を
午
前

10
時
、
12
時
30
分
、
午
後
３
時
、

５
時
30
分
発︵
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
・

ブ
リ
ッ
ジ
経
由
で
96
丁
目
駅
ま

で
︶、
96
丁
目
駅
を
午
前
11
時
、

午
後
１
時
30
分
、
４
時
、
６
時

30
分
発
︵
同
経
由
で
ブ
ラ
イ
ト

ン
・
ビ
ー
チ
駅
ま
で
︶。 

 60年代の
地下鉄車両

最
後
の
乗
車
チ
ャ
ン
ス 

http://www.Safeco.NYC
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http://www.jartists-ny.org
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年
金
相
談
室

海外年金相談センター

市川俊治
http://nenkinichikawa.org

質問は

E-Mail:shunjiichikawa@gmail.com
TEL&FAX 03-3226-3240

年
金　

人
生
の
リ
ス
ク
に
備
え
る
総
合
保
険

　

新
年
に
あ
た
り
年
金
の
持
つ

重
要
性
を
皆
様
に
認
識
し
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
年
金
は

﹁
人
生
の
重
大
な
リ
ス
ク
に
備

え
る
相
互
扶
助
の
総
合
保
険
﹂

で
す
。
重
大
な
リ
ス
ク
と
は
、

①
長
生
き
リ
ス
ク
で
、
年
金
は

死
ぬ
ま
で
も
ら
え
る
﹁
終
身
給

付
﹂
で
す
。
②
病
気
や
ケ
ガ
で

障
害
が
残
っ
た
場
合
、
そ
の
程

度
に
よ
り
障
害
年
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。
③
死
亡
し
た
場

合
、
妻
や
子
供
に
遺
族
年
金
が

支
払
わ
れ
ま
す
。
年
金
は
、
こ

れ
ら
の
リ
ス
ク
に
備
え
る
た
め

に
毎
月
保
険
料
を
納
め
て
、
年

金
額
を
増
や
し
て
い
く
と
い
う

自
分
で
作
り
上
げ
て
い
く
も
の

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
年
金
の

制
度
に
つ
い
て
理
解
し
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
特
に
50
代

に
な
っ
た
ら
日
米
の
年
金
制
度

の
知
識
と
理
解
を
深
め
、
リ
タ

イ
ア
メ
ン
ト
プ
ラ
ン
を
練
っ
て

行
か
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。
で
は
具
体
的
に
ご
説
明
し

ま
す
。

︵
１
︶
日
米
の
年
金
制
度
の
概

要
比
較　

①
給
付
財
源　

日
本
：
社
会
保

険
方
式
︵
保
険
料
拠
出
︶
、
米

国
：
税
方
式
︵
租
税
︶

②
制
度
の
種
類　

日
本
：
厚
生

年
金
︵
共
済
︶
国
民
年
金
、
米

国
：Social Security 

③
受
給
資
格　

日
本
：
加
入

10
年
以
上
︵
遺
族
年
金
25
年

以
上
︶
、
米
国
：
40
ク
レ
ジ
ッ

ト
︵
約
10
年)

。
受
給
資
格
期

間
＝
保
険
料
納
付
期
間
＋
カ
ラ

期
間
︵
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
日

本
国
籍
で
海
外
に
在
住
し
た
期

間
︶
＋
米
国
年
金
加
入
期
間
︵
除

く
重
複
期
間
︶
で
す
。
で
す
か

ら
短
期
間
で
も
日
本
の
年
金
加

入
期
間
が
あ
れ
ば
大
半
の
方

が
、
日
本
の
年
金
を
実
際
に
保

険
料
を
支
払
っ
た
期
間
に
比
例

し
て
受
給
で
き
ま
す
。

④
支
給
開
始
年
齢　

日
本
：
65

歳
︵
た
だ
し
、
生
年
月
日
が
男

性
で
昭
和
36
年
女
性
で
昭
和
41

年
以
前
の
方
は
60
歳
以
降
か
ら

支
給
さ
れ
ま
す
︶
米
国
：
生

年
月
日
が
１
９
５
４
年
以
前

は
66
歳
か
ら
、
１
９
５
５
〜

１
９
５
９
年
は
66
歳
＋
偶
数

月
、
１
９
６
０
年
以
降
の
場
合

は
67
歳
か
ら
で
す
。

︵
２
︶
日
米
社
会
保
障
協
定
の

活
用
︵
通
算
︶　

　

具
体
的
活
用
方
法
で
す
が
、

①
日
米
の
年
金
制
度
で
、
受
給

資
格
を
ク
リ
ア
ー
す
る
た
め
の

加
入
期
間
が
不
足
す
る
場
合
、

受
給
資
格
算
定
上
日
米
い
ず
れ

か
の
加
入
期
間
を
通
算
す
る
こ

と
が
出
来
ま
す

②
日
本
の
遺
族
年
金
の
受
給
資

格
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
25
年

以
上
の
加
入
期
間
が
必
要
で
す

が
、
米
国
年
金
の
加
入
期
間
を

加
算
す
る
こ
と
に
よ
り
25
年
以

上
と
な
れ
ば
、
遺
族
年
金
の
受

給
資
格
を
獲
得
で
き
ま
す
。
日

本
で
も
働
か
れ
て
い
た
ご
主
人

が
米
国
で
亡
く
な
ら
れ
た
場

合
、
日
本
の
年
金
加
入
期
間
が

少
な
か
っ
た
の
で
日
本
の
年
金

申
請
を
諦
め
て
い
た
方
の
場
合

も
、
米
国
年
金
加
入
期
間
を
加

算
し
て
日
本
の
遺
族
年
金
を
受

給
出
来
ま
す

③
ま
た
加
給
年
金
︵
家
族
年

金
︶
の
受
給
資
格
は
厚
生
年
金

加
入
期
間
20
年
以
上
が
条
件
で

す
が
、
こ
の
期
間
の
計
算
上
も

米
国
年
金
加
入
期
間
を
加
算
す

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
加
給

年
金
額
は
生
年
月
日
が
昭
和

18
年
4
月
2
日
以
降
の
場
合

39
万
１
０
０
円
で
す
か
ら
、
決

し
て
見
落
と
す
わ
け
に
は
い
き

ま
せ
ん
。
通
算
の
意
味
は
、
受

給
資
格
を
ク
リ
ア
ー
す
る
た
め

に
相
手
国
の
年
金
加
入
期
間
を

み
な
し
加
算
す
る
こ
と
が
出
来

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
場

合
の
年
金
額
は
あ
く
ま
で
も
実

際
の
加
入
期
間
相
当
と
な
り
ま

す
。
日
米
の
年
金
制
度
は
そ
れ

ぞ
れ
基
本
独
立
し
た
も
の
で

す
。
申
請
手
続
き
も
別
々
に
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
通
算
と

は
日
米
の
年
金
を
一
つ
に
合
算

す
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

︵

３
︶

繰

り

下

げ

選

択

︵
２
０
２
２
年
4
月
日
本
の
年

金
制
度
変
更
︶

　

高
齢
化
を
背
景
に
年
金
制
度

の
変
更
に
も
注
意
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

原
則
65
歳
に
受
給
開
始
さ
れ

る
日
本
の
年
金
は
２
０
２
２
年

4
月
以
降
、
現
行
の
70
歳
か
ら

75
歳
ま
で
繰
り
下
げ
を
延
長
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
1
か

月
繰
り
下
げ
る
ご
と
に
０
・
７

％
増
額
さ
れ
る
の
は
現
行
通
り

で
す
。
75
歳
ま
で
繰
り
下
げ
る

と
84
％
増
え
た
金
額
が
終
身
受

け
取
れ
ま
す
。

︵
４
︶
Ｗ
Ｅ
Ｐ
に
よ
る
米
国
年

金
の
減
額

　

日
本
の
年
金
と
米
国
の
年
金

を
同
時
に
受
給
す
る
と
、
米
国

年
金
の
一
部
が
減
額
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
Ｓ
Ｓ

Ａ
が
規
定
す
る
Ｗ
Ｅ
Ｐ
に
よ
る

も
の
で
す
。
こ
の
対
策
の
一
つ

はSubstantial E
arnings

で
20
年
以
上SStax

を
支
払

う
こ
と
で
す
。
紙
面
の
制
約
上

Ｗ
Ｅ
Ｐ
の
詳
細
は
私
の
Ｈ
Ｐ
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

国
土
安
全
保
障
省
︵
Ｄ
Ｈ
Ｓ
︶

は
２
０
２
１
年
11
月
8
日
よ

り
、
米
国
疾
病
管
理
予
防
セ
ン

タ
ー
︵
Ｃ
Ｄ
Ｃ
︶
に
よ
っ
て
承

認
さ
れ
たC

O
V

ID
-19

ワ
ク

チ

ン
︵Janssen/Johnson 

&
am

p; Johnson

、Pfizer-
B

ioN
T

ech

、M
od

ern
a

、

A
s

t
r

a
Z

e
n

e
c

a

、

C
o

v
is

h
ie

ld

、B
IB

P
/

Sinopharm

、Sinovac

︶
を

完
全
に
接
種
し
て
い
る
場
合
に

限
り
、
外
国
籍
の
人
が
﹁
不
要
・

不
急
な
旅
行
﹂
の
た
め
に
カ
ナ

ダ
や
メ
キ
シ
コ
の
陸
路
国
境
や

フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
経
由

し
て
米
国
に
入
国
す
る
こ
と
を

認
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
な

お
、
米
国
の
永
住
権
︵
グ
リ
ー

ン
カ
ー
ド
︶
保
持
者
及
び
米
国

れ
は
あ
く
ま
で
も
現
状
の
コ
ロ

ナ
渦
の
状
況
に
基
づ
い
た
一
時

的
な
政
策
と
な
っ
て
お
り
、
来

年
の
状
況
に
よ
り
、
Ｄ
Ｈ
Ｓ
に

よ
り
新
た
な
政
策
等
が
発
表
さ

れ
る
可
能
性
も
十
分
あ
り
え
ま

す
。

　

Ｄ
Ｈ
Ｓ
に
よ
れ
ば
、
22
年
1

月
中
に
、
出
張
や
就
労
目
的
で

陸
路
に
て
渡
米
す
る
外
国
籍
の

人
に
も
、
感
染
拡
大
を
予
防
対

策
と
し
て
、
国
境
で
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
義
務
を
拡
大
す
る
予

定
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
出
張

や
就
労
な
ど
と
い
っ
た
必
須
の

目
的
で
陸
路
国
境
や
フ
ェ
リ
ー

で
米
国
に
入
国
し
よ
う
と
す
る

外
国
籍
の
人
は
、
入
国
の
た
め

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

　

Ｄ
Ｈ
Ｓ
が
国
境
旅
行
政
策
で

認
め
ら
れ
て
い
る
ワ
ク
チ
ン
と

接
種
証
明
書
類
の
要
件
は
、
次

の
通
り
。

◇ 
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
で
認
め

ら
れ
て
い
る
の
は
、
上
記
に

も
記
載
の
通
り
、Janssen/

Joh
n

son
 &

 Joh
n

son

、

P
fiz

e
r-B

io
N

T
e

c
h

、

M
oderna

、A
straZeneca

、

C
o

v
is

h
ie

ld

、B
IB

P
/

Sinopharm

、Sinovac
と

な
り
ま
す
。

◇ 

ワ
ク
チ
ン
の
最
終
接
種
か

ら
14
日
以
上
経
過
し
た
場
合
の

み
、﹁
ワ
ク
チ
ン
の
完
全
接
種

者
﹂
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

◇ 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
用
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
証
明
に
は
、
Ｃ
Ｄ

Ｃ
の
基
準
に
基
づ
き
、
必
要
な

個
人
情
報
と
ワ
ク
チ
ン
情
報
が

記
録
さ
れ
て
い
れ
ば
、
検
証
可

能
な
紙
の
記
録
で
も
、
検
証
不

可
能
な
デ
ジ
タ
ル
記
録
も
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
証
明
と
し
て
用
い

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

︵
デ
ー
ビ
ッ
ド
・
シ
ン
デ
ル
／

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
弁
護
士
︶

市
民
は
、
陸
路
・
フ
ェ
リ
ー
で

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
対
象
外
と

な
り
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
い
な

い
外
国
籍
の
人
は
、
少
な
く
と

も
22
年
1
月
21
日
ま
で
、
不
要

不
急
の
陸
路
で
の
渡
米
は
禁

じ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

た
だ
し
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
状
況
の
変
化

に
よ
り
、
当
入
国
制
限
の
期
限

が
長
引
く
可
能
性
も
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
予
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
18
歳
未
満
の
子
供
に
つ
い

て
は
、
11
月
8
日
以
降
、
必
要

不
可
欠
な
渡
航
を
開
始
す
る
た

め
に
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
無
論
、
こ

国
土
安
全
保
障
省
に
よ
る

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
用
ワ
ク
チ
ン
と

陸
路
国
境
を
越
え
る
渡
航
許
可

http://www.tic-nyc.com
http://www.momotaro.us
mailto:info@onishigallery.com
http://www.nowhere-nyc.com
mailto:info@nowhere-nyc.com
http://nenkinichikawa.org
mailto:E-Mail:shunjiichikawa@gmail.com
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
発
生
の
報
を
受
け

て
、
岸
田
政
権
は
﹁
水
際
対

策
﹂
を
徹
底
し
て
い
る
。
つ
ま

り
、
外
国
人
の
入
国
は
原
則
的

に
全
面
禁
止
と
な
る
一
方
で
、

多
く
の
国
と
地
域
か
ら
の
入
国

者
は
、
邦
人
で
あ
っ
て
も
３
日

か
ら
９
日
の
ホ
テ
ル
等
へ
の
強

制
隔
離
を
含
む
14
日
間
の
自
主

隔
離
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。
日

本
の
国
境
が
事
実
上
﹁
突
然
閉

鎖
﹂
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、
背
景

に
は
、
国
内
の
一
部
の
世
論
が

﹁
島
国
の
特
質
を
生
か
し
た
水

際
作
戦
﹂
を
強
く
要
求
し
て
き

た
こ
と
が
あ
る
。

　

岸
田
政
権
は
前
政
権
の
教
訓

を
踏
ま
え
て
、
政
権
浮
揚
の
た

め
に
迅
速
な
対
応
に
走
っ
た
わ

け
で
あ
る
。
そ
う
と
は
言
え
、

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
、
強
力
な
伝

染
性
と
共
に
強
毒
性
を
有
し
て

い
た
可
能
性
は
当
初
に
は
否
定

で
き
な
か
っ
た
わ
け
で
、
政
権

の
対
応
を
一
概
に
不
当
だ
と
す

る
こ
と
は
難
し
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
ろ
そ
ろ

丸
２
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
期
間
を
通
じ

て
、
日
本
の
国
境
が
事
実
上
閉

ざ
さ
れ
て
き
た
こ
と
の
影
響
は

大
き
い
。
具
体
的
に
は
、
国
境

の
内
側
と
外
側
で
﹁
２
つ
の
日

本
﹂
の
分
断
が
進
ん
で
い
る
。

　

国
境
の
内
側
で
は
、
ほ
ぼ

１
０
０
％
の
人
が
マ
ス
ク
を
し

て
い
る
。
屋
外
で
周
囲
に
人
が

い
な
く
て
も
外
す
の
は
タ
ブ
ー

だ
。
そ
の
代
わ
り
、
在
宅
勤
務

は
削
減
さ
れ
満
員
電
車
で
の
通

勤
が
復
活
、
上
司
の
権
力
欲
を

満
足
さ
せ
る
た
め
の
古
風
な
忘

年
会
も
廃
止
で
き
な
い
。
職
場

で
は
、
相
変
わ
ら
ず
紙
と
ハ
ン

コ
と
日
本
語
、
そ
し
て
対
面
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
非
効
率

な
業
務
が
続
い
て
い
る
。
そ
の

一
方
で
、
若
年
層
の
賃
金
は
限

界
ま
で
抑
制
さ
れ
て
お
り
、
結

婚
も
出
産
も
諦
め
る
人
が
多

く
、
非
婚
少
子
化
と
超
高
齢
化

が
進
行
し
て
い
る
。

　

訪
日
外
国
人
が
ゼ
ロ
と
な
る

中
で
は
、
観
光
業
は
壊
滅
的
で

あ
り
地
方
経
済
は
危
機
に
瀕
し

て
い
る
。
そ
ん
な
中
で
、
分
配

の
拡
大
が
叫
ば
れ
、
社
会
主
義

的
な
言
動
が
広
ま
っ
て
い
る

が
、
反
対
に
自
己
責
任
論
も
根

強
く
世
相
は
荒
れ
て
い
る
。
唯

一
の
救
い
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
が
収
ま
っ
て
い
る
こ
と
だ

が
、
そ
の
た
め
に
新
た
な
変
異

株
や
﹁
第
六
波
﹂
へ
の
恐
怖
感

は
強
く
、
国
境
閉
鎖
政
策
に
は

強
い
支
持
が
あ
る
。
こ
れ
が
日

本
の
国
境
の
内
側
だ
。

　

一
方
で
、国
境
の
外
側
の﹁
日

本
﹂
は
全
く
違
う
。
自
動
車
産

業
を
は
じ
め
と
し
て
、
日
本
の

多
国
籍
企
業
は
そ
の
収
益
の
ほ

と
ん
ど
を
海
外
で
稼
ぐ
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、

例
え
ば
北
米
や
欧
州
、
そ
し
て

中
国
で
は
日
系
企
業
が
稼
ぐ
巨

大
な
経
済
が
回
っ
て
い
る
。
90

年
代
ま
で
は
、
そ
う
し
た
企
業

で
は
日
本
の
技
術
支
援
が
生
命

線
で
あ
り
、
多
数
の
出
張
者
が

世
界
を
行
き
来
し
て
い
た
。

　

だ
が
、
今
は
違
う
。
ノ
ウ
ハ

ウ
の
ほ
と
ん
ど
は
国
外
移
転
し

て
い
る
ば
か
り
か
、
先
端
技
術

に
関
し
て
は
研
究
開
発
や
デ
ザ

イ
ン
の
機
能
ま
で
が
国
外
と
な

っ
て
い
る
。
国
境
が
閉
鎖
さ
れ

て
も
日
本
発
の
多
国
籍
企
業
が

大
き
な
痛
手
を
受
け
な
か
っ
た

の
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
が
得

意
だ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
。
そ

も
そ
も
海
外
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
が
資
金
的
に
も
、
技
術
的
に

も
、
そ
し
て
人
材
と
い
う
面
で

も
自
立
し
て
い
る
か
ら
だ
。
こ

の
間
の
国
境
閉
鎖
は
そ
の
こ
と

を
明
ら
か
に
し
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
﹁
２
つ
の
日
本
﹂
の
分

断
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
歪
み
を
生

ん
で
い
る
。
例
え
ば
、
日
本
国

内
の
格
差
の
問
題
が
あ
る
。
海

外
比
率
の
大
き
い
多
国
籍
企
業

は
、
ド
ル
で
確
定
す
る
利
益
や

株
価
が
円
安
で
は
膨
張
し
て
見

え
る
中
で
好
業
績
を
誇
っ
て
い

る
。金
融
や
テ
ッ
ク
関
連
で
は
、

国
際
労
働
市
場
に
見
合
っ
た
年

収
10
万
ド
ル
の
初
任
給
と
い
う

話
も
あ
る
よ
う
だ
。
一
方
で
、

国
境
に
完
全
に
縛
ら
れ
た
サ
ー

ビ
ス
業
な
ど
内
需
関
連
で
は
、

正
社
員
で
も
年
収
３
０
０
万
と

い
う
中
で
貧
困
が
深
刻
化
し
て

い
る
。

　

２
０
２
１
年
に
関
し
て
い
え

ば
、
日
本
発
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と

し
て
﹃
鬼
滅
の
刃
﹄
や
﹁
あ
つ

森
﹂
な
ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ
が
世

界
で
大
き
な
ヒ
ッ
ト
を
飛
ば
し

た
。
だ
が
、
そ
う
し
た
収
益
は

国
外
で
回
っ
た
り
、﹁
中
抜
き
﹂

さ
れ
た
り
し
て
日
本
国
内
の
制

作
現
場
へ
の
分
配
は
決
し
て
多

く
は
な
い
と
い
う
。

　

２
０
２
２
年
も
残
念
な
が
ら

こ
う
し
た
﹁
分
断
﹂
は
続
く
で

あ
ろ
う
。
仮
に
コ
ロ
ナ
禍
が
鎮

静
化
す
れ
ば
、
猛
烈
な
勢
い
で

外
国
人
観
光
客
が
日
本
に
殺
到

す
る
だ
ろ
う
し
、
日
本
人
は
鎖

国
の
こ
と
は
サ
ッ
サ
と
忘
れ
て

﹁
お
も
て
な
し
﹂
に
必
死
に
な

る
だ
ろ
う
。
だ
が
日
本
式
の
利

幅
の
薄
い
経
営
が
続
く
限
り
、

そ
の
﹁
お
も
て
な
し
﹂
は
低
賃

金
と
長
時
間
労
働
に
支
え
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
で
は
な

く
て
、
日
本
国
内
の
生
産
性
が

上
が
り
、
一
人
ひ
と
り
が
創
出

す
る
付
加
価
値
が
拡
大
し
、
そ

の
報
酬
が
個
人
の
購
買
力
を
高

め
て
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
拡
大
す
る
よ
う

に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

そ
の
た
め
に
も
次
に
国
境
が

開
い
た
際
に
は
、﹁
国
境
の
外
﹂

の
収
益
と
情
報
が
、
日
本
国
内

に
し
っ
か
り
と
還
流
す
る
必
要

が
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
発

生
し
た
﹁
２
つ
の
日
本
﹂
の
分

断
の
克
服
は
急
務
で
あ
る
。

︵
れ
い
ぜ
い
・
あ
き
ひ
こ
／
作

家
・
プ
リ
ン
ス
ト
ン
在
住
︶

閉
ざ
さ
れ
る
国
境
、
分
断
進
む
２
つ
の
日
本

あ
め
り
か
時
評

閑
話
休
題

冷
泉
彰
彦

　

令
和
３
年
度
外
務
大
臣
表
彰

受
賞
者
で
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

育
英
学
園
理
事
長
／
学
園
長
へ

の
表
彰
状
の
伝
達
式
が
15
日
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
、
山
野

内
勘
二
大
使
公
邸
で
行
わ
れ

た
。
外
務
大
臣
表
彰
は
諸
外
国

と
の
友
好
親
善
関
係
の
増
進
に

多
大
な
貢
献
を
す
る
な
か
で
、

特
に
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
個

人
及
び
団
体
の
功
績
を
称
え
、

活
動
に
対
す
る
一
層
の
理
解
と

支
持
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

岡
本
氏
は
、
１
９
７
９
年
に

設
立
さ
れ
た
米
国
東
海
岸
で
唯

一
の
全
日
制
幼
小
一
貫
教
育
機

関
で
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英

学
園
の
学
園
長
／
理
事
長
と
し

て
運
営
を
担
っ
て
い
る
。
同
学

園
は
英
語
教
育
も
重
視
し
つ

つ
、
文
科
省
の
幼
稚
園
教
育
要

領
及
び
小
学
校
学
習
指
導
要

領
に
準
拠
し
た
教
育
を
行
い
、

４
０
０
０
人
以
上
の
卒
園
・
卒

業
生
を
輩
出
、
ま
た
日
本
語
補

習
校
等
も
運
営
し
て
い
る
。
岡

本
氏
の
指
導
の
下
、
同
学
園
は

多
様
化
す
る
教
育
ニ
ー
ズ
に
応

え
な
が
ら
地
域
に
根
ざ
し
た
教

育
機
関
と
し
て
海
外
子
女
教
育

の
推
進
に
長
年
に
わ
た
り
貢
献

し
て
い
る
。

　

当
日
は
、
創
立
当
初
か
ら
長

年
学
園
の
理
事
を
勤
め
た
大
橋

イ
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
ト
の
大
橋

渉
さ
ん
が
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で

の
学
校
創
設
時
に
子
供
を
肩
車

を
し
て
通
学
し
た
思
い
出
を
語

り
、
非
営
利
団
体
と
し
て
の
手

続
き
を
丹
羽
美
代
子
初
代
学
園

長
に
勧
め
た
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

な
ど
を
紹
介
、﹁
今
日
ま
で
大

変
な
時
代
を
乗
り
越
え
な
が
ら

も
学
校
を
潰
さ
な
い
で
く
れ
て

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
﹂
と
涙
ぐ
み
な
が
ら
感
謝

の
言
葉
を
述
べ
た
。会
場
に
は
、

伊
藤
迪
子
弁
護
士
、
西
谷
尚

武
・
徳
島
県
人
会
会
長
、
同
学

園
・
上
妻
雅
浩
氏
ら
現
理
事
の

ほ
か
、
パ
ッ
ト
・
キ
ニ
ー
さ
ん
、

静
子
バ
ー
ン
ズ
さ
ん
、
サ
ン
ラ

イ
ズ
・
マ
ー
ト
社
長
の
好
田
忠

夫
氏
、
拓
矢
、
絵
里
奈
さ
ん
、

青
山
学
院
大
学
教
授
の
福
岡
伸

一
博
士
夫
妻
。
元
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
美
術
館
学
芸
員
の
土
肥
信

一
富
山
県
人
会
会
長
ら
40
人
余

り
が
お
祝
い
駆
け
つ
け
た
。

　

岡
本
さ
ん
の
話
﹁
１
９
７
９

年
に
故
丹
羽
美
代
子
初
代
学
園

外
務
大
臣
表
彰
を
伝
達

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
岡
本
さ
ん

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警
の
ト
ッ

プ
を
務
め
る
本
部
長
に
キ
ー
シ

ャ
ン
ト
・
ス
ー
エ
ル
氏
︵
49
︶

＝
写
真
＝
が
１
月
１
日
よ
り
就

任
す
る
。
エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム

ズ
市
長
が
12
月
15
日
に
任
命
。

１
７
６
年
の
歴
史
を
持
つ
Ｎ
Ｙ

Ｎ
Ｙ
市
警
ト
ッ
プ
に
女
性

本
部
長
に
ス
ー
エ
ル
氏

市
警
で
、
黒
人
と
し
て
は
３
人

目
、
女
性
と
し
て
は
初
の
本
部

長
で
、
約
３
万
５
０
０
０
人
の

警
官
と
１
万
８
０
０
０
人
の
職

員
か
ら
な
る
全
米
最
大
規
模
の

警
察
組
織
を
率
い
る
。

　

ス
ー
エ
ル
氏
は
１
９
７
２
年

４
月
２
日
、
ク
イ
ー
ン
ズ
の
ロ

ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
ー
で

生
ま
れ
た
。
そ
の
後
も
ク
イ
ー

ン
ズ
の
コ
ロ
ナ
や
ジ
ャ
マ
イ
カ

で
育
っ
た
。
１
９
９
７
年
10

月
、
ナ
ッ
ソ
ー
郡
警
察
第
五
分

署
に
配
属
さ
れ
る
警
察
官
に
。

２
０
０
８
年
に
は
Ｆ
Ｂ
Ｉ
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
に
参
加
し

訓
練
を
受
け
た
。職
業
基
準
局
、

内
務
、
郡
の
主
任
人
質
交
渉

官
な
ど
様
々
な
任
務
を
歴
任
。

２
０
２
０
年
９
月
に
刑
事
部
長

に
昇
進
し
、
合
計
約
３
５
０
人

の
ス
タ
ッ
フ
を
指
揮
。
こ
う
し

た
経
歴
を
元
警
察
官
で
も
あ
る

ア
ダ
ム
ズ
市
長
か
ら
評
価
さ
れ

た
。
こ
の
ほ
か
ア
ダ
ム
ス
次
期

長
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
ジ
ャ

パ
ニ
ー
ズ
チ
ル
ド
レ
ン
ズ
ソ
サ

エ
テ
ィ
。
そ
の
業
績
を
引
き
継

ぎ
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て

40
年
間
、
学
園
を
運
営
し
て
参

り
ま
し
た
。
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
に

は
ま
ず
母
国
語
教
育
。
幼
児
部

小
学
部
の
重
要
性
は
言
を
俟
ち

ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
学
園
の

教
職
員
一
同
と
共
に
効
率
良
く

学
べ
る
メ
ソ
ッ
ド
作
り
に
努
め

て
参
り
ま
す
﹂。

市
長
は
12
月
20
日
、
１
月
１
日

の
就
任
に
向
け
、
第
一
副
市
長

に
、
同
市
学
校
建
設
局
長
を
務

め
る
ロ
レ
ー
ヌ
・
グ
リ
ロ
氏
、

運
営
担
当
副
市
長
に
は
米
運
輸

省
行
政
官
と
し
て
同
市
タ
ク
シ

ー
＆
リ
ム
ジ
ン
委
員
会
を
率
い

た
ミ
ー
ラ
・
ジ
ョ
シ
ー
氏
な
ど

新
同
市
政
の
上
層
部
に
５
人
の

女
性
を
続
々
と
任
命
し
た
。

　
山
野
内
大
使
︵
右
︶
か
ら
外
務
大

臣
表
彰
の
表
彰
状
を
手
渡
さ
れ
る
岡

本
さ
ん
︵
12
月
15
日
夕
、
Ｎ
Ｙ
総
領
事
・

大
使
公
邸
で
︶

http://www.nyseikatsu.com
http://www.919usa.com
http://www.swlgpc.com/jp/
http://nsdintl.com/
mailto:kkatonyc@earthlink.net
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ラ
ジ
オ
シ
テ
ィ
・
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
ホ
ー
ル
で
11
月
上
旬
か
ら

開
催
さ
れ
て
い
た
﹁
ク
リ
ス
マ

ス
・
ス
ペ
ク
タ
キ
ュ
ラ
ー
﹂
が

12
月
18
日
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
公

演
を
中
止
す
る
と
発
表
し
た
。　

　

３
Ｄ
デ
ジ
タ
ル
映
像
を
多
用

し
た
舞
台
で
華
や
か
な
衣
装
を

ま
と
っ
た
女
性
ダ
ン
サ
ー
の
ロ

ケ
ッ
ツ
が
魅
せ
る
ラ
イ
ン
ダ
ン

ス
が
有
名
な
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン
を
代
表

す
る
シ
ョ
ー
。
２
年
ぶ
り
に
開

催
さ
れ
て
い
た
が
12
月
17
日
、

ス
タ
ッ
フ
に
新
型
コ
ロ
ナ
の
ブ

レ
ー
ク
ス
ル
ー
感
染
が
確
認
さ

れ
た
た
め
当
日
開
催
予
定
だ
っ

た
４
公
演
を
キ
ャ
ン
セ
ル
し

ク
リ
ス
マ
ス
・
年
始
閉
鎖

ラ
ジ
オ
シ
テ
ィ
の
看
板
公
演

た
。
そ
の
翌
日
、
市
内
で
の
感

染
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
を
理

由
に
前
々
日
の
公
演
を
も
っ
て

今
シ
ー
ズ
ン
の
す
べ
て
の
公
演

を
中
止
す
る
と
発
表
し
た
。

　

公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で

は
﹁
７
週
間
に
わ
た
り
１
０
０

公
演
以
上
を
行
っ
て
こ
れ
た

こ
と
を
誇
り
に
思
い
、
ま
た

２
０
２
２
年
シ
ー
ズ
ン
に
フ
ァ

ン
に
会
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
﹂
と
投
稿
。
上
演
予

定
だ
っ
た
１
月
２
日
ま
で
の
チ

ケ
ッ
ト
は
全
額
返
金
さ
れ
る
。

　

１
月
の
テ
レ
ビ
ジ
ャ
パ
ン
は

大
河
ド
ラ
マ﹁
鎌
倉
殿
の
13
人
﹂

が
9
日(

日
︶
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
。
三
谷
幸
喜
作
、
小
栗
旬

主
演
で
、
北
条
義
時
が
武
士
の

頂
点
に
上
り
つ
め
て
い
く
姿
を

描
く
。
ま
た
、
菅
田
将
暉
主
演

の
新
感
覚
ミ
ス
テ
リ
ー
﹁
ミ
ス

テ
リ
ー
と
言
う
勿
れ
﹂、
高
畑

充
希
が
社
長
役
に
挑
む
﹁
ム
チ

ャ
ブ
リ
！
わ
た
し
が
社
長
に
な

る
な
ん
て
﹂、
江
戸
時
代
の
長

崎
が
舞
台
の
時
代
ド
ラ
マ
﹁
わ

げ
も
ん
〜
長
崎
通
訳
異
聞
〜
﹂

の
ほ
か
、
ド
ラ
マ
10
﹁
し
も
べ

え
﹂、
時
代
劇
﹁
小
吉
の
女
房

２
﹂、
よ
る
ド
ラ
﹁
恋
せ
ぬ
ふ

た
り
﹂な
ど
、新
ド
ラ
マ
が
続
々

と
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　

映
画
は
、
中
井
貴
一
と
阿
部

寛
共
演
の
時
代
劇
﹁
柘
榴
坂
の

仇
討
﹂
を
元
日
に
、
中
井
貴
一

と
佐
々
木
蔵
之
介
が
ダ
ブ
ル
主

演
し
た
コ
メ
デ
ィ
の
続
編
﹁
嘘

八
百 

京
町
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
﹂
も

放
送
す
る
。
正
月
時
代
劇
﹁
幕

末
相
棒
伝
﹂、﹁
第
98
回
箱
根
駅

伝
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
﹂、﹁
芸
能
人

格
付
け
チ
ェ
ッ
ク
２
０
２
２
﹂

な
ど
、
新
年
を
彩
る
特
別
番
組

も
放
送
さ
れ
る
。

　

テ
レ
ビ
ジ
ャ
パ
ン
に
新
規
加

入
で
も
れ
な
く
25
ド
ル
が
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
は
３
月
31
日
ま
で
。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト https://

tvjapan.net/new
2021/

大河ドラマ「鎌倉殿の 13 人」(Photo:NHK)

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

鎌
倉
殿
の
13
人

テレビジャパン

新ドラマスタート

大好評 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
Ｔ
Ｖ

 www.nyseikatsu.com

日本クラブでXマス
Mondayさん熱唱

　

日
本
ク
ラ
ブ
は
、
年
末
恒
例

の
日
本
ク
ラ
ブ
・
ホ
リ
デ
ー
パ

ー
テ
ィ
ー
を
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で

開
催
し
た
。
12
月
15
日
に
日
本

ク
ラ
ブ
会
館
で
開
催
し
た
イ
ン

パ
ー
ソ
ン
・
イ
ベ
ン
ト
を
、
22

日
〜
24
日
ま
で
オ
ン
ラ
イ
ン
で

配
信
し
た
。
会
員
は
バ
ー
チ
ャ

ル
で
一
流
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ

ン
ト
と
日
本
ク
ラ
ブ
安
陵
シ
ェ

フ
特
製
の
豪
華
弁
当
を
楽
し
ん

だ
。
今
回
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ

ン
ト
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
活

躍
中
の
ク
ラ
ブ
・
ジ
ャ
ズ
界
の

歌
姫
、M

onday

満
ち
る
さ

ん
の
カ
ル
テ
ッ
ト
に
よ
る
ラ
イ

ブ
演
奏
＝
写
真
＝
と
、
ブ
ロ
ー

ド
ウ
ェ
イ
で
活
躍
す
る
ト
ッ
プ

シ
ン
ガ
ー
、
ラ
イ
ア
ン
・
シ

ル
バ
ー
マ
ン
さ
ん
と
、
レ
ミ

ゼ
ラ
ブ
ル
の
コ
ゼ
ッ
ト
役
で

２
０
０
６
年
に
デ
ビ
ュ
ー
、
ウ

ェ
ス
ト
サ
イ
ド
ス
ト
ー
リ
ー
の

マ
リ
ア
役
で
人
気
を
博
し
、
美

貌
と
演
技
力
が
絶
賛
さ
れ
る
ア

リ
・
エ
ワ
ル
ド
さ
ん
が
見
事
な

歌
声
を
披
露
し
た
。
総
合
司
会

は
合
田
沙
お
り
さ
ん
が
担
当
。

　

ベ
テ
ィ
・
Ａ
・
ロ
ー
ザ
Ｎ
Ｙ

州
教
育
局
は
12
月
20
日
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
再
拡

大
を
理
由
に
、
１
月
に
予
定
し

て
い
た
同
州
統
一
リ
ー
ジ
ェ
ン

ツ
試
験
を
中
止
す
る
こ
と
を
発

表
し
た
。 

同
試
験
は
高
校
の

卒
業
条
件
と
し
て
年
に
３
回
実

施
さ
れ
て
い
る
が
、
２
０
２
０

年
春
季
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
開
始

か
ら
同
試
験
を
中
止
し
て
い

る
。﹁
試
験
を
安
全
、
公
平
に

行
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
判
断

し
た
﹂と
理
由
を
話
し
て
い
る
。 

Ｎ
Ｙ
高
卒
認
定
試
験

１
月
の
実
施
中
止
に

ホリデーシーズンに例年は大混雑する劇場前も人影がまばらで閑散

https://tvjapan.net/new2021/
https://tvjapan.net/new2021/
https://tvjapan.net/new2021/
https://tvjapan.net/new2021/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
https://michaeldunnlaw.com
https://www.facebook.com/pg/nyjalc/about/
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
https://www.maxjob.com/
http://www.rostamilaw.com
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米
語
ウ
ォ
ッ
チ
が
単
行
本
に
＝
旦
英
夫
氏
著
﹃
米
語
で
ウ
ォ
ッ

チ
：
日
本
か
ら
は
見
え
な
い
ア
メ
リ
カ
の
真
実
﹄
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

刊
は
、
ア
マ
ゾ
ン
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
紀
伊
國
屋
で
好
評
販
売
中
。

　日本食品店でいつものすき焼き用の肉を買ってきました。パッケージの

値札はいつもの 19 ドル。でも何か感触が違います。軽い！ よく見るとポ

ンドあたりの単価は３ドルも高い・・・これが今話題の Shrinkflation か

と気づきます。Shrink は縮む、flation は Inflation です。

　米労働省の発表によると、11 月の前年比インフレ率は６. ８% を超えました。パンデミッ

クによるサプライチェーンの問題とか労働賃金の高騰とかいろいろな理由が言われていま

す。 食料品や家庭用品などの急激な値上がりが、家計を直撃しています。商品の値札は変わ

らないけど、よくよく見ると Shrinkflation。　洗剤もコーヒー缶もパンも化粧品もそしてト

イレットペーパーも・・・だまされたと怒る消費者もいますが、量を減らしても値段をその

ままにする方が、買う人も手が出しやすいと供給サイドは反論（？）します。これは昔から

ある苦肉の策なのでしょう。　

　バイデン政権はインフレ対策に躍起ですが、パンデミックが収束するまではこの傾向が続

くという見方が大半です。それならこの際、すき焼きの肉もご飯も減らして体重「目減り」

をめざしますか、健康のため・・・　　　　　　　　　　（旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）

Shrinkfl ation　「目減り」インフレ 米 語
Watch

 【217】

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
パ
ワ
ー
シ
フ
ト

クイック USA

73

　

C
O

V
ID

-19

に
よ
る
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
で
世
界
は
ニ
ュ
ー
ノ

ー
マ
ル
に
突
入
し
た
と
い
わ
れ

て
す
で
に
久
し
い
感
が
い
た
し

ま
す
が
、
こ
と
雇
用
に
関
し
て

２
０
２
１
年
を
通
じ
て
観
察
さ

れ
た
こ
と
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

っ
て
パ
ワ
ー
シ
フ
ト
が
よ
り
鮮

明
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
パ

ワ
ー
シ
フ
ト
と
い
う
意
味
は
、

雇
用
に
お
け
る
パ
ワ
ー
が
従
来

は
雇
用
主
側
に
あ
っ
た
も
の
が

従
業
員
側
に
シ
フ
ト
し
て
移
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
雇
用
す
る
か
ど
う
か

を
決
め
る
の
は
雇
用
主
で
あ
る

こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
い
っ
た
ん
雇
用
し
た
従
業

員
に
働
き
続
け
て
も
ら
う
上
で

の
権
利
の
維
持
や
安
全
衛
生
面

で
の
確
保
に
こ
れ
ほ
ど
の
配
慮

や
規
制
が
雇
用
主
側
に
課
せ
ら

れ
た
こ
と
は
過
去
を
遡
っ
て
み

て
も
な
か
っ
た
と
い
え
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
な
シ
フ
ト
を
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
て
お
り
ま
す
の

は
、
連
邦
や
州
、
さ
ら
に
地
方

自
治
体
か
ら
出
さ
れ
ま
す
、
法

令
や
規
制
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
だ

と
い
え
ま
す
。
し
か
も
そ
れ
ら

法
令
や
規
制
は
政
権
交
代
の
影

響
な
ど
も
重
な
っ
て
二
転
三
転

し
、
め
ま
ぐ
る
し
く
ア
ッ
プ
デ

ー
ト
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
都
度
、
雇
用
主
へ
の
要
求

も
少
し
ず
つ
厳
し
い
も
の
へ
と

な
っ
て
い
き
、
逆
に
従
業
員
に

と
っ
て
は
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

が
徐
々
に
張
り
巡
ら
さ
れ
る
と

い
う
状
況
が
作
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
現
在
も
進
行
中
の

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
へ
の
移
行
期

の
現
実
で
あ
り
、
雇
用
主
は
こ

の
シ
フ
ト
に
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ

し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
近
い
う

ち
に
従
業
員
を
失
う
か
も
し
れ

な
い
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
を
認

識
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

21
年
９
月
初
め
ま
で
続
け
ら

れ
て
い
た
連
邦
か
ら
上
乗
せ
し

て
給
付
さ
れ
て
い
た
失
業
保
険

も
、
失
効
し
た
後
は
急
速
に
雇

用
が
戻
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
専

門
筋
か
ら
の
予
測
を
見
事
裏
切

る
形
で
雇
用
は
す
ぐ
に
は
回
復

し
ま
せ
ん
で
し
た
。
つ
ま
り
、

い
ま
で
も
仕
事
に
復
帰
す
る
こ

と
を
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
た
め

ら
っ
て
い
る
人
々
が
い
る
こ
と

が
認
識
で
き
ま
す
。
経
済
上
は

す
っ
か
り
上
向
き
で
、
労
働
市

場
は
過
熱
し
つ
づ
け
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
ほ
ぼ
ど
の
業

種
も
職
場
も
人
手
不
足
の
状
態

で
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
回
復
途

上
で
大
き
な
足
か
せ
と
な
っ
て

い
る
ニ
ュ
ー
ス
が
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
人
手
不
足
に
端
を
発

し
て
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
遅

延
や
損
傷
に
よ
り
、
か
つ
て
な

い
ほ
ど
の
急
激
な
物
価
上
昇
を

引
き
起
こ
し
、
ア
メ
リ
カ
経
済

は
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
波
に

洗
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
物
価

上
昇
と
イ
ン
フ
レ
は
従
業
員
の

賃
金
上
昇
に
甚
大
な
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
。(

つ
づ
く
、︶

酒
井 

謙
吉

Pacifi c Dreams, Inc. CEO
www.919usa.com

　

ジ
ェ
ト
ロ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

事
務
所
は
1
月
25
日
︵
火
︶
正

午
か
ら
午
後
１
時
30
分
ま
で
、

在
米
日
本
企
業
に
向
け
て
Ｎ
Ｊ

州
の
投
資
環
境
に
つ
い
て
解
説

す
る
﹁
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州

投
資
環
境
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
﹂
を
開

催
す
る
。

　

Ｎ
Ｊ
州
政
府
経
済
開
発
機
構

と
、
同
州
投
資
誘
致
機
関
の

C
hoose N

ew
 Jersey

事
業

開
発
デ
ィ
レ
ク
タ
ー　

ウ
ィ
リ

ア
ム
・
ヌ
ー
ナ
ン
氏
ら
を
講
師

に
招
き
、
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
輸
送

や
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
な
ど
の
分

野
に
つ
い
て
、
同
州
の
投
資
環

境
を
解
説
す
る
。
司
会
は
ジ
ェ

ト
ロ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
次
長 

米
山
洋
氏
。
質
疑
応
答
の
時
間

も
設
け
る
。
言
語
は
日
本
語
、

英
語
。
定
員
５
０
０
人
。

　

参
加
費
無
料
だ
が
要
事
前
申

し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ

ー
ルrept4@

jetro.go.jp

︵
モ

ア
さ
ん
、
中
嶋
さ
ん
︶
ま
で
。

申
し
込
み
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ

Ｕ
Ａ
空
の
旅
を

バ
ー
チ
ャ
ル
体
験

　

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
︵
本

社
：
シ
カ
ゴ
、
最
高
経
営
責
任

者
：
ス
コ
ッ
ト
・
カ
ー
ビ
ー
︶

は

12

月

21

日
、N

intendo 
Sw

itch

﹁
あ
つ
ま
れ 

ど
う
ぶ

つ
の
森
﹂
上
で
、
ユ
ナ
イ
テ
ッ

ド
航
空
で
行
く
空
の
旅
な
ど
を

バ
ー
チ
ャ
ル
体
験
で
き
る
﹁
ユ

ナ
イ
テ
ッ
ド
こ
う
く
う
島
﹂
を

３
月
31
日
ま
で
の
期
間
限
定
で

一
般
公
開
し
た
と
発
表
し
た
。

　

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
自
由
に

海
外
旅
行
が
で
き
な
い
今
、
海

外
旅
行
が
解
禁
さ
れ
る
日
ま
で

の
間
、
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
で

行
く
空
の
旅
を
バ
ー
チ
ャ
ル
空

間
で
体
験
し
、
同
社
の
サ
ー
ビ

ス
や
プ
ロ
ダ
ク
ト
、
環
境
対
策

イ

トhttps://w
w

w
.jetro.

g
o.jp/form

5/pu
b/n

y
a/

njw
ebinar

を
参
照
す
る
。

へ
の
取
り
組
み
な
ど
を
楽
し

み
な
が
ら
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
立
案
・
制
作
・
運
営
は
ユ

ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
日
本
地
区
の

営
業
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
収

益
管
理
な
ど
複
数
の
部
門
か
ら

社
員
が
集
結
し
て
実
施
し
て
い

る
。
主
な
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、
①

旅
の
体
験
エ
リ
ア 

②
社
会
的

企
業
活
動
の
展
示
エ
リ
ア 

③

就
航
地
エ
リ
ア
︵
グ
ア
ム
︶。

﹁
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
こ
う
く
う
島
﹂

の
夢
番
地
コ
ー
ド
は
﹁D

A
-

8504-9712-6474

﹂

NJ 州の投資環境
ジェトロがウェビナー

1 月 25 日実施

  

ジ
ェ
ト
ロ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
影
響

を
受
け
て
い
る
米
国
の
日
系
企

業
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、

在
北
米
各
ジ
ェ
ト
ロ
事
務
所
に

相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
る
。

労
務
・
法
務
・
税
務
な
ど
の
課

題
に
対
す
る
無
料
個
別
相
談
も

受
け
付
け
て
い
る
。
ウ
ェ
ブ
ペ

ー
ジ
で
該
当
事
務
所
を
確
認
。

h
ttp

s://w
w

w
.je

tro
.

g
o.jp/jetro/ov

erseas/
u

s
_

n
e

w
y

o
r

k
/

info/20200403.htm
l

無
料
相
談
窓
口
を
開
設

ジ
ェ
ト
ロ
北
米
事
務
所

http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
mailto:rept4@jetro.go.jp%EF%B8%B5%E3%83%A2
mailto:rept4@jetro.go.jp%EF%B8%B5%E3%83%A2
mailto:rept4@jetro.go.jp%EF%B8%B5%E3%83%A2
mailto:rept4@jetro.go.jp%EF%B8%B5%E3%83%A2
mailto:rept4@jetro.go.jp%EF%B8%B5%E3%83%A2
mailto:rept4@jetro.go.jp%EF%B8%B5%E3%83%A2
https://www.jetro
https://www.jetro
https://www.jetro
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://gammalaw.com/ja/
https://hls-global.com
https://www.takenakapartners.com/
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﹁
ジ
ャ
パ
ン
デ
ー
＠
セ
ン
ト

ラ
ル
パ
ー
ク
﹂
は
２
０
２
２
年

５
月
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
初
の
﹁
ジ

ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド
﹂
を
計
画
し

て
い
る
。
22
年
は
、
１
８
７
２

年
に
岩
倉
具
視
を
特
命
全
権
大

使
と
す
る
使
節
団
が
米
国
を
訪

問
し
て
か
ら
１
５
０
周
年
と
日

米
関
係
に
お
い
て
重
要
な
節
目

の
年
に
あ
た
る
。
使
節
団
訪
問

を
契
機
に
、
同
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に
日
本
領
事
館
が
設
置
さ
れ

る
な
ど
、
日
米
関
係
の
深
化
に

繋
が
っ
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
、
世
界

各
国
出
身
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
グ
ル

ー
プ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
文
化
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
誇
示
す
る
パ
レ
ー
ド
が
行

わ
れ
て
き
た
。﹁
ジ
ャ
パ
ン
パ

レ
ー
ド
﹂
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
は
初
め
て
の
﹁
ジ
ャ
パ
ン
﹂

と
名
の
付
く
記
念
す
べ
き
パ
レ

ー
ド
と
な
る
。

　

ル
ー
ト
は
、
セ
ン
ト
ラ
ル
パ

ー
ク
ウ
エ
ス
ト
の
81
丁
目
か
ら

68
丁
目
を
南
下
、
参
加
団
体
は

80
〜
１
０
０
を
予
定
し
て
お

り
、
盆
踊
り
、
よ
さ
こ
い
な
ど

の
伝
統
舞
踊
、
空
手
、
な
ぎ
な

た
、
柔
道
な
ど
武
道
の
グ
ル
ー

プ
、
お
神
輿
や
鯉
の
ぼ
り
、
太

鼓
、
着
物
の
グ
ル
ー
プ
、
侍
パ

フ
ォ
ー
マ
ー
か
ら
人
気
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
、
コ
ス
プ
レ
な
ど
、
伝

統
に
加
え
て
モ
ダ
ン
な
日
本
の

魅
力
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
。

　

同
パ
レ
ー
ド
の
実
現
に
向

け
て
、
主
催
のJapan D

ay 
Inc.

︵
実
行
委
員
会
名
誉
委
員

長
・
山
野
内
勘
二
在
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
日
本
国
総
領
事
館
総
領

事
・
大
使
、
委
員
長
・
上
田
淳

三
井
住
友
信
託
銀
行
米
州
地
区

支
配
人
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店

長
︶
は
、
協
賛
、
寄
付
、
ま
た

ア
マ
ゾ
ン
・
ド
ッ
ト
コ
ム
で
の

買
い
物
額
の
一
部
が
自
動
的
に

寄
付
さ
れ
る
﹁
ア
マ
ゾ
ン
ス
マ

イ
ル
﹂
を
通
じ
た
支
援
を
募
っ

て

い

る
。Japan D
ay Inc.

は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
認
定
の
非

営
利
団
体
で
、
直
接
寄
付
す
る

と
税
額
控
除
を
受
け
る
こ
と
が

可
能
。

　

当
初
、
20
年
に
14
回
目
の

ジ
ャ
パ
ン
デ
ー
開
催
に
加
え

て
、
１
８
６
０
年
の
万
延
元
年

遣
米
使
節
団
に
よ
る
米
国
訪
問

１
６
０
年
を
記
念
し
た
パ
レ
ー

ド
を
計
画
し
て
い
た
。
し
か
し

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
を
受
け
、
残
念
な
が
ら
中

止
に
。
21
年
も
野
外
イ
ベ
ン
ト

は
で
き
な
か
っ
た
が
、
日
米
市

民
の
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
へ
の
感

謝
を
込
め
、﹁
ジ
ャ
パ
ン
デ
ー
・ 

２
０
２
１
・
サ
ン
キ
ュ
ー
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
﹂
と
題
し
た
オ
ン
ラ

イ
ン
配
信
な
ど
を
行
っ
た
。

　

21
年
夏
以
降
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
も
野
外
イ
ベ
ン
ト
や
パ
レ

ー
ド
が
復
活
し
、
多
く
の
観
衆

が
声
援
を
送
る
様
子
が
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
状
況
を

ふ
ま
え
、
日
本
文
化
の
魅
力
を

新
し
い
形
で
発
信
し
、
さ
ら

な
る
交
流
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド
・

２
０
２
２
の
準
備
を
開
始
し
て

い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

関
連
そ
の
他
の
状
況
に
関
し
て

は
慎
重
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
継

続
中
で
、
市
当
局
と
も
連
携
の

上
、
パ
レ
ー
ド
開
催
に
つ
い
て

現
在
最
終
調
整
を
行
っ
て
お

り
、
22
年
１
月
中
に
正
式
決
定

が
下
さ
れ
る
予
定
だ
。

　

そ
れ
に
先
駆
け
て
、
日
本
の

魅
力
を
発
信
す
る
パ
レ
ー
ド
参

加
団
体
を
募
集
し
て
い
る
。
興

味
の
あ
る
団
体
は
、
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
の
所
定
の
ペ
ー
ジ
か
ら
申

し
込
む
。
１
月
の
決
定
後
は
、

ジ
ャ
パ
ン
デ
ー
恒
例
ア
ー
ト
作

品
の
コ
ン
テ
ス
ト
の
募
集
が
開

始
さ
れ
る
。

　

参
加
団
体
例
は
、
日
本
の
文

今年こそ日本パレード実現へ
Ｎ
Ｙ
で
５
月
実
施
を
計
画

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
ウ
エ
ス
ト
飾
る
日
本
文
化

１
６
２
年
ぶ
り
の
日
本
行
進

　

１
８
６
０
年
６
月
16
日
、
当

時
の
日
本
政
府
の
公
式
代
表
で

あ
る
76
人
の
侍
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に
到
着
し
、
盛
大
な
パ
レ
ー

ド
を
行
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
タ
イ
ム
ズ
紙
に
よ
る
と
、

ロ
ー
ワ
ー
・
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の

行
列
に
は
50
万
人
の
人
々
が
集

ま
り
、
当
時
の
ウ
ッ
ド
市
長
が

一
行
を
歓
迎
し
た
と
い
う
記
録

が
残
っ
て
い
る
。
侍
の
到
着
は

メ
デ
ィ
ア
を
熱
狂
さ
せ
、
詩
人

の
ウ
ォ
ル
ト
・
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン

は
、
同
紙
に
こ
の
盛
大
な
到
着

を
記
念
し
た
詩
を
寄
稿
し
た
。

こ
の
日
以
来
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
芸

術
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
活
躍
す
る
多
く
の

日
本
人
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
滞

在
し
、
学
び
、
働
き
、
両
国
の

関
係
を
深
め
て
い
る
。

　

１
８
７
２
年
の
使
節
団
﹃
岩

倉
ミ
ッ
シ
ョ
ン
﹄
が
欧
米
諸
国

で
得
た
知
見
は
、
そ
の
後
の
日

本
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し

た
。

　

そ
の
１
５
０
周
年
を
祝
う
こ

の
節
目
の
年
に
、
改
め
て
日
米

関
係
の
軌
跡
を
振
り
返
り
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
感
謝
の
意
を
表

し
つ
つ
、
未
来
世
代
へ
友
好
の

バ
ト
ン
を
繋
い
で
行
く
こ
と
が

ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド
の
目
的
で

あ
る
。

化
、
伝
統
、
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ

等
の
団
体
、
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン

ド
、
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
、
学
校
、

県
人
会
、
同
窓
会
、
趣
味
の
グ

ル
ー
プ
、日
米
友
好
団
体
な
ど
。

・協賛、寄付に関する情報、参加お申し込み：
japandaynyc.org

・アマゾンスマイルからの支援：
smile.amazon.com/ch/20-5864522

神奈川県の寒川神社がブルックリン
植物園に寄贈したお神輿も

smile.amazon.com/ch/20-5864522
http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/


2022 年（令和 4 年）1 月1日（土） 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU ［総　合］　　(26  )

 ローカル
  スクランブル　

Brooklyn

材料　４人分

骨付きラム肉 ......１個
Rack of lamb ４５２ｇ
粒胡椒 ..........大さじ３
ニンニクすりおろし 大
３
塩、パセリ ..........適量

ソース用 A
赤ワイン .............大４
ケチャップ ..........大４
醤油 ....................大２
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
付け合わせ
アイダホポテト ..２個

（皮むきダイス） Pan seared rack of Lamb with roasted potatoes

ラ
ム
チ
ョ
ッ
プ
︵
骨
付
き
子
羊
肉
︶

ス
パ
イ
シ
ー
ロ
ー
ス
ト

　

ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン
に
豪
華

な
骨
付
き
ラ
ム
チ
ョ
ッ
プ
を
食

べ
て
皆
で
祝
う 

、
ラ
ム
羊
生

後
12
か
月
子
羊
は
柔
ら
か
く
香

り
よ
く
最
高
に
美
味
し
い
ラ
ム

肉
で
す
。
骨
付
き
の
ま
ま
焼
き

上
げ
ス
ラ
イ
ス
し
て
食
べ
る
ぴ

っ
た
り
の
ア
イ
テ
ム
で
す
。

作
り
方

①
ラ
ム
肉
に
ニ
ン
ニ
ク
す
り
つ

け
粒
胡
椒
と
塩
味
付
け
お
く

②
フ
ラ
イ
パ
ン
に
少
量
の
オ
イ

ル
入
れ
強
火
で
両
面
を
色
付
け

弱
火
で
10
分
程
ふ
た
を
し
焼
き

上
げ
取
り
の
ぞ
く
。
同
じ
パ
ン

に
ポ
テ
ト
入
れ
弱
火
で
８
分
位

色
付
け
て
仕
上
げ
る
、
別
に
ソ

ー
ス
類
加
え
一
度
沸
騰
さ
せ
て

仕
上
げ
る

③
休
ま
せ
た
ラ
ム
肉
を
骨
に
そ

っ
て
８
枚
位
切
り
皿
に
盛
り
付

け
ポ
テ
ト
と
ソ
ー
ス
を
注
ぐ

　

福
島
県
と
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

を
つ
な
ぐ
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
純
米

大
吟
醸
﹁
Ｕ
Ｋ
Ａ
︵
う
か
︶﹂

が
誕
生
し
た
。
Ｕ
Ｋ
Ａ
と
は
、

日
本
語
の
羽
化
の
こ
と
。
丹
念

に
育
ま
れ
た
米
が
、
独
特
の
吟

醸
香
と
芳
醇
な
が
ら
繊
細
な
味

わ
い
が
口
内
に
広
が
る
、
つ
ま

り
真
に
味
わ
う
喜
び
を
与
え
る

酒
に
変
身
︵
羽
化
︶
し
た
も
の

だ
。
そ
の
Ｕ
Ｋ
Ａ
に
変
身
す
る

有
機
米
を
栽
培
し
て
い
る
の

は
、
米
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に

あ
る
国
府
田
フ
ァ
ー
ム
だ
。

　

創
業
者
の
国
府
田
敬
三
郎

は
、１
９
０
８
年
︵
明
治
41
年
︶

に
福
島
県
か
ら
米
国
に
移
住
。

同
州
で
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
を
体

験
後
、
邦
人
の
命
の
源
泉
で
あ

る
米
作
・
精
米
農
園
を
設
立
し
、

現
在
も
そ
の
子
孫
に
よ
っ
て
受

け
継
が
れ
て
い
る
。

　

そ
の
三
代
目
が
、
創
業
者
の

出
身
地
で
あ
る
福
島
県
の
酒
の

名
産
地
、
二
本
松
に
あ
る
十
九

代
続
く
人
気
酒
造
株
式
会
社
と

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
酒

Ｕ
Ｋ
Ａ
は
、
安
達
太
良
山
か
ら

の
最
良
質
の
伏
流
水
が
使
わ
れ

て
い
る
。
国
府
田
フ
ァ
ー
ム
の

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
米
は
、
最
上
級

の
酒
と
さ
れ
る
純
米
大
吟
醸
を

作
る
た
め
、
極
限
の
40
％
に
な

る
ま
で
磨
か
れ
て
い
る
。
Ｕ
Ｋ

Ａ
の
ロ
ゴ
の
蝶
々
は
日
本
の
墨

絵
が
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン

で
、
羽
根
の
下
に
は
カ
ル
フ
ォ

ル
ニ
ア
と
福
島
の
地
図
が
か
た

ど
ら
れ
、
日
米
関
係
の
絆
を
深

め
、
向
上
し
合
え
る
と
い
う
想

い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
そ
う

だ
。

　

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
は
、
Ｕ
Ｋ

Ａ
ド
ラ
イ
、
Ｕ
Ｋ
Ａ
ブ
ラ
ッ

ク
、
Ｕ
Ｋ
Ａ
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ

の
三
種
類
。
容
量
は
い
ず
れ

も
７
２
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
と

３
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
。
米
国

内
で
の
問
い
合
わ
せ
は
、
オ
オ

ム
ラ
サ
キ
・
ビ
バ
レ
ッ
ジ
・
カ

ン
パ
ニ
ー
、
マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ョ

ン
・
シ
ム
キ
ン
さ
ん
ま
で
。

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

m
jsim

kin@
om

urasaki.us

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
：https://

om
urasaki.us/

福島で作る
カリフォルニア

純米大吟醸

UKA

　

大
人
数
で
の
パ
ー
テ
ィ
ー
が

楽
し
め
る
の
は
ま
だ
先
に
な
り

そ
う
だ
が
、
夫
婦
や
大
切
な
友

人
た
ち
と
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
産
飲
み
物
で
乾
杯

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
か
ら
ア
メ
リ
カ

全
土
の
み
な
ら
ず
、
世
界
30
か

国
以
上
に
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
を

送
り
出
す
ブ
ル
ワ
リ
ー
。
人
気

商
品﹁
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
ラ
ガ
ー
﹂

は
ビ
ー
ル
の
世
界
大
会
と
称

さ
れ
る
﹁W

orld B
eer C

up 
2018

﹂
で
金
賞
を
受
賞
。
新

作
ビ
ー
ル
が
飲
め
る
工
場
見
学

ツ
ア
ー
も
実
施
中
。
大
晦
日
の

午
後
10
時
か
ら
は
Ｄ
Ｊ
の
音
楽

と
飲
食
、
ラ
ッ
フ
ル
付
き
の
パ

ー
テ
ィ
ー
も
開
催
予
定
。

■
グ
リ
ム
︵
ビ
ー
ル
︶

990 M
etropolitan A

ve
T

E
L:718-564-9767

https://grim
m

ales.com

T
E

L:347-689-4180

　

h
ttp

://k
in

g
sc

o
u

n
ty

distillery.com

　

海
軍
造
船
所
の
跡
地
、
ブ
ル

ッ
ク
リ
ン
・
ネ
イ
ビ
ー
ヤ
ー
ド

に
あ
る
築
１
２
３
年
の
建
物
を

改
装
し
た
工
場
で
、
伝
統
的
な

製
法
を
守
り
ウ
イ
ス
キ
ー
を
作

っ
て
い
る
。
禁
酒
法
以
来
、
Ｎ

Ｙ
市
で
最
古
の
ウ
イ
ス
キ
ー
蒸

留
所
に
な
っ
た
経
緯
や
、製
粉
、

発
酵
、
蒸
留
の
プ
ロ
セ
ス
を
学

べ
る
工
場
見
学
︵
45
分
ま
た
は

75
分
︶
が
あ
る
。
見
学
ツ
ア
ー

最
後
の
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
タ
イ

ム
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
受
賞
歴
の

あ
る
ク
ラ
フ
ト
ウ
イ
ス
キ
ー
が

試
飲
で
き
る
。

■
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
・
ク
ラ
︵
日

本
酒
︶

68 34th Street
347-766-1601
https://w

w
w

.brookly
n-

kura.com
/

　

２
０
１
８
年
、
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー
シ
テ
ィ
と
し
て
開
発
が
進

む
エ
リ
ア
に
オ
ー
プ
ン
し
た
Ｎ

Ｙ
初
の
酒
蔵
。
日
本
の
伝
統
的

な
酒
蔵
で
飲
ん
だ
日
本
酒
に
感

銘
を
受
け
た
２
人
の
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
カ
ー
が
、
ア
メ
リ
カ
産
の
山

田
錦
と
カ
ル
ロ
ー
ス
米
、
ブ
ル

ッ
ク
リ
ン
の
水
道
水
を
使
用

し
、
ほ
ぼ
独
学
で
学
ん
だ
醸
造

技
術
で
つ
く
る
注
目
の
ク
ラ
フ

ト
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ
。
お
酒
が
好
き
な

人
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
ま
れ

の
純
米
吟
醸
の
生
酒
を
ぜ
ひ
一

度
お
試
し
あ
れ
。

T
E

L:347-763-1506
http://bkw

inery.com

　

全
米
か
ら
厳
選
し
た
ブ
ド
ウ

を
買
い
付
け
て
、
ワ
イ
ン
の
醸

造
だ
け
行
う
ア
ー
バ
ン
・
ワ
イ

ナ
リ
ー
。
か
つ
て
ク
ラ
ブ
だ
っ

た
建
物
を
改
装
し
、
１
９
４
０

年
代
の
壁
紙
、
バ
ー
に
は
教
会

の
使
徒
席
に
使
わ
れ
て
い
た
木

材
を
使
用
す
る
な
ど
、
雰
囲
気

の
あ
る
店
内
で
ワ
イ
ン
の
飲
み

比
べ
が
出
来
る
。
工
場
見
学
は

ワ
イ
ナ
リ
ー
の
歴
史
や
工
程
の

説
明
を
聞
き
、
後
半
は
た
っ
ぷ

り
試
飲
タ
イ
ム
を
設
け
て
い

る
。
店
内
を
貸
し
切
っ
て
行
わ

れ
る
結
婚
式
も
人
気
が
あ
る
。

■
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
・
ブ
ル
ワ
リ

ー
︵
ビ
ー
ル
︶

#
1 B

rew
ers R

ow
, 79 N

. 

11th St.
T

E
L:718-486-7422

　

http://brooklynbrew
ery.

com
　

１
９
８
８
年
に
創
業
し
た
、

　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
活

動
し
て
い
た
夫
婦
に
よ
り

２
０
１
３
年
に
創
業
し
た
ブ
ル

ワ
リ
ー
。
伝
統
的
な
ス
タ
イ
ル

に
独
自
の
ア
イ
デ
ア
を
加
え

た
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
イ
ス
ト
の

新
作
ビ
ー
ル
を
次
々
と
発
表
し

て
い
る
。
醸
造
所
を
兼
ね
た
タ

ッ
プ
ル
ー
ム
で
で
き
た
て
ビ
ー

ル
と
軽
食
も
可
。
新
作
は
オ
レ

ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
、
バ
ニ
ラ
、
ミ

ル
ク
シ
ュ
ガ
ー
な
ど
を
使
っ

た
﹁
オ
レ
ン
ジ
ク
リ
ー
ム
ポ
ッ

プ
！
﹂、ダ
ブ
ル
Ｉ
Ｐ
Ａ
の
﹁
パ

ル
ス
ウ
ェ
ー
ブ
﹂︵
写
真
︶な
ど
。

■
キ
ン
グ
ス
・
カ
ウ
ン
テ
ィ
蒸

留
所
︵
ウ
イ
ス
キ
ー
︶

299 Sands St., B
ldg. 121

作
ら
れ
た
ワ
イ
ン
や
ビ
ー
ル
を

片
手
に
食
事
と
会
話
を
楽
し
も

う
！ 

お
世
話
に
な
っ
た
人
へ

の
贈
り
物
や
お
祝
い
、
手
土
産

と
し
て
も
喜
ば
れ
そ
う
な
も
の

ば
か
り
だ
。

■
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
・
ワ
イ
ナ
リ

ー
︵
ワ
イ
ン
︶

213 N
. 8th St.　

年末年始はお酒で楽しく

mailto:mjsimkin@omurasaki.us
mailto:mjsimkin@omurasaki.us
mailto:mjsimkin@omurasaki.us
https://omurasaki.us/
https://omurasaki.us/
https://omurasaki.us/
https://grimmales.com
https://grimmales.com
https://grimmales.com
https://www.brooklyn-kura.com/
https://www.brooklyn-kura.com/
https://www.brooklyn-kura.com/
https://www.brooklyn-kura.com/
http://bkwinery.com
http://bkwinery.com
http://bkwinery.com
http://brooklynbrewery
http://brooklynbrewery
https://parkavenuemedicalcenter.com/
http://bjafa.org/nihongogakuen/
https://www.aozoragakuen.com/
http://www.jwsny.org
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い
よ
い
よ
大
晦
日
。
例
年

５
万
８
０
０
０
人
も
の
人
が

集
ま
っ
て
大
騒
ぎ
を
し
て
い

た
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
の
カ

ウ

ン

ト

ダ

ウ

ン
、

今

年

は

１
万
５
０
０
０
人
の
入
場
制
限

と
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
マ
ス
ク

着
用
が
義
務
付
け
ら
れ
て
開
催

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
人
数
は

四
分
の
一
近
く
ま
で
減
る
も
の

の
、
再
び
感
染
率
が
増
加
し
て

い
る
中
で
不
特
定
多
数
が
集
ま

る
場
所
に
出
向
く
の
は
危
険
が

い
っ
ぱ
い
。
暖
か
い
部
屋
で
ぬ

く
ぬ
く
と
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
を
す
る
方
が

百
倍
安
全
だ
。

　

と
は
言
え
せ
っ
か
く
の
元

旦
、初
詣
は
で
き
な
い
に
し
ろ
、

新
年
を
祝
う
何
か
を
し
た
い
と

お
考
え
の
あ
な
た
、
コ
ネ
チ
カ

ッ
ト
の
海
岸
へ
初
日
の
出
を
見

に
行
き
ま
せ
ん
か
？ 

コ
ネ
チ

カ
ッ
ト
の
海
岸
は
南
向
き
で
、

海
の
向
こ
う
に
は
ロ
ン
グ
ア
イ

ラ
ン
ド
が
横
た
わ
っ
て
い
る
た

め
、
水
平
線
か
ら
昇
る
日
の
出

は
見
ら
れ
な
い
。
が
、
ロ
ン
グ

ア
イ
ラ
ン
ド
に
は
山
が
な
く
平

べ
っ
た
い
の
で
︵
天
気
に
さ
え

恵
ま
れ
れ
ば
︶
そ
れ
な
り
に
ご

来
光
が
楽
し
め
る
。
海
岸
は
冷

コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
の
海
岸
か
ら
拝
む 

初
日
の
出

タ
ー
に
も
無
料
で
開
放
し
て

い
る
。
ポ
イ
ン
ト
か
ら
は
ウ

ォ
ッ
チ
ヒ
ル
、
ミ
ス
テ
ィ
ッ

ク
、
ノ
ア
ン
ク
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ

ー
ズ
島
、
ブ
ロ
ッ
ク
島
が
見

渡
せ
、
四
季
折
々
の
日
の
出
、

日
の
入
り
が
楽
し
め
る
。
す

ぐ
近
く
に
現
在
は
歴
史
博
物

館
に
な
っ
て
い
る
灯
台
が
あ

る
。Stonington Point (7 

w
ater St. Stonington/

ホ

ワ
イ
ト
プ
レ
ー
ン
ズ
か
ら
車
で

約
２
時
間)

■
オ
ー
シ
ャ
ン
・
ビ
ー
チ
・
パ

ー
ク

ス
ト
ー
ニ
ン
ト
ン
・
ポ
イ
ン
ト

の
少
し
手
前
、
ニ
ュ
ー
ロ
ン
ド

ン
の
海
沿
い
に
あ
る
オ
ー
シ
ャ

ン
・
ビ
ー
チ
・
パ
ー
ク
は
白
い

砂
浜
と
壮
大
な
景
色
で
知
ら

料
理
も
サ
ー
ビ
ス
も

ほ
ん
わ
か
ノ
ア
ズ

Noah’s Restaurant
113 Water St. Stonington, CT 

Tel: 860-535-3925
火〜日 7：45 〜 21：00、月曜定休

https://noahsfi nefood.com/

食べ歩き
　

ス
ト
ー
ニ
ン
ト
ン

ま
で
足
を
伸
ば
し
た

ら
ぜ
ひ
立
ち
寄
り
た

い
の
が
﹁
ノ
ア
ズ
﹂。

１
９
７
９
年
開
業
、
今
年
で
43

周
年
を
迎
え
る
レ
ス
ト
ラ
ン

で
、
地
元
住
民
の
み
な
ら
ず
、

た
ま
た
ま
立
ち
寄
っ
た
ビ
ジ
タ

ー
に
も
愛
さ
れ
て
リ
ピ
ー
タ
ー

を
増
や
し
て
い
る
人
気
店
だ
。

開
店
当
時
か
ら
新
鮮
で
良
質
な

食
材
選
び
と
、
出
来
合
い
の
も

の
を
使
わ
ず
自
分
た
ち
で
料
理

す
る
こ
と
に
こ
だ
わ
り
続
け
て

い
る
。
Ｂ
Ｌ
Ｔ
や
コ
ブ
サ
ラ
ダ

な
ど
の
人
気
メ
ニ
ュ
ー
の
ほ

か
、
ホ
ー
ム
メ
イ
ド
パ
ス
タ
や

地
元
産
の
生
カ
キ
も
あ
る
。
料

理
も
食
器
も
サ
ー
ビ
ス
も
素
朴

で
ほ
ん
わ
か
暖
か
く
て
居
心
地

が
良
い
。

れ
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ジ
オ
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
誌
の
ベ
ス
ト
ビ
ー
チ

に
選
ば
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
夏

は
海
水
浴
を
楽
し
む
人
で
賑
わ

う
が
、
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
の
静
か

な
景
色
も
素
晴
ら
し
く
、
特
に

日
の
出
の
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
人
気
が
高
い
。O

cean 
B

each Park (98 N
eptune 

A
ve, N

ew
 London / 

ホ

ワ
イ
ト
プ
レ
ー
ン
ズ
か
ら
車

で
約
1
時
間
50
分)  http://

ocean-beach-park.com
/

え
る
の
で
防
寒
と
魔
法
瓶
に
温

か
い
飲
み
物
を
忘
れ
ず
に
。

　

新
し
く
迎
え
る
２
０
２
２

年
、
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
、
自
由

に
日
本
と
行
き
来
が
で
き
る
日

が
1
日
も
早
く
来
る
こ
と
を
初

日
の
出
に
祈
ろ
う
。

■
シ
ル
バ
ー
サ
ン
ド
州
立
公
園

ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
1
、

2
を
争
う
絶
好
日
の
出
ス
ポ
ッ

ト
で
、
日
の
出
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー

の
い
ち
お
し
。
２
９
７
エ
ー
カ

ー
の
敷
地
に
は
砂
丘
、湿
地
帯
、

森
林
、
ビ
ー
チ
、
ボ
ー
ド
ウ
ォ

ー
ク
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
海
岸

が
一
番
見
や
す
い
が
、
他
の
場

所
か
ら
も
様
々
な
景
色
の
日
の

出
が
楽
し
め
る
。

Silver Sands State Park 
(Silver Sands Park W

ay, 
M

ilford/

ホ
ワ
イ
ト
プ
レ
ー

ン
ズ
か
ら
車
で
約
１
時
間)

h
ttps://portal.ct.g

ov
/

D
E

E
P

/S
ta

te
-P

a
rk

s/
P

a
rk

s/S
ilv

er-S
a

n
d

s-
State-Park

■
ス
ト
ー
ニ
ン
ト
ン
・
ポ
イ
ン

ト小
さ
な
岬
の
先
端
に
位
置
す
る

地
元
の
区
が
所
有
、
管
理
す
る

場
所
で
、
住
民
以
外
の
ビ
ジ

https://noahsfi
http://ocean-beach-park.com/
http://ocean-beach-park.com/
http://ocean-beach-park.com/
http://ocean-beach-park.com/
http://ocean-beach-park.com/
http://www.jwsny.org
http://www.ojfd.com
https://portal.ct.gov/DEEP/State-Parks/Parks/Silver-Sands-State-Park
http://www.kodomony.org
tel:9147771543
http://www.kishuya.com/
https://on-timelimo.com/
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https://home.mtckitchen.com


第2部を読む

https://nyseikatsu.com/editions/848/848-2.pdf



